
 

令和６年度 第２回静岡市生涯学習推進審議会（第８期第５回） 

日時：令和６年 11 月 12 日（火）午前 10時 00 分～午前 11時 30 分 

会場：藁科生涯学習センター 第２集会室 

 

 

次    第 

 

 

１ 開会                         １０：００ 

 

 

２ 議事 第３次大綱推進計画について     １０：００～１１：００ 

 

 

３ 施設見学                 １１：００～１１：３０ 

   

 

４ 閉会                         １１：３０ 

 



令和５年度生涯学習推進大綱推進計画　施策評価 資料１－１

①生涯学習施設の利用者数

②「こ・こ・に」講座　講座数及び修了数の推移

③生涯学習施設のモバイルWi-Fiルーター設置数及び延べ利用回数

施策の柱・リーディングプロジェクト

総合評価 ・生涯学習施設の利用者数が前年度に比べて約10％増加しているほか、「こ・こ・に」講座全体の修了者数も５％以上目標値を上回ったことから、生涯学習に取り組む市民が増えていると考える。また、ハー

ド面でも生涯学習施設の建て替えによる耐震性の改善など必要な基盤整備を進めることができたことから、おおむね順調に施策を推進できたものと考える。

・今後、第３次大綱を推進する上では、地域や社会に求められる人材の変化を的確にとらえ、求められる学習ニーズに合わせた講座実施や人材養成を進めていく必要がある。併せて、市民が講座等で得た

「学び」を活かしていくための自発的な地域・社会活動を下支えするなどの支援が必要である。また、デジタル化を推進することによる施設の利便性向上やオンライン学習のニーズへの対応にも取り組む必

要がある。

A

A

Ａ

参考資料

Ａ

本シートの総合評価及び施策の柱・リーディングプロジェクトの評価については、推進計画登載事業中の事務事業評価でのA評価数を参考にしつつ、それぞれの事業における実施状況や実績に基づくデータ等参考にし、総合的に判断して

A、B、Cの３段階で評価した。（A：施策の進捗はおおむね順調、B：施策の進捗が停滞、C：施策の進捗には大幅な改善が必要）
※評価方法
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【評価点】

・文化、芸術に加え、環境問題、健康及び食育のような現代的な課題等の幅広い

分野において、約60の事業を展開した。うち５つの事業では参加者が目標値に

対し、15％を上回るなど、多くの市民に学習の機会を提供できた。

・大学連携講座（市民大学リレー講座）については、共通テーマを「まなびのリス

タート」とし、現役社会人をターゲットとした講座を実施することで、仕事や就職

に役立つ学習機会を提供できた。

【改善点】

・生涯学習施設の利用者数はコロナ禍の影響により大幅に減少したものの、令和

５年度は約115万人と前年度から約10％増加している。今後も施設利用者を増

やしていくためには、社会情勢の変化に伴う市民の学習ニーズに合わせた講座

実施に取り組んでいく必要がある。

【リーディングプロジェクト①】

「大人の学び直し」を推進する“Reまなび”プロジェクト
※PICK UP 項目 生涯学習施設の「Reまなび講座」

・市民に身近な生涯学習施設で、変化の激しい時代に必要

な知識やスキルを習得する「大人の学び」に資する講座を

実施した。仕事や就職に役立つ学習機会を提供でき、受講

者満足度についても約95％と、初年度の取組として、お

おむね目標以上の結果となった。

引き続き、社会人としての新しい基礎力を身に付ける講座

を実施し、生涯にわたって学び続ける市民意識の更なる

醸成と学習行動への誘因を図り、市民の皆さんの自発的

な学びを支援していく。

【評価点】

・「こ・こ・に」講座のアンケートでは、各講座における修了者の「仕事や就職活動に

活かせると思った人の割合」が平均99.4％、「シチズンシップが身についた人の

割合」が平均98.5％とともに高い水準であった。

・多文化共生や障がい者への理解を深めるための学習など、多様な講座を設ける

ことで、地域、社会の担い手となる人材を養成することができた。

【改善点】

・「こ・こ・に」講座受講者のうち、シチズンシップが身に付いた人の割合は多いも

のの、修了生の活動や活躍への結びつきが不明瞭であるため、修了生の活動、活

躍及びチャレンジを下支えするなど支援が必要である。

【評価点】

・デジタル環境の整備においては、８台のモバイルWi-Fiルーターを新たに整備し、

整備台数を拡大できたことが、利用回数の増加につながった。

・Reまなびシンポジウムでは、「大人の学び直し」（リカレント教育やリスキリング）

について考える機会とし、学ぶことの大切さの意識醸成や啓発ができた。

・施設の耐震化及び長寿命化のため、船越生涯学習交流館の建て替え及び藁科

生涯学習センターの大規模改修を実施でき、多くの市民に活動の場を提供でき

た。

【改善点】

・生涯学習活動の相談件数が目標値に達しなかったものの、生涯学習施設利用者

数が増加していることから、相談や支援等を経ず、自発的に生涯学習に取り組む

市民が増えていると考えられる。今後も多くの市民が活動しやすいようニーズに

合わせた多様な支援の充実を図る必要がある。

【リーディングプロジェクト②】 シン「こ・こ・に」プロジェクト

※PICK UP 項目 静岡シチズンカレッジこ・こ・に推進事業

・「こ・こ・に」講座は令和５年度より、地域チャレンジ学部と

キャリアチャレンジ学部に再編し、31の講座を開講できた。

修了者数も全体で540人の目標に対し、582人（令和４

年度は508人）に達し、アンケート結果も良好であったこ

とから、総合的にみて地域や社会のために行動したいとい

う高い意識を持った人材を養成することができたと考え

る。社会情勢の変化に伴い、地域や社会に求められる人材

も変化するため、これからの社会に求められる人材を養成

するため、「こ・こ・に」を通じ、まちづくりを担う人づくりに

取り組んでいく。

【リーディングプロジェクト③】 生涯学習DXプロジェクト

※PICK UP 項目 生涯学習施設デジタル化推進事業

・モバイルWi-Fiルーターの設置によるデジタル学習環境

整備は令和４年度途中から実施している。令和５年度につ

いても引き続き整備を進めたことで、主催講座での使用

及び貸館での貸し出し回数を併せた延べ利用回数におい

て、目標値の150回を上回る18３回（令和４年度は128

回）の利用があった。今後も整備する施設や整備台数が増

えることで、オンラインを使った生涯学習ニーズが高まっ

ていくと思われるため、引き続き整備を進めていく。
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令和５年度推進計画　事務事業評価 資料１－２

【参考】
期待以上 達成できた やや達成できた 達成できなかった 未実施

S
（105％以上）

A
（104～90％）

B
（89％～70％）

C
（70％未満）

D
（コロナ等）

①現代的課題に関する学習機会の提供 21 1 18 1 0 1

②青少年期に学びの基礎を身に付けるための学
習機会の提供 8 2 5 1 0 0

③仕事や就職に関する学習機会の提供 3 1 1 1 0 0

①学びとしてのスポーツに関わる学習機会の提
供 14 1 11 1 1 0

②文化・芸術・趣味に関する学習機会の提供 5 1 4 0 0 0

③健康に関する学習機会の提供 9 3 5 0 0 1

①生涯学習施設等の学ぶ場所の提供（貸館・展
示等） 27 4 21 2 0 0

②展示等による鑑賞・学習機会の提供 14 3 9 2 0 0

小計 101 16 74 8 1 2 90.9% A 15.8%

①シチズンシップに富んだ人材の養成 33 4 22 6 0 1

②地域経済を担う人材の養成 10 1 9 0 0 0

①対話を通じた学びや地域・社会活動の促進 2 0 2 0 0 0

②学びをきっかけにした地域交流の活性化 2 0 1 1 0 0

①人材活用の場の提供 2 0 2 0 0 0

②自発的な地域・社会活動の支援 3 0 2 1 0 0

③学びを活かして活動する場所の提供 6 2 4 0 0 0

小計 58 7 42 8 0 1 86.0% A 12.1%

①生涯学習施設等の整備・維持・管理 38 5 31 2 0 0

②生涯学習施設等の使いやすさの向上 1 0 1 0 0 0

①生涯学習施設等のデジタル環境の整備 1 1 0 0 0 0

②生涯学習施設等の予約システムの管理・運用 2 0 2 0 0 0

①学ぶことの大切さの啓発 1 0 1 0 0 0

②学習情報などの効果的な発信 1 0 1 0 0 0

（４）学習・活動相談体制の整備 ①学習相談・活動相談の充実 1 0 0 1 0 0 0% C 0%

①行政・企業・高等教育機関・NPO等との連携 1 0 1 0 0 0

②市における推進体制の充実 3 0 3 0 0 0

小計 49 6 40 3 0 0 93.9% A 12.2%

合計 208 29 156 19 1 3 90.2% A 13.9%

0%

（２）生涯学習施設等のデジタル環境
の整備 100% A 33.3%

（３）生涯学習に関する啓発や情報発
信 100% A 0%

（５）生涯学習推進体制の充実 100% A

３
　

「
学
ぶ

」
「
活
か
す

」
の
循
環
を
支
え
る
基
盤
の
充
実

（１）学びやすい生涯学習施設等の整
備 94.9% A 12.8%

18.2%

（２）対話や地域交流の促進 75.0% B 0%

（３）市民の自発的な地域・社会活動
の促進 90.9% A

２
　
学
び
を
地
域
や
社
会
に
活
か
す
た
め
の
支
援
の
充
実

（１）地域や社会を担う人材の養成 85.7% A 11.6%

（２）暮らしを豊かにする学習機会の
提供 92.6% A 17.9%

（３）市民の自発的な学習の促進 90.2% A 17.1%

１
　
誰
も
が
気
軽
に
学
び

、
互
い
に
学
び
合
え
る
機
会
の
充
実

（１）変化の激しい社会で生き抜くた
めの学習機会の提供 90.3% A 12.5%

登載
事業数

A評価以上の割合
（未実施を評価対象

から除く）

A:80％以上達成
B：50～79％達成
C:50％未満

S評価の割合

推
進
目
標

施策の方向性
（大施策）

施策の取組み
（小施策）

R５年度の取組予定を基準値とした達成状況 進捗評価（施策ごと）

No.11のユニバーサルデザイン出前講座を新規事業として実施した。小学生を対象とし

た事業であるものの、小学生へのユニバーサルデザインに対する意識を醸成できたこ

とで、多世代にもユニバーサルデザインに関する意識が波及している。

No.137のヘルシー食deブランディング飲食関係者向け専門講座については、初年度

ながら仕事や就職活動に活かせると回答した市民の割合が100%となり、食を通じて

社会課題の解決をする人材の発掘と養成をすることができた。

No.198の生涯学習施設の運用改善事業では、藁科生涯学習センターへの自由利用ス

ペースの設置及び利用に係る制度の見直しとして、早期優先利用制度を施行したこと

で、利便性向上につながった。

大施策ごとの具体的事例

各事業の評価は、静岡市自治基本条例第24条に規定された事務事業評価をまとめた事務事業総点検に基づきS～Cの４段階で評価した。事務事業総点検に記載ない事業は別途評価した。未実施の事業はD評価とした。総合評価、施策の柱及び大施策ごとの評価は各事業の評価のうちA評価以上の割合

に応じてA～Cの３段階で評価した。（A評価以上の割合が80%以上→A、50%以上→B、49%以下→C）

No.39の障害者スポーツ教室では、障がいのある方が新しいことへのチャレンジをす

る機会と社会参加を促進すことができた。また、障がいのない方との交流を通じて障

がいや障がいのある方への理解を促進することができた。

No.97の駿府匠宿運営事業では、創作体験施設の利用者数及びその満足度において

目標を上回る成果を上げた。工芸品等の展示や創作体験をとおして、工芸に親しみを

持って学ぶ機会を提供できた。

参加者数等を目標値とした３事業すべてで目標値に達しなかった。特にNo.１４７の生

涯学習センター・交流館まつりの開催は、生涯学習団体の学習成果を地域・社会に波及

させる場でもあるので、より多くの方に参加いただけるような取り組みが必要である。

No.149の民間教育力活用事業の実施については、地域人材を活用し、地域での活動

の場づくりを行い、子どもたちの体験的な学習や問題解決的な学習を充実させた。

No.200の生涯学習施設予約システムのDX化推進では、令和７年度４月の利用申請

分からの新システム利用開始に向けて準備を進めた。新システムが稼働するとキャッ

シュレス決済ができるようになり、利用者の利便性が向上する。

No.204の生涯学習施設における学習相談他の実施については、相談件数が目標値に

達しなかったが、生涯学習施設利用者が増加していることから、相談や支援等を経ず、

自発的に生涯学習に取り組む市民が増えているとも考えられる。

No.202のReまなびシンポジウムを新規事業として初めて開催した。大人の学び直し

の重要性への理解促進と学習機会を提供することができた。

No.205の大学連携事業及び、No.206こ・こ・に推進事業を通じて、市内６大学及び

市関係各課との良好な連携が取れ、充実した生涯学習推進体制が構築できた。

※評価方法



第３次静岡市生涯学習推進大綱　前期推進計画期間　令和５年度登載事業一覧 資料１－３
照会時の提案事業

R4 R3 R2

1 1 (1) ①
生涯学習事業
（現代的課題）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

政治、経済、情報リテラシー、
環境問題、防災、交通安全等を
扱った講座の実施（b､c､f､h）

講座回数
各３回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
全ての施
設で達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 91.9% 91.4% 90.7% 93.4%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

90.4% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、市民に政治、
経済、情報リテラ
シー、環境問題、防
災、交通安全等に関
する学習機会の提供
ができている。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

2 1 (1) ① 社会教育事業

生
涯
学
習
推
進
課

社会教育事業
市

（直営・
委託）

高齢者、子どもの保護
者、女性を対象に、それ
ぞれの現代的課題に対す
る学習ニーズに応える。

①高齢者学級の開催
②家庭教育学級の開催
③女性学級の開催

①高齢者学級の学級数
②家庭教育学級の学級数
③女性学級の学級数

①37学
級
②28学
級
③25学
級

①36学級
②28学級
③25学級

25,789 24,877
①延べ参加者数
②受講生満足度

①
21,611
人
②
92.4%

①
21,611
人
②
92.4%

①
20,285
人
②
92.0%

①
11,767
人
②
91.3%

①直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した
②直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した。

①
22,262
人
②
92.7％

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を達成し、そ
れぞれの対象者の学
習ニーズに応えるこ
とができた。

社会情勢の変化に伴い、
対象者の学習ニーズも変
化するため、ニーズに合
わせた講座実施に取り組
んでいく。

3 1 (1) ①
市民の情報リテラ
シー向上事業

D
X
推
進
課

情報リテラ
シー能力向上
支援業務

市
（委託）

市内の高齢者向けに情報
リテラシーの向上支援を
実施することにより、デ
ジタルデバイドの解消を
図る。

生涯学習施設等を会場として、
高齢者が情報通信機器を利活用
する体験型講座やアフターフォ
ローを実施

①契約事務
②事業の体制づくり
③講座の実施

①実施
②実施
③30回

①実施
②実施
③32回

2,964 2,670
受講後アンケートにお
ける講座満足度

80.0% 77.2% 83.6% －

講座を通じて情報通信機器
の利活用に興味を持つこと
を成果と位置付け、受講後
アンケートにおける講座満
足度の割合を目標値として
設定した。

96.2% S A

過去のアンケートの
分析により講座内容
を変更したところ、
満足度が目標値を大
きく上回った一方、
受講者数が前年度と
比べ20％程度減少
し、限定的な事業と
なったため、Ａ評価
とする。

デジタルが苦手な方への
講座は、国や民間等の取
組が多く開催されている
ことから、今後は、講座
の開催から地域で教え合
える共助の仕組みづくり
に事業内容の方向性を変
更する。

4 1 (1) ①

オクシズの森林整
備事業費（オクシ
ズの森林体感！事
業）

中
山
間
地
振
興
課

オクシズの森
林整備事業費
（オクシズの
森林体感！事
業）

市
（委託）

市民に森林及び林業の役
割を啓発するとともに、
市民の健全な余暇の利用
に供する。

森林教室委託業務（森林教室、
昆虫教室、林業体験教室、井川
しいたけ教室、きのこ祭り、出
張林業教室）

森林教室等委託件数 ６件 ６件 6,800 3,412
森林教室等参加者満足
度 93% 93% 95% 93%

直近3か年平均を目標値と
して設定した。

99.1% A A

ほぼすべての参加者
から「満足」との回
答が得られたため、
Ａ評価とした。

参加者の満足度が高く、
期待どおりの普及啓発の
効果が得られていること
から事業を継続してい
く。
また、参加者の募集につ
いて、Ｗｅｂ申込を取り
入れるなど方法を見直す
ことで、事務負担を軽減
し効率的な事業実施を図
る。

5 1 (1) ①
環境学習会の開催
支援、実施

環
境
共
生
課

環境教育推進
事業

市
（直営・
委託）

環境保全のために自ら行
動する人を育み、持続可
能な社会の実現に向けて
地域、学校、団体、行政
などが相互に連携し、協
働による環境学習の推進
を図る。

①環境学習推進のための指導員
の活用
②自然観察会等への参加機会の
創出

①環境学習指導員の派遣
②各種環境学習会の開催

①220人
②80回

①198人
②73回

6,254 4,754
環境学習会等への参加
者数

3,500人 2,830人 1,970人 1,741人
コロナウイルス感染症拡大
前の参加者数を設定した。

3,229人 A A

新型コロナウイルス
感染症が５類感染症
に移行し、計画どお
り事業を実施したた
め、参加者が増加し
た。

関係機関と協議し、事業
内容の見直しや新規事業
を実施するなど参加者の
増加を図っていく。

6 1 (1) ① シニアの活躍支援

地
域
包
括
ケ
ア
・
誰
も
が

活
躍
推
進
本
部

高齢者就労促
進事業

補助等
（交付
先）

人生100年時代と言われ
る中、多くの元気な高齢
者が、健康長寿で地域や
経済において活躍できる
環境を整備し、「健康長
寿のまち」の実現を目指
す。

①マッチング支援
②重点分野雇用創出

①支援企業数
②窓口相談件数
③出張相談会参加者数

①120社
②900件
③75人

①138社
②1,516
件
③96人

15,500 15,500

①高齢求職者の雇用・
就業数
②シルバー人材セン
ター新規会員登録数
③窓口による事業利用
満足度
④公式LINE新規登録者
数

①280
人
②60人
③90％
④100
人

①308人
②105人
③99％
④345人

①123人
②60人
③99％

④-

①183人
②83人
③99％

④-

①前年度までの実績及び新
モデル事業によるボラン
ティア等参加者数等を含め
て設定
②月2～3人の登録を目指
して設定
③前年度までの実績を勘案
して設定
④月８～10人の登録を目指
して設定

①
592人
②
111人
③
100％
④
380人

①
Ｓ
②
Ｓ
③
Ｓ
④
Ｓ

S

令和４年８月から厚
労省モデル事業「生
涯現役地域づくり環
境整備事業」を受託
し、企業訪問、普及
啓発の取組を進め、
その結果、目標値を
超える実績を上げる
ことができたため。

引き続き、シニア向け就
労サポート窓口「NEXT
ワークしずおか」を中心
に、生涯現役地域づくり
環境整備事業」を実施し
ていく。

7 1 (1) ① 人権啓発事業

男
女
共
同
参
画
・
人

権
政
策
課

人権啓発事業
市

（直営・
委託）

人権の大切さ、人権尊重
の理念を地域社会に広く
浸透させる。

①人権啓発講演会
②人権教育事業
③スポーツ組織との連携事業

①講演会の運営
②市内こども園等へ訪問
③各種イベントの運営

①実施
②４園
③３回

①実施
②6園
③３回

4,610 3,089

人権サッカー教室、人
権フェスティバル、人
権啓発講演会における
人権について理解が深
まった人の割合

96% 97% 96% 96%
過去３年の平均値を勘案
し、平均値以上を目標とし
て設定した。

97% A A

啓発活動を実施する
ことで市民の人権に
対する理解を深める
ことができた。

引き続き様々な啓発活動
を通じ、ふだん「人権」
になじみのない層に向け
てアプローチしていく。

8 1 (1) ①
生物多様性に係る
学習会の実施

環
境
共
生
課

生物多様性地
域戦略事業

市
（直営・
委託）

2050年の静岡市の姿を
「生きものとの共生によ
る、健康で豊かな暮らし
を次世代に受け継いでい
く社会」とし、2030年
までに「社会・自然の変
化に対応した生物多様性
への理解・協働推進によ
る保全・再生の拡大」を
図る。

①生物多様性地域戦略推進体制
の構築
②外来種の適正管理事業

①リーディングプロジェクト
の進捗管理実施
②出前講座の実施

①21事
業
②４回

①21事業
②８回

2,438 2,102

生物多様性の概念及び
保全活動の注目度（環
境情報発信サイト「し
ぜんたんけんてちょ
う」閲覧数）

57,500
件

55,523
件

53,257
件

39,738
件

市民の外来生物に対する興
味・関心が高まっているこ
とや令和３年度に行った
トップページ改修を踏ま
え、前年度実績値３％増の
57,500件を目標値として
設定した。

81,466
件

S A

環境に関するイベン
ト情報を積極的に発
信し、コンテンツの
充実が図られ目標を
達成することができ
た。

閲覧数は増加しているも
のの、令和４年度のシス
テム改修により追加され
た機能「活動レポート」
（外部からの投稿フォー
ム）件数が少ないため、
イベント情報発信と合わ
せ、活動状況を投稿して
もらうよう周知を行って
いく。

9 1 (1) ① 点字講習会

障
害
福
祉
企
画
課

点字講習会事
業

市
（委託）

視覚障がい者を支える点
訳ボランティアを養成す
る。

初心者向けの点字講習会を実施 点字講習会の開催 実施 実施 198 196 受講者数 31人 35人 ９人 28人

新型コロナによる受講者減
少の影響を受けたR3年度
以外のR1（28人）、
R2、R4の３年の受講者数
の平均値を目標値として設
定した。

25人 Ｂ B

点字講習会開催事務
を適正に実施。講習
会の開催等を実施し
たものの参加人数が
目標値を上回ること
ができなかったた
め。

今後、参加者の人数が安
定していくよう、適切な
開催事務や周知等に努め
る。

　①現代的課題に関する学習機会の提供

１　誰もが気軽に学び、互いに学び合える機会の充実

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

（１）変化の激しい社会で生き抜くための学習機会の提供

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

1



照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

10 1 (1) ① 防災教育事業

危
機
管
理
課

市民意識の向
上

市
（直営）

災害時における市民の的
確な判断力や防災知識・
技術の向上を図るため、
防災意識の高揚及び啓発
事業を実施

市政出前講座等による防災研修
の実施、「わたしの避難計画」
等による啓発

出前講座 等開催数 150回 166回 1,084 350 出前講座等参加者数 8,478人 7,504人 9,833人 8,095人
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した

8,227人 A A

おおむね目標どおり
出前講座等を実施す
ることができたた
め。

引き続き、出前講座等を
実施することで防災意識
の向上が図られるよう取
り組んでいく。また、よ
り多くの方が受講できる
よう、内容や方法を工夫
していく。

11 1 (1) ①
ユニバーサルデザ
イン出前講座

景
観
ま
ち
づ
く
り
課

事務事業総点
検上の業務の
一部

市
（直営）

小中学校（教職員を含
む）を対象に、ユニバー
サルデザインを楽しみな
がら学ぶ機会をつくり、
その体験を通して、ユニ
バーサルデザインへの興
味を高め、様々な人を思
いやる気持ちを育てるた
め。

小中学校（教職員を含む）を対
象とした出前講座の開催

講座受講者数

講座受講
者：
1,800人

算定根
拠：
R2～R5
年度の受
講者数平
均値

1,763人 105 1
教員からみた、UDに対
する生徒の理解度

4 — — —

出前講座実施後に行う教員
向けアンケート項目の４”
出前講座を受講した児童の
UD理解度”における評価
を、A→５、B→４、C→
３、D→２、E→１とし、
全教員の評価平均を目標値
とする。

4.75 A A

教員にアンケートを
行ったところ、教員
からみた、UDに対
する生徒の理解度
が、目標値の4を上
回る4.75という実績
値となったため。

令和６年度の機構改正に
伴う業務内容の精査に伴
い、UDに関する事業は
業務規模を縮小した後、
他部署へ移管する予定の
ため、UDのノウハウを
残しつつ、スムーズな引
継ぎができるような配慮
が必要だと考えられる。

12 1 (1) ①
井川の自然や文化
とふれあう体験活
動の実施

教
育
総
務
課

南アルプスユ
ネスコエコ
パーク井川自
然の家指導等
事業

市
（直営）

南アルプスユネスコエコ
パークの教育拠点とし
て、青少年や市民に対
し、自然とふれあう機会
を提供する。

南アルプスユネスコエコパーク
井川自然の家主催事業の実施

①主催事業実施回数
②主催事業応募率（全応募数
／全定員数）

①23回
②100％

①２３回
②９９％

3,934 3,376 ①参加者の満足度 ①99% ①99% ①99% ①100%

①直近３か年の満足度の最
低値である９９％を最低予
想値として算出し、目標値
として設定した。

100% A A

主催事業をねらい通
りに実施し、参加者
の満足度が１００％
であったため。

応募率の高い主催事業の
募集定員の拡充や複数回
実施などを検討してい
く。

13 1 (1) ①
国際理解に関する
講座

国
際
交
流
課

多文化共生人
材育成事業

市
（直営）

本市の国際化・多文化共
生を推進するため、国際
交流員等を派遣し国際感
覚豊かな市民や次世代を
担う人材の育成を図る。

英語・中国語・フランス語国際
交流員（ＣＩＲ)を派遣し、こど
も園等を対象とした国際理解講
座や市政出前講座の開催

国際理解講座、市政出前講座
の派遣回数

90回 114回 7 0
国際理解講座の受講者
満足度

100% 100% 100% 100%
受講者アンケートの直近３
か年の実績値を維持するこ
とを目標として設定した。

100% A A

受講生（主に子ど
も）が興味を持つ内
容を講座に取り入れ
ることで、高い満足
度につなげることが
できた。

引き続き受講生が興味を
持つ内容を取り入れた講
座を続けていく。

14 1 (1) ① 在宅医療出前講座

地
域
包
括
ケ
ア
・
誰
も

が
活
躍
推
進
本
部

在宅医療・介
護連携推進事
業

市
（直営）

在宅医療・介護の連携を
推進する。

市民啓発のための講演会、出前
講座の開催

在宅医療出前講座の実施 実施 実施 6,303 1,702

在宅医療出前講座で在
宅医療サービスについ
て理解できた受講者の
割合

95% 100% 90.5% 92.9%

在宅医療出前講座を受講し
た市民がアンケートで「専
門職が提供できるサービス
やケアの内容について理解
できましたか」の問いに
「理解できた」「ある程度
理解できた」と回答するこ
とを、過去３年間の平均値
を踏まえ目標値として設定
した。

94.1% A A

講師へ事前に説明会
を実施したことによ
り、受講者の理解度
向上に繋がり、目標
を概ね達成すること
ができた。

引き続き、研修や講座等
を実施し、受講者の在宅
医療や在宅介護における
理解の促進を目指す。

15 1 (1) ①
治水交流資料館講
座の開催

河
川
課

治水交流資料
館講座の開催

市
治水・防災意識の向上を
図る。

河川の歴史や地形などをテーマ
にした講座の開催

講座の開催回数 ４回実施 ４回実施 60 42 講座参加者の満足度 90.0% 73.9% 92.8% 100%
直近３年間の平均値をもと
に算出した。

84.9% A A
計画どおりの実施が
でき、進捗評価がA
を達成できたため。

来館者の増加につながる
よう、新しい内容を取り
入れ実施する。

16 1 (1) ① 消費者教育の実施

生
活
安
全
安
心
課

消費者保護啓
発事業

市
（直営・
委託）

消費者が安全で安心して
暮らせるとともに、正し
い知識に基づく的確な判
断により消費行動をとる
ことができる社会の実現
を図る。

①消費生活相談の受付
②消費者被害防止などの啓発講
座
③消費生活関連の情報収集・提
供

①消費生活相談の実施
②学校や地域における主催講
座や出前講座の開催
③SNSによる市民への注意喚
起情報の提供

①100％
②36回
③24回

①100％
②67回
③25回

9,045 6,097

①消費生活相談窓口と
しての消費生活セン
ターの認知度

②契約に関する正しい
知識の定着度

③エシカル消費に関心
を持ち、行動を実践し
ている市民の割合

①
50.1％

②
32.7％

③
48.0％

①
47.1％

②
31.9％

③
46.3％

－ －

消費生活条例に基づく第３
次静岡市消費生活基本計画
が令和５年度よりスタート
し、当該計画に係る活動指
標及び成果指標に掲げた令
和12年度目標値を達成す
るため、事前に実施した令
和４年度市民アンケート結
果の数値を基準値とし、令
和５年度目標値を設定し
た。
（例①：R12目標値
70%、R8中間目標値
59%、59%－基準値
47.1%／4年間＝2.975
47.1%＋2.975%≒
50.1%）

①
51.4％
②
32.6％
③
63.8％

Ａ A

講座や情報発信を目
標以上に行えたこと
で、多くの市民の消
費生活に関する関心
を高めることがで
き、指標①・③で目
標を達成、②につい
てもおおむね達成と
いう結果を出すこと
ができた。
また、消費生活セン
ターに寄せられる相
談については、専門
の相談員（消費生活
相談員）による的確
な助言・あっせんを
実施することができ
た。
以上によりA評価と
する。

消費者トラブルの発生状
況を踏まえると、セン
ターの認知度や契約に関
する知識の定着率につい
ては、さらに高める必要
がある。また、エシカル
消費については現在の数
値を維持する必要がある
ことから、引き続きＳＮ
Ｓや講座などを通じて市
民に消費者教育を行って
いく。
消費生活相談について
は、適切に対応は出来て
いるが、相談内容は
日々、複雑・多様化が進
んでいるため、消費生活
相談員のさらなるスキル
アップによる対応力の向
上を図っていく。

17 1 (1) ①
障がいの理解・啓
発促進事業

障
害
福
祉
企
画
課

心のバリアフ
リーイベント

市・補助
等

（直営・
交付先）

障がいや障がいのある人
についての理解を深め、
障がいのある人の社会参
加の促進を図る。

①障がいに対する理解を深める
イベントの実施
②障害者週間（12/３～９）に
おける啓発活動の実施

①実行委員会開催
②イベント開催

①２回
②１回

①３回
②中止

1,900 944

①イベント実施回数
②イベント来場者への
アンケート回答で、共
生社会への理解が深
まった人の割合

①１回
②80
パーセン
ト

悪天候によ
り中止

新型コロナ
ウイルス感
染症拡大防
止のため中

止

新型コロ
ナウイル
ス感染症
拡大防止
のため中
止

①、②「障がい者共生のま
ちづくり計画」を踏まえ、
共生社会についての理解を
深めるイベントとすること
を目標とした。

悪天候に
よりイベ
ント中止

‐ D

当日の悪天によりイ
ベントを実施できな
かったため。なお、
障害者週間における
啓発活動は実施し
た。

新型コロナウイルス感染
症の拡大防止や悪天によ
り令和元年から開催が見
送られているが、イベン
トから人が離れて社会参
加の場を失うことがない
ように、継続して取り組
んでいく必要がある。

18 1 (1) ①

食の安全・安心リ
スクコミュニケー
ション、食の安全
教室の実施

食
品
衛
生
課

食の安全対策
推進事業

市
（直営）

「食の安全確保」および
「食の安心の提供」を図
る。

食の安全・安心アクションプラ
ンに基づいた業務を実施

リスク・コミュニケーション
の申請に対する実施率(マタニ
ティー・市政出前講座等）

100% 100% 1,202 891
アンケートにおける理
解度

90％以
上

100% 98.4% 100%

講習会参加者にアンケート
を実施し、理解度90％以
上を目標値としてと設定し
た。(理解度については、
実際の参加メンバーによる
差が大きいため、理解度が
90％以上とした。)

100% Ａ A

講座の内容は、行政
の立場から市民に特
に伝えたいものであ
り、それに対して十
分な理解を得られる
ことができた。

講習会の内容の充実を検
討する。マタニティ教室
では、ロゴフォームを活
用したクイズや質問受付
を行い、その解説を動画
配信するなど、相互にコ
ミュニケーションを取れ
るように実施していく。

19 1 (1) ① 動物愛護の促進

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

動物愛護館運
営経費（経
常）

市
（委託）

指定管理者制度の導入に
より、適正かつ合理的な
運営を行い、動物の理想
の飼育管理、動物愛護精
神の普及を図る。

①指定管理関係事務（協定締
結、年度評価等）
②活動状況の把握
③愛護館の修繕及び備品購入

①広報掲載による周知
②毎朝のミーティングの実施
③利用者やＨＰへの周知

①広報掲
載回数
８回
②100％
③実施

①広報掲
載回数
８回
②100％
③実施

10,113 9,933

①来館者数
②イベント・講座開催
回数
③子猫の譲渡数

①
10,990
人
②14回
③58頭

①
10,993
人
②14回
③57頭

①8,946
人
②13回
③55頭

①8,471
人
②13回
③61頭

①コロナ禍から回復した令
和４年度の人数を目標値に
設定した。
②指定管理仕様書記載事項
を設定した。
③過去３年間の平均で58
頭に設定した。

①
14,856
人
②13回
③42頭

①Ｓ
②Ａ
③Ｂ

A

イベント・講座開催
回数はほぼ目標どお
りで子猫の譲渡数は
目標を下回った。し
かし、来館者数は中
学生の体験学習の参
加者の増加等もあり
目標を大幅に上回
り、動物愛護精神の
向上を図ることがで
きた。

今後も来館者数を増やす
ためには、利用者ニーズ
を的確に把握することが
重要であるため、アン
ケート調査を積極的に実
施し、その結果をもとに
魅力的なイベント・講座
を企画、実施していく。

2



照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

20 1 (1) ①
料理教室等による
食育推進

中
央
卸
売
市
場

事務事業総点
検上の業務の
一部

市
（直営・
委託）

市場を経由する食材を使
用した料理教室を実施す
ることで、市場の食に関
する情報発信機能を強化
し、市民の食育の強化と
市場の活性化を図る。

市場関係者との企画協議による
料理教室の開催。

実施回数 10回 10回 5 5 参加者数 120人 117人 0人 0人 1回12人×10回＝120人 141人 S A

活動指標は目標通
り、成果指標は目標
参加者120人に対し
て21人上回る141
人を達成。年度途中
で講座の内容の見直
しを行い、参加人数
上限を12人から16
人へ増やした。

・参加者が引き続き申込
してくれるように企画を
考える。
・アンケートに書かれる
市民の要望に応えてい
く。

21 1 (1) ①
資源循環啓発施設
運営事業

ご
み
減
量
推
進
課

資源循環啓発
施設運営事業

市
（直営・
委託）

市民のごみの減量化と資
源化に関する意識向上を
図る。

資源循環啓発施設の運営
①児童向け環境学習の開催回
数②一般向け環境学習の開催
回数

①100回
②20回

①161回
②22回

60,182 60,181 環境学習の理解度 100% 96％ 96％ 96％

環境学習は、環境に係る現
状・課題・知識・考え方に
ついて啓発するために実践
しており、受講者全員が理
解することを目指すため
100％を目標値に設定し
た。

95% Ａ A

講座の内容、実施手
順等について関係者
で確認するなどした
結果、理解度は95%
と高い成果があった
ため。

小学生のみでなく、こど
も園などの未就学児から
高齢者まで、幅広い年齢
層を対象とした環境学習
の拡充を図っていく。ま
た、理解度の低い項目は
さらにわかりやすい資料
の作成に努める。

22 1 (1) ②
生涯学習事業
（青少年期）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

自然科学、自然体験、子育て、
読み聞かせ等を扱った講座の実
施（e,i）

講座回数
各２回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
全ての施
設で達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 96.4% 96.4% 95.7% 96.1%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

95.2% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、市民に自然科
学、自然体験、子育
て、読み聞かせ等に
関する学習機会の提
供ができている。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

23 1 (1) ②
学校教育における
救命講習

救
急
課

応急手当普及
啓発促進

市
（直営・
委託）

バイスタンダーによる心
肺蘇生率の向上

市民及び学校教育による救命講
習受講の促進

①救命講習の計画的な開催
②学校教育授業内で救命講習
を実施

①実施
②実施

①実施
②実施

4,105 4,105
救命講習受講者数（延
人数）

２万人
1万8千
人

1万4千
人

３千人

学校教育内で１万人、それ
以外の救命講習で１万人、
計２万人以上の受講者数を
目標設定した。

2万4千
人

S S

救命講習は学校教育
内で12,438人、そ
れ以外で11,752
人、合計24,190人
が受講しており、コ
ロナ渦が明けて年間
を通しての受講者数
が安定したため目標
値を上回った。

次年度も今年度同様の救
命講習実施者数の目標設
定を掲げ、更なる応急手
当の普及啓発に努める。

24 1 (1) ②
高校生向けキャリ
ア形成支援事業

商
業
労
政
課

地元就職・
UIJターン就
職促進事業

市
（委託）

市内企業の情報が行き届
いていない若者に対する
課題解決策として、若者
に対する支援体制の強化
を図ることを目的として
市内企業への就労を促進
する。

高校生向けキャリア形成支援事
業

ワークショップ等、キャリア
形成支援プログラムの実施

10校 15校 13,084 12,898
本事業が進路決定の参
考になった割合

97.0% 97.8% 97.8% 97.5%

事業対象者に対して過去３
年と同程度の意識改革が行
えるよう、過去３年の平均
値を参考として、目標値を
設定した。

97.7% A A
目標値どおりの実績
であったため。

引き続き、早期からの若
者のキャリア形成に取り
組むとともに、しずまっ
ち等を活用しながら、若
者と企業が相互交流でき
る機会を創出し、市内企
業への関心を高められる
よう努める。

25 1 (1) ② 少年教室事業

青
少
年
育
成
課

少年教室運営
委員会補助金

補助等
（交付
先）

子ども達に異年齢集団に
おける自然体験活動や地
域活動の機会を提供し、
豊かな人間性・社会性を
育み、地域や少年団体の
リーダーとして養成す
る。

①各地区少年教室運営委員会へ
の補助金交付
②いかだまつり実行委員会への
補助金交付

①補助金の交付事務
②補助対象事業の実施に係る
指導・助言

事務処理
の円滑な
実施

実施 1,871 861 少年教室の登録者数 117人 117人 93人 102人

新型コロナウイルス感染症
の影響で活動を休止した教
室があったが、活動が再開
できることを見込み、直近
３か年の最大値を目標値と
して設定した。

99人 Ｂ B

新型コロナウイルス
感染症が落ち着き、
活動を継続する地区
もあったが、参加者
が集まらず開講でき
ない地区も多く、目
標達成に至らなかっ
たため。

習い事等により参加する
子どもが集まらなくなっ
ている現状や、役員の人
手不足等により、48地区
中４地区のみの開講とな
り開講しない地区が増え
ていることから令和５年
度末をもって廃止とし
た。

26 1 (1) ②
心の輪を広げる障
害者理解促進事業

障
害
福
祉
企
画
課

心の輪を広げ
る障害者理解
促進事業

市
（直営）

障がいの有無に関わら
ず、誰もが相互に人格と
個性を尊重し支えあう共
生社会を目指し、障がい
や障がいのある人に対す
る理解と認識を深める。

①「心の輪を広げる体験作文」
及び「障害者週間のポスター」
の公募
②各部門で最も優れた１作品を
静岡市の推薦作品として内閣府
に送付
③入賞作品を市として表彰
④静岡市入賞作品の展示

①作品募集
②作品審査及び優秀作品の選
定
③入賞作品の表彰
④入賞作品を各区にて展示

①実施
②実施
③表彰式
開催
④実施

①実施
②実施
③開催
④実施

16 13 合計応募作品数 16作品 24作品 12作品 14作品

小中学校の夏季休暇の課題
に選ばれるかどうかによっ
て、応募数の増減が大き
く、年々応募数が減少して
いる。過去３年間の平均程
度を目標とし、課題に選出
されるような工夫を検討す
る。

32作品 Ｓ S

予定どおり事業を実
施し、応募作品数も
大きく上回ることが
できたため。

障がいや障がいのある人
に対する理解と認識を深
めるため、引き続き事業
を継続するとともに応募
者数増加につながる募集
の周知方法について検討
していく。

27 1 (1) ②
南アルプス高山植
物保護セミナー

環
境
共
生
課

南アルプスユ
ネスコエコ
パーク管理運
営計画推進事
業

市
（直営・
委託）

平成27年３月に策定し
た南アルプスユネスコエ
コパーク管理運営計画
（静岡市域版）に基づ
き、①自然環境の保全、
②調査と教育、③地域の
持続的な発展を図るため
の事業を推進する。

①自然環境の保全（高山植物、
ライチョウ保護事業等）
②調査と教育（南アルプス環境
調査等）
③地域の持続的な発展（普及啓
発、情報発信等）

①防鹿柵の設置・維持管理
②高山植物保護セミナー開催
③ライチョウサポーター向け
研修会開催
④南アルプス動植物環境調査
⑤普及啓発展示等の実施回数

①３か所
②１回
③１回
④１回
⑤10回

①３か所
②１回
③１回
④１回
⑤13回

26,917 26,715
公式インスタグラム
フォロワー数

1,200人
1,083
人

500
人

-

令和10年度の目標値
2,000人に向け、若者や
子育て世帯への情報発信等
を強化することで毎年度、
おおむね10％の増加を見
込み、目標値として設定し
た。

1,424人 A A

継続した調査・研究
に加え、南アルプス
エコパークに関する
普及啓発や情報発信
を積極的に行った結
果、アウトカム指標
及びアウトプット指
標ともに目標を上回
ることができた。

南アルプスユネスコエコ
パークの保全と利活用の
好循環を生み出す仕組み
を構築するため、地域と
人・企業のマッチング機
会を創出していく。

28 1 (1) ②
水素科学教室の開
催

環
境
創
造
課

水素タウン促
進事業

市
（直営・
委託）

地球温暖化対策や防災対
策、産業振興の観点か
ら、地域特性を踏まえ水
素エネルギーを利活用し
たまちづくり「静岡型水
素タウン」の実現に向け
た取組を促進する。

る・く・ると連携した子ども向
けの普及啓発

水素をテーマとしたる・く・
るテーブルサイエンスの実施

9回 9回 453 453

イベント来場者におけ
る水素を活用したまち
づくりを必要と思う市
民の割合

93.0% 91.1% 94.5% 94.4%
直近３か年の平均により算
出した

92.6% A A
普及啓発活動を積極
的に実施し、目標を
達成したため。

テーブルサイエンスにつ
いては、令和５年度で終
了するため、新たな普及
啓発活動に取り組んでい
く必要がある。今後は、
当該事業で作成した環境
教育プログラムを、教育
委員会と連携を図りなが
ら、より多くの児童・生
徒に訴求していく。

29 1 (1) ②
青少年国際親善交
流事業

青
少
年
育
成
課

青少年国際親
善交流費

市
（直営）

青少年に国際交流の機会
を提供することで、外国
人との相互理解と友好を
深め、広い国際的視野と
国際協調の精神を養う。

海外で働いたり旅をした経験の
ある日本人講師を招き体験談を
聞くことで、中高校生に世界に
目を向け生き方を考える機会を
提供する。

事業実施回数 １回 １回 100 36 参加者の満足度 100% 100% 100.0% 100%

国際親善交流機会の充実の
ため実施する参加者アン
ケートの、直近３か年の満
足度の平均を目標値として
設定した。

100% Ａ A

静岡市在住の海外勤
務経験者を講師に迎
え、自身の体験と現
地の様子を聞く機会
を提供し、参加者の
満足度が目標を達成
できたため。

外国人のみならず外国で
生活したことのある日本
人から海外の文化の多様
性を学ぶなど、国際感覚
や相互理解を深める機会
を創出するよう努める。

　②青少年期に学びの基礎を身に付けるための学習機会の提供
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根拠

30 1 (1) ③
生涯学習施設の
「Reまなび講座」

生
涯
学
習
推
進
課

Reまなびプロ
ジェクト推進
事業

市
（直営・
委託）

社会人として新しい基礎
力を身につけることがで
きる講座を実施し、「大
人の学び直し」を推進す
る。

生涯学習施設における「Reまな
び講座」の実施

①生涯学習センターでの講座
実施回数
②生涯学習交流館での講座実
施回数

①22回
②42回

①45回
②16回

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講した人のうち、仕
事や就活活動に活かせ
ると思った人の割合

80.0% — — —
講座実施初年度となるた
め、80%に設定した。

94.8% S S

初年度の取組とし
て、おおむね目標以
上の結果となり、仕
事や就業に関する学
習機会の提供ができ
ている。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

31 1 (1) ③
大学連携事業の実
施

生
涯
学
習
推
進
課

大学連携事業
市

（直営・
委託）

大学との連携による学習
機会の提供により、市民
の専門化、高度化した学
習要求に応える

①市民大学リレー講座の開催
②生涯学習施設・大学共催公開
講座の開催
③大学連携生涯学習会議の開催

①市民大学リレー講座の開催
②生涯学習施設・大学共催公
開講座の開催
③大学連携生涯学習会議の開
催

①６回
②20回
③２回

①６回
②24回
③２回

310 296

①市民大学リレー講座
受講生満足度
②生涯学習施設・大学
共催公開講座受講生満
足度

①
82.3%
②
91.3%

①
82.3%

②
91.3%

①
81.3%

②
84.1%

①
82.0%

②
90.2%

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①
80.5%
②
89.2%

①A
②A

A

成果指標の目標に見
合った十分な成果が
出ており、市民に高
度で専門的な学習機
会や情報を提供する
ことができた。

社会情勢の変化に合わせ
た市民への高度で専門的
な学びの機会が求められ
ているため、高等教育機
関である大学との連携を
強化し、市民への高度で
専門的な学習機会や情報
の提供に取り組んでい
く。

32 1 (1) ③
生涯学習事業
（仕事や就職）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

職業能力の向上、キャリア観の
形成、就労支援等を扱った講座
の実施（d）

講座回数
各１回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
７施設で
達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 95.8% 94.2% 96.7% 96.6%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

94.8% A B

センターの実施施設
数、満足度ともに目
標の９割を超え、市
民に職業能力の向
上、キャリア観の形
成、就労支援等に関
する学習機会の提供
ができた一方で、交
流館の実施施設数が
４割に満たなく課題
が残る結果となっ
た。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

33 1 (2) ①
生涯学習事業
（スポーツ）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

体育、レクリエーション等を
扱った講座の実施（o）

講座回数
各１回以
上

センター
11施設
中、１施
設で達成

交流館21
施設中、
４施設で
達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 97.0% 97.0% 95.9% 96.6%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

95.4% A C

実施施設数がセン
ター１施設、交流館
４施設と低迷し、課
題が残る結果となっ
た。

体育・レクリエーション
等に関する講座は、健
康・医療や子育・教育の
分野として実施している
現状もあるため、活動指
標の設定の仕方を検討し
ていく必要がある。

34 1 (2) ①
スポーツ指導者ス
キルアップ講習会

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

指導者向け講
習会

市
（直営・
委託）

各分野の専門講座を開
き、指導者が正しい知識
と指導法を習得するため
の学習の場を提供するこ
とで、指導者の育成と資
質向上を図る。

大学教授や医師、インストラク
ター等を招いて基本的な指導法
の習得を図るための講習会を開
催する。

開催回数
①スポーツ指導者スキルアッ
プ講習会
②学校プール監視員講習会

①６回
②１回

①６回
②２回

①ー
②67

①ー
②63

参加者数
①ｽﾎﾟｰﾂ指導者スキル
アップ講習会

②学校プール監視員講
習会

①200
人
②150
人

①200人
②150人

①97人
②96人

①延べ
177人
②中止

②コロナ感染症の影響が緩
和されてきたR4の実績を
参考に設定した。

①156
人
②140
人

①Ｂ
②Ｂ

A

①インフルエンザの
流行等により、参加
者数実績が目標を下
回ったが、大学教
員、柔道整復師等を
招き、スポーツ心理
学、テーピング等の
講習会を計画どおり
開催できたため。
②参加者数実績が目
標を下回ったが、講
習会を計画どおり開
催できたため。

①参加者からの満足度は
高いため、より参加者が
増えるよう周知方法を工
夫する。
②引き続き、学校プール
開放が安全に行われるよ
う監視員講習会を開催す
る。

35 1 (2) ①
チャレンジなわと
びの開催

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

チャレンジな
わとびの開催

市
（直営）

誰でも手軽にできるス
ポーツ「なわとび」を通
して、市民の健康の増
進、体力向上を図るとと
もに、参加者及び親子の
交流を深める。

個人の部、組なわとびの部、
チャンピオンの部、持久力の部
の４部門があり、自分の体力や
能力、年齢に応じてテストに挑
戦する、チャレンジなわとびを
開催する。

学校等体育施設の開放を行
い、多くの市民が身近な環境
でスポーツができる場を提供
した。

①１回
②５回

①１回
②５回

60 76

参加者数
①なわとび判定員講習
会（清水区スポーツ推
進委員以外の実参加者
数）
②チャレンジなわとび
（延参加者数）

①10人
②690
人

①8人
②738人

①中止
②37人

①1人
②120人

①H30～R4（R3除く）
の実績を参考に設定した。
②H30（610人）、R1
（724人）、R4の実績を
参考に設定した。

①12人
②788
人

①S
②S

A

計画通り実施でき
た。
周知については、小
学校へのチラシ配
布、市LINE等の広報
を行い、参加者数の
確保に努めた。

より多くの市民、また幅
広い年齢層に参加しても
らえるよう、子どもの対
応等を検討し、周知方法
や運営方法の見直しや改
善を行っていく。

36 1 (2) ①
ニュースポーツ体
験会

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

スポーツ推進
委員関連事業

市
（直営）

スポーツ推進委員による
地域でのスポーツ活動を
推進することにより、市
民がスポーツに触れる機
会を創出し、「静岡型ス
ポーツ・イン・ライフ」
を推進する。

・委員報酬の支払い
・連絡協議会への補助金交付
・ニュースポーツイベントの開
催
・推進委員向け研修会の受講促
進

開催回数
①ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂﾗﾘ－
②ﾁｬﾚﾝｼﾞｽﾎﾟｰﾂDAY

①１回
②各区１
回以上

①１回
②各区１
回以上

18080
の一部

14071
の一部

延べ参加者数
①ﾁｬﾚﾝｼﾞ！ｽﾎﾟｰﾂﾗﾘｰ
②ﾁｬﾚﾝｼﾞ！ｽﾎﾟｰﾂＤＡＹ

①470
人
②220
人

①468人
②213人

①中止
②125人

①115人
②中止

コロナ感染症の影響が緩和
されてきたR4の実績を参
考に設定した。

①232
人
②475
人

A A

例年、静岡市中央体
育館と清水総合運動
場を隔年で開催して
いる①はR５年度清
水での開催となっ
た。
当日は清水区「津波
避難訓練」と日程が
重なった為、参加者
数が減少した。

R6年度から中央体育館の
みの開催とした。
また、新たな種目の導入
を検討し、市民が関心を
持ち、参加しやすいイベ
ントを開催できるよう、
協同する委員と検討をし
ていく。

37 1 (2) ①
市民ラジオ体操祭
の開催

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

静岡市民大会
等開催業務

市
（委託）

各種市民大会等を開催す
ることにより、市民のス
ポーツ実施の機会創出と
健康づくりを促し、“静
岡型スポーツ・イン・ラ
イフ”の推進と競技力の
向上を図る。

各競技団体を主管として各種目
別大会やラジオ体操祭を開催す
る。（H15から事業実施、
H29から委託）

①適切な委託事務の実施
②実施大会の効果的な広報の
実施
③市民スポーツ大会の開催回
数

①実施
②実施
③30回
以上（各
競技１回
以上）

①実施
②実施
③２７回

9,334 9,334
市民スポーツ大会への
延べ参加者数

40,000
人以上

21,583
人

23,949
人

25,064
人

新型コロナウイルス影響前
の令和元年度実績数値
（39,531人）程度を目標
値とした。

33,764
人

Ｂ B

インフルエンザ等の
感染症、荒天、渇水
等の外的要因により
開催が中止となった
大会があり、回数、
参加者数が目標を下
回ったため。

より多くの市民に参加し
ていただけるよう、周知
の仕方や内容を検討して
いく。

38 1 (2) ①
初心者スポーツ教
室の開催

ス
ポ
ー

ツ
振
興

課
各種スポーツ
教室

市
（直営）

競技人口の拡大と各種目
の競技力向上及び、“静
岡型スポーツ・イン・ラ
イフ”の推進を図る。

普段運動をしない人にスポーツ
に親しんでもらうよう、初心者
を対象にしたスポーツ教室を開
催する。

開催回数 6回 ６回 170 128 延べ参加者数 487人 487人 139人 89人
昨年度実績を参考に設定し
た。

441人 A A

各学校担当者及び講
師と連絡を密に取
り、滞りなく実施で
きた。

教室によって参加人数に
偏りがでてしまったた
め、教室の内容、開催場
所や実施回数等を検討し
ていく。

　③仕事や就職に関する学習機会の提供

（２）暮らしを豊かにする学習機会の提供

　①学びとしてのスポーツに関わる学習機会の提供
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事業内容
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39 1 (2) ①
障害者スポーツ教
室

障
害
福
祉
企
画
課

スポーツ教室
開催事業

市
（委託）

障がいのある人の健康維
持向上、社会参加の促進
及び障がいや障がいのあ
る人に対する理解啓発を
図る。

スポーツ教室の開催
①教室開催
②障がいのない人への開催通
知・参加依頼

①開催
②実施

①開催
②実施

556 556 参加者数 240人 374人 221人 225人

　「静岡市障がい者共生の
まちづくり計画」策定時
に、過去の実績から、令和
３年度から令和５年度の目
標値を「230人」「235
人」「240人」と設定し
た。
※静岡市障がい者共生のま
ちづくり計画：3年毎見直
し

467人 Ｓ S

参加希望が多かった
昨年度の状況を鑑み
て、開催数を増やし
て対応した。

これまでの実施内容を分
析し、より効果的な開催
時期を検討していく。遠
隔地への積極的な出張等
の企画に取り組んでい
く。

40 1 (2) ①
清水庵原球場管理
事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水庵原球場
管理事業

市
（委託）

野球等のスポーツ振興及
び市民の健康増進を図
る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

88,806 88,546
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①100%
②
85.6%

①
98.7%
②100%

①    —
②
96.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①100%
②
99.3%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。利用者層
の変化に伴い、ニーズも
変化していることから、
適切な維持管理の実施に
努めていく。

41 1 (2) ①
清水ナショナルト
レーニングセン
ター管理運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水ナショナ
ルトレーニン
グセンター管
理運営事業

市
（委託）

サッカー等、国内外の
トップアスリートの利用
に供するとともに、ス
ポーツ振興及び市民の健
康増進を図る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

212,975 202,791
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.3%
②
98.6%

①98%
②100%

①   —
②100%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
94.8%
②
98.7%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外の修繕につい
ては、必要性を判断し、
対応していく。

42 1 (2) ①
スポーツ施設維持
管理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

スポーツ施設
維持管理事業

市
（直営・
委託）

市民がスポーツ、レクリ
エーション等に供するた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
教室等を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①3件
②実施

①3件
②実施

244,521 235,090

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
95.9%
②
96.0%

①
98.8%
②
99.4%

①
96.7%
②
87.5%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.4%
②
94.5%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で修繕が必要
となった場合は、必要性
を判断し、対応してい
く。

43 1 (2) ①
総合運動場管理運
営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

総合運動場管
理運営事業

市
（委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（体育館
含む）
②実施

①２件
（体育館
含む）
②実施

386,462 383,425
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
98.6％
②
93.1％

①
99.3%
②
99.5%

①
98.8%
②
98.6%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
99.0%
②
91.5%

①Ｓ
②Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、陸
上競技場３種公認に係る
協議を踏まえた上での維
持管理を実施していく。

44 1 (2) ①
体育館管理運営事
業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

体育館管理運
営事業

市
（直営・
委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（総合運
動場含
む）
②実施

①２件
（総合運
動場含
む）
②実施

659,360 635,124

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.6%
②100%

①
98.4%
②100%

①
98.5％
②
99.3%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.6%
②
98.6%
③完了

①Ｓ
②Ａ
③Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で老朽化等に
より、修繕が必要となっ
た場合は、優先順位を付
け、対応することで安
全・安心な施設の提供に
努めていく。

45 1 (2) ①
日本平運動公園管
理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

日本平運動公
園管理事業

市
（委託）

プロサッカー等の開催に
よるスポーツ振興及び市
民の健康増進を図る。

施設管理を行うとともに、Ｊ
リーグ及び各種事業を開催す
る。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

229,631 225,532
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
96.1%
②
99.2%

①
98.9%
②
99.0%

①
   —
②
95.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
96.7%
②
99.6%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、新
スタジアムの動向を踏ま
えた上での維持管理を実
施していく。

46 1 (2) ①
ふれあい健康増進
館ゆ・ら・ら管理
運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

ふれあい健康
増進館ゆ・
ら・ら管理運
営事業

市
（委託）

市民が気軽に楽しく心身
のリフレッシュに努める
ことにより、世代間の交
流の促進を図るととも
に、市民の健康増進に寄
与する施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに健康増進に関す
るスポーツ等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②入退館管理システム賃貸借
契約

①2件
②実施

①2件
②実施

229,631 225,532
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.8%
②
99.6%

①
96.0%
②
98.6%

①　—
②
97.2％

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
98.1％
②
99.9％

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、コ
ロナ禍が収束し、今後は
利用者の増加が見込まれ
ることから、受付窓口の
混雑緩和のため、オペ
レーションの見直し等を
検討していく。

5



照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

47 1 (2) ②
生涯学習事業
（文化・芸術・趣
味）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

教養の向上、趣味等を扱った講
座の実施（n）

講座回数
各１回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
全ての施
設で達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 95.8% 95.6% 95.2% 96.8%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

94.5% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、市民に教養の
向上、趣味等に関す
る学習機会の提供が
できている。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

48 1 (2) ②

「まちは劇場」推
進事業
まちは劇場コン
サート事業

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

「まちは劇
場」推進事業
まちは劇場コ
ンサート事業

市
（委託）

オーケストラ等と連携
し、オープンスペースで
のコンサートを行い、日
常に音楽のある環境を創
出することで「まちは劇
場」を推進する。

「まちかどコンサート」、
「Hotひといきコンサート」を
開催

①委託契約締結件数
②完了報告書確認件数
③事務処理の円滑な実施

①２件
②13件
③実施

①２件
②13件
③実施

9,129 8,737

①まちかどコンサート
来場者数
②Hotひといきコン
サート来場者数

①4,000
人
②1,080
人

①3,941
人
②494人

①4,062
人
②777人

①3,800
人
②1.097
人

①１回当たりの来場者数
100人×37回＝3,700人
を予想値として算出、
4,000人を目標値として
設定した。
②各会場募集定員を目標値
とした（由比蒲原320人
×２回+歴博80人×１回＋
清水200人×１回＋会場
未定100人×２回）。

①4,089
人
②866
人

①A
②B

A

ＳＮＳ等による情報
発信の強化により、
概ね目標どおりの来
場者数となった。多
くの市民に対して生
の音楽に触れる機会
を提供できたため評
価をＡとした。

来場者の年齢層が高く、
固定客の割合が高いた
め、幅広い世代の顧客の
獲得が課題である。音楽
により「まち」の魅力を
高め、新たな顧客層を開
拓するため、多種多様な
会場でコンサートを開催
する。
またＳＮＳなどを活用
し、若年層をターゲット
にした情報発信を行う。

49 1 (2) ②

「まちは劇場」推
進事業
市民参加型舞台公
演事業

ま
ち
は
劇
場
推
進
課

「まちは劇
場」推進事業
市民参加型舞
台公演事業

市
（委託）

あらゆる人々が文化芸術
活動に参加できる環境の
整備に取組み、本市のプ
レゼンスの向上及び「市
民が主役」のまちは劇場
を推進する。

年齢や性別、障害の有無を問わ
ず参加できる市民参加型の演劇
ワークショップ及び発表公演の
開催

①業務委託契約の締結
②業務完了報告書の確認、検
収

①１件
②１件

①１件
②１件

5,400 5,390

①演劇ワークショップ
の実施
②市民参加型バリアフ
リー公演の開催回数

①20回
②１回

①52回
②３回

①54回
②２回

①25回
②１回

①ワークショップの成果発
表公演に向けて、必要な実
施回数を設定した。
②ワークショップ参加者が
１回は舞台に立てるように
回数設定した。

①72回
②１回

①S
②A

S

目標値を大きく上回
るワークショップの
実施回数となり、健
常者と障がい者が同
じ舞台に立ち、あら
ゆる人々が芸術活動
に参加できる環境を
整備することができ
た。また観覧者及び
参加者から高い評価
を得ることができた
（観覧者満足度
96.4％、参加者満足
度100％）ため、評
価をＳとした。

当該事業は「誰もが表現
できるまち」を目指す
「まちは劇場」の推進に
とって重要な事業であ
り、担い手となる市民の
育成に成果をあげている
が、活動拠点である静岡
市民文化会館が改修に伴
う休館に入るため、令和
７年度以降の事業内容を
見直す。

50 1 (2) ②
まちは劇場コン
サート事業

文
化
振
興
課

まちは劇場コ
ンサート事業

市
（委託）

市内で活動しているオー
ケストラ等と連携し、学
校訪問コンサートや親子
コンサートを行い、音楽
文化を通じてまちを活性
化させることにより、
「まちは劇場」を推進す
る。

①学校訪問コンサート
②こども園訪問コンサート
③親子コンサートの実施

①委託契約締結件数
②完了報告書確認件数
③検収件数

①１件
②１件
③１件

①２件
②13件
③13件

21,033 20,959

①学校訪問コンサート
実施校数
②こども園訪問コン
サートの実施園数
③親子コンサート応募
人数

①８校
②14園
③3,700
人

①８校
②18園
③5,969
人

①８校
②18園
③6,964
人

①６校
②24園

③6,734
人

①予算積算上の実施分を完
全実施するため、８校を目
標値として設定した。
②上に同じく、14園を目
標値として設定した。
③実施するホールの定員数
（静文：1,968人、マリ
ナート：1,513人、AOI：
618人×2回）4,717人の
80％である3,773人を予
想値として算出し、
3,700人を目標値とし
た。

①８校
②19園
③8,520
人

①Ａ
②Ｓ
③Ｓ

A

訪問コンサートでは
多くの学校・こども
園に応募いただき実
施することが出来
た。本格的なオーケ
ストラの曲目から子
供たちに馴染みのあ
る曲まで迫力ある生
演奏を子供たちに届
けることができた。

親子コンサートの応募人
数は、目標値は大きく上
回っているものの、年々
応募人数は減少している
ことから、広報活動に努
めるなどし、集客を図っ
ていく。訪問コンサート
については、毎年多くの
学校、こども園から応募
があるため、未実施校・
園を優先に早期の実施を
図っていく。

51 1 (2) ②
文化芸術アウト
リーチ事業

文
化
振
興
課

文化振興事業
の実施経費

市
（委託）

文化振興施策の一環とし
て、様々な文化事業を効
果的に実施し、本市の文
化振興を図る。

「文化芸術アウトリーチプログ
ラム事業」「静岡市民芸能発表
会」「オーケストラ鑑賞事業」
「伝統文化ワークショップ」等
の開催、「静岡市民文芸」の発
行（文化活動委託）、静岡市芸
術文化奨励賞の交付等

①委託契約締結件数
②完了報告書確認件数
③検収件数

①1件
②12件
③12件

①１件
②12件
③12件

26,265 26,239

①「文化芸術アウト
リーチプログラム事
業」訪問回数
②「静岡市民文芸」一
般応募者数
③「静岡市民芸能発表
会」参加団体数
④「伝統文化ワーク
ショップ」参加者数
⑤「オーケストラ鑑賞
事業」参加者アンケー
ト満足度
⑥「竹久夢二作品等展
覧会」実施
⑦「平野富山作品等の
保管及び展示等業務」
展示替回数

①９回
②261
人
③40
団体
④120
人
⑤
95.0%
⑥実施
⑦３回

①11件
②279
人
③81
団体
④116
人
⑤
93.8%
⑥実施
⑦３回

①9件
②250人
③67団
体
④120人
⑤
96.2%
⑥3,661
人
⑦３回

①－
②261人
③57団
体
④148人
⑤98.
３%
⑥2,815
人
⑦３回

①予算の範囲内で実施が可
能と判断される訪問数
②過去３年間の平均値で設
定
③新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として募集
定員を設けた数値を目標値
として設定
④新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策として募集
定員を設けた数値を目標値
として設定（各回30人×
４グループ）
⑤過去３年間の参加者アン
ケート満足度の平均値で目
標値を設定
⑥今後の実施会場が未確定
のため、実施の有無を目標
値とする。
⑦美術作品の保護の観点か
ら予想値を算出し、目標値
に設定

①11回
②378
人
③85団
体
④98人
⑤
97.2％
⑥実施
⑦３回

①Ｓ
②Ｓ
③Ｓ
④Ｂ
⑤Ａ
⑥Ａ
⑦Ａ

A

文化芸術アウトリー
チプログラム事業で
は、市立こども園を
初めとする市内11か
所の施設において、
和楽器を中心とした
コンサートを実施
し、施設及び参加者
から高い満足度を得
ることができた。市
民芸能発表会では、
出演団体数が目標値
を大きく上回り、文
化芸術に携わる市民
の「発表の場」を提
供する事が出来た。

事業内容や実施先につい
て、随時実施団体と協議
しながら見直しやリ
ニューアルを行ってい
く。

52 1 (2) ③
生涯学習事業
（健康）

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

健康づくり、医療、食育、食の
安全等を扱った講座の実施
（g,j）

講座回数
各２回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
全ての施
設で達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 95.0% 94.5% 95.2% 95.4%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

94.1% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、市民に健康づ
くり、医療、食育、
食の安全等に関する
学習機会の提供がで
きている。

社会情勢の変化に伴い、
市民の学習ニーズも変化
するため、ニーズに合わ
せた講座実施に取り組ん
でいく。

　②文化・芸術・趣味に関する学習機会の提供

　③健康に関する学習機会の提供
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

53 1 (2) ③
S型デイサービス
事業の推進

地
域
包
括
ケ
ア
・
誰
も
が
活
躍
推

進
本
部

Ｓ型デイサー
ビス事業

市
（委託）

在宅高齢者の生きがいの
創出、社会的孤立感の解
消、心身機能の維持向上
を図る。

介護予防、生きがいづくり、地
域交流等のミニデイサービス
（心身機能の維持向上のための
体操、レクリエーション等）の
実施

新規立ち上げ会場数 ３会場 0会場 68,160 65,850 参加者実人数 5,100人 4,862人 4,577人 3,974人

新型コロナウイルス感染症
の影響を受けていない令和
元年度以前の参加者の増加
の傾向を考慮し、目標値を
設定した。

4,772人 A A

コロナ禍後の運営形
態について、研修や
相談対応を行うこと
により、休止してい
た会場も徐々に復活
し、実施回数は令和
４年度に比べ1.02倍
増加した。参加者数
は減少したり、廃止
する会場も見受けら
れたが、目標値の
93.5％と概ね目標を
達成することができ
た。

地域主体で行っている取
り組みであるため、市社
協や地区社協の協力のも
と、地域住民のニーズを
聞き取りながら、対象者
や実施プログラム等サー
ビス内容の見直しを行っ
ていく。

54 1 (2) ③
勤労者福祉セン
ター管理運営事業

商
業
労
政
課

勤労者福祉セ
ンター管理運
営事業

市
（委託）

勤労者その他一般市民の
文化教養の向上、健康の
増進及び余暇利用の充実
を図る。

①施設の維持管理
②講座・教室の開催

指定講座・自主講座の開催 実施 実施

335,285
（前年度か
らの繰越

50,000千
円含む）

313,801 講座受講者満足度 92% 95% 90% 89%

過去３年間の平均値と昨年
度の目標値を比較して、よ
り高い数値を目標値に設定
した。

94% A A
目標値どおりの実績
であったため。

施設利用者や講座受講者
からのアンケート結果を
踏まえた事業を企画する
等、利用者の満足度向上
に努める。

55 1 (2) ③ 健康教育相談事業

健
康
づ
く
り
推
進
課

健康教育相談
事業

市
（直営）

生活習慣病予防や健康増
進等、健康に関する正し
い知識の普及を図り、必
要な指導や助言を行う。

教室・相談等の実施 適切な実施 実施 実施 4,389 2,619
①健康教育教室実施回
数
②健康相談延参加者数

①94回
②480人

①94回
②480人

①61回
②438人

①97回
②508人

①②過去３年間の平均の実
績値と前年度の実績値のう
ち高い値を目標値として設
定した。

①109
回
②521
人

S S

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したことで、積極的
に事業を実施するこ
とができ、その結
果、目標を上回るこ
とができた。

新型コロナウイルスの影
響により減少した地域の
活動が戻ってきているた
め、実情に合わせた教室
実施回数、相談人数を見
込む必要があり、多様化
する市民のニーズにあわ
せて、随時内容を見直し
ながら健康教育・相談を
実施していく。

56 1 (2) ③
市民健康講座の実
施

病
院
経
営
企
画
課

事務事業総点
検上の業務の
一部

地域住民の皆さんが安心
して元気に暮らせるよ
う、健康や疾病予防等に
関する情報を分かりやす
く提供し、誰もが気軽に
参加できる講座を開催す
る。

講座の開催 講座の実施回数 1回 未実施 0 0 受講者の満足度
90％以
上

未実施 未実施 未実施

直近５回（H30、R1年度
実施）のアンケート結果に
おいて、満足度平均値
91.0％

未実施 未実施 D

新型コロナウイルス
感染症の５類移行後
も、病院内ではクラ
スターが複数回発生
したことから、感染
状況を考慮し、令和
３、４年度に引き続
き健康講座を中止し
たため。

感染状況を注視しつつ、
感染予防対策を徹底した
うえでの講座開催を検討
していく。

57 1 (2) ③
自立支援のための
各種講座の実施
福祉教育の実施

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ
ン
タ
ー

地域リハビリ
テーション推
進事業

市
（直営）

障がいの有無にかかわわ
らず、住み慣れた地域で
自分らしい生活ができる
よう健康・福祉の両面か
らリハビリテーションの
視点による専門的な支援
を行う。

①②市民や医療・介護・福祉に
従事する職種を対象に健康や介
護予防、在宅介護に関する講座
を開催する。
③児童等を対象に授業や施設見
学等を通じて福祉教育に取り組
んでいく。

①専門職向け講座
②市民向け講座
③福祉教育支援実施回数

①8回
②6回
③8回

①6回
②9回
③19回

1,110 883

専門職・市民向け講座
アンケート
①理解度
②活用したいと思う人
の割合

福祉教育支援アンケー
ト
③満足度

①95%
②95%
③80%

①95%
②94%
③－

①92%
②94%
③－

①98%
②98%

③－

①②は直近３か年の実績値
の平均を目標値とした。
③は授業や施設見学等を通
じて８割が福祉教育に有益
な情報となることを目標と
した。

①99％
②99％
③
100％

S S

市民・専門職向け講
座は実技を中心とし
た実効性の高い研修
内容へ見直したこと
で理解度及び活用度
が得られた。福祉教
育は各学校における
学習の進捗状況を聞
き取り、事前打合せ
から学習内容への細
やかな対応を行った
ことで高い満足度を
得ることができた。

民間や他機関が企画する
講座は市民を対象とした
ものが少ないため在宅介
護を想定した内容を中心
に実用性の高い講座を企
画する。また福祉教育は
学校側が学習の目的や内
容を選択しやすいよう支
援内容をメニュー化し利
便性を図る。

58 1 (2) ③
生涯活躍のまち静
岡（ＣＣＲＣ）推
進事業

地
域
包
括
ケ
ア
・
誰
も

が
活
躍
推
進
本
部

生涯活躍のま
ち静岡（ＣＣ
ＲＣ）推進事
業

市
（直営・
委託）

元気な高齢者を中心に、
地域の誰もが活躍できる
環境づくりに取り組むこ
とにより、「健康長寿の
まち」を推進する。

２つのモデル地区（葵おまち地
区、駿河共生地区）において、
その拠点となる施設を中心に、
産学官民の連携により多様な取
組を総合的に展開する。

生涯活躍のまち静岡推進事業
の実施

実施 実施 14,173 13,704

①アクティブシニアの
移住者数
②連携事業数
開催数

①55人
②75回

①55人
②83回

①67人
②71回

①54人
②74回

①過去３か年（特異値のR
３を除く）の実績から同等
の値を設定
②過去３か年の実績平均値
から目標値を設定

①69人
②83回

①S
②S

S

モデル地区での事業
の継続 実施により、
①②ともに目標値を
上回り達成すること
ができたため。

引き続き、既存のモデル
地区での事業実施及び清
水への事業展開を継続
し、地域共生の拠点とし
ての機能を維持・拡大し
ていく。

59 1 (2) ③
しぞ～かでん伝体
操の普及活動

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
推
進
セ
ン
タ
ー

介護予防普及
啓発事業

市
（直営）

高齢者が要介護状態にな
ることや状態の悪化を防
ぐために静岡市版介護予
防体操「しぞ～かでん伝
体操」の普及を推進す
る。

高齢者の心身機能の維持・向上
のためにしぞ～かでん伝体操等
をはじめ介護予防体操の教室・
講座の開催や介護予防の動機づ
け取組として元気度測定会を開
催する。

①しぞ～かでん伝体操教室実
施回数
②介護予防体操講座の実施
③元気度測定会の実施

①40回
②実施
③６回

①40回
②実施
③6回

54,763 17,820

①教室参加前後の維
持・改善した人の割合
②講座受講者アンケー
トの満足度
③体操の継続率

①86%
②78%
③81%

①83%
②－
③87%

①82%
②－
③71%

①95%
②－
③86%

①③直近３か年の実績値の
平均を目標値とした。
②住民を対象とした他の講
座アンケートの満足度を参
考値とした。

①90％
②80％
③84％

A A

介護予防活動拠点数
の少ない駿河区を会
場にしぞ～かでん伝
体操教室を開催し介
護予防活動を推進し
た。また新たな介護
予防体操「しぞ～か
わくわく体操」を中
心に各地で講座を開
催し参加者の満足度
を得た。

介護予防活動拠点数が少
ない地域を対象に、教室
や講座を開催し、介護予
防への動機付けや継続的
な活動につなげ、活動拠
点数の新規立ち上げにつ
なげる。

60 1 (2) ③ 地域福祉推進事業

地
域
包
括
ケ
ア
・
誰
も
が

活
躍
推
進
本
部

地域福祉推進
事業

市
（直営・
委託）

市民の誰もができる限り
健康で、互いに支え合
い、住み慣れた地域で暮
らし続けることできるよ
う、地域福祉の推進を図
る。

拠点となる施設を中心に、地域
福祉の推進に資する市民講座や
シンポジウムの開催、広報誌の
発行やパネル展示による啓発・
情報提供を実施する。

①講座・シンポジウム実施回
数
②広報誌発行回数
③パネル展示回数

①６回
②４回
③１回

①６回
②４回
③１回

2,735 2,735
講座及びシンポジウム
参加者の満足度

90.0% 91.3% 96.0% - 過去の実績から算出 90.7％ A A

予定通りの事業を実
施し、参加者の満足
度も高く、目標達成
できたため。

今後も講座やシンポジウ
ムの開催後にアンケート
を実施し、参加者の意見
を事業に反映していく。

7



照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

61 1 (3) ①
生涯学習センター
における貸館実施

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①11箇
所
②13件
③完了

①11箇所
②13件
③完了

484,429 468,132
①平均稼働率
②延べ利用者数

①
40.0%
②
410,30
3人

①
40.0%

②
410,30

3人

①
36.5%

②
352,32

8人

①
34.8%

②
254,50

2人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①
43.7%
②
423,46
1人

①A
②A

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

62 1 (3) ①
清水区生涯学習交
流館における貸館
実施

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（清水区）

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①20箇
所
②13件
③完了

①20箇所
②13件
③完了

567,380 552,781
①平均稼働率
②延べ利用者数

①
27.4%
②
497,22
43人

①
27.4%

②
497,22

43人

①
24.2%

②
442,38

7人

①
21.8%

②
322,36

3人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①
29.1％
②
539,45
8人

①A
②A

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

63 1 (3) ①
葵区生涯学習施設
における貸館実施

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（葵区）

市
（直営・
委託）

市民の生涯学習活動の場
を提供し、生涯学習への
支援・協力を行うととも
に推進を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営（直営館の維持管理業
務）

①講座回数
②施設維持点検等業務の完了

①110回
②８業務

①120回
②８業務

14,585 11,528
①平均稼働率
②延べ利用者数

①4.0％
②9,122
人

①4.0％
②9,122

人

①3.6％
②

10,925
人

①3.1％
②6,228

人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①4.8％
②8,803
人

①S
②A

S

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、各施設との連携を密
にして取り組んでいく。

64 1 (3) ①
生涯学習団体の認
定制度

生
涯
学
習
推
進

課
事務事業総点
検上の業務の
一部

市
（直営）

生涯学習施設における生
涯学習団体を認定するこ
とで、生涯学習施設を利
用する市民の自発的な学
習の促進を図る。

①条例８条３号団体の認定（随
時）
②条例９条２項団体の認定（年
度末）

生涯学習施設における団体認
定制度の案内実施

38施設 38施設 0 0
①条例８条３号団体数
②条例９条２項団体数

①1,828
②1,002

①1,958
②994

①1,662
②989

①1,863
②1,023

直近３か年の平均値を目標
値として設定

①1,877
②991

①A
②A

A

生涯学習団体発足の
ための講座を実施
し、団体の活動継続
の支援をすること
で、目標を概ね達成
することができた。

生涯学習団体の発足・認
定をしていくために、各
施設で共催事業の実施
等、生涯学習団体の支援
を引き続き行う。

65 1 (3) ①
学校等体育施設利
用事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

学校等体育施
設利用事業

市・補助
等

（直営・
交付先）

学校施設を利用すること
で、地域住民のスポーツ
活動への参加機会を創出
し、地域のスポーツ活動
を推進する。

学校ごとに、学校等体育施設利
用運営協議会を置き、利用団体
の登録や利用調整を行う。

①事務担当者説明会の円滑な
開催
②夜間照明施設の保守点検

①実施
②１回

①実施
②１回

68,965 66,266 延べ利用者数
170万
人

1,849,5
63人

1,687,5
68人

1,569,0
32人

過去3年間（R2～R4）の
平均値を目標値として設定
した。

1,932,7
98人

Ｓ A
利用者数の目標値を
上回り、多くの市民
が利用できたため。

中心部の学校の利用は飽
和状態にあるため、近隣
や山間部の協議会との連
携を促し、多くの市民が
利用できるように対応す
る。

66 1 (3) ①
こどもクリエイ
ティブタウン管理
運営事業

商
業
労
政
課

こどもクリエ
イティブタウ
ン管理運営事
業

市
（直営・
委託）

こどもたちを対象にした
仕事体験やものづくり体
験を通じて、自主性や創
造性を育み、社会・経済
の仕組みや地域産業を学
ぶ。

①講座形式のものづくり体験等
②模擬店舗形式での仕事体験等
③商店街、企業との連携による
仕事体験等

①指定管理料支払事務

②定例会（12回）を通じた管
理運営に係る指導・助言

①事務処
理の円滑
な実施
②定例会
への参加

①円滑な
実施
②定例会
へ参加

114,949 117,342
①利用者数
②利用者満足度

①
100,00
0人
②
98.1％

①
13,012
人
②
99.7%

①6,605
人
②
98.2％

①
106,37
0人
②
96.6％

①指定管理業務仕様書で定
める指標を目標値に設定し
た。（施設の受入可能人数
を考慮し設定。）
②過去３か年の平均値を目
標値に設定した

①
75,746
人
②
99.3％

①B
②A

A

年間利用者数に関し
てはコロナ感染症５
類への移行に伴い、
昨年よりは大幅に増
加したが、目標達成
に至らなかった。し
かし、利用者満足度
調査では例年同様高
水準を維持している
ため。

平日の利用者数を増加さ
せるためにも、学校・団
体利用の促進にも努めて
いく。

67 1 (3) ①
賤機都市山村交流
センター管理経費

中
山
間
地
振
興
課

賤機都市山村
交流センター
管理経費

市
（委託）

農業体験等の交流場所と
しての施設及び憩いの場
を提供するとともに、必
要な講座、教室等を開催
すること等により、都市
住民と中山間地域住民の
交流の促進を図る。

管理運営委託（指定管理）
①指定管理件数
②定期報告及び年度報告

①1件
②13回

①1件
②13回

24,987 23,670 利用者満足度 95.0% 100.0% 98.8% 94.8%
直近３か年の平均値を目標
値として設定した。

97.2% Ａ A

適切な施設運営に加
え、講座やイベント
等を工夫しておこ
なったことなどによ
り、目標値を達成す
ることができたた
め、Ａ評価とした。

利用者が安心で快適に過
ごせるよう引き続き各施
設の維持管理を徹底し、
利用者の満足度を維持し
ていく。

68 1 (3) ①
自然の家における
施設運営の実施

教
育
総
務
課

南アルプスユ
ネスコエコ
パーク井川自
然の家管理事
業

市
（直営）

計画的に施設の修繕や点
検を行い、安全で利用し
やすい管理運営をする。

南アルプスユネスコエコパーク
井川自然の家の維持管理・施設
運営

施設修繕等の実施回数 ４回 １３回 42,558 38,008
管理瑕疵による事故件
数０件

０件 ０件 ０件 ０件
直近３ヵ年の平均値である
０件を予想値として算出し
目標値として設定した。

０件 A A

施設を適正に維持管
理し、管理瑕疵によ
る事故がなかったた
め。

施設の経年劣化に対応す
るため、不具合を未然に
防止する計画的な修繕を
行い、コスト縮減につな
げる。

69 1 (3) ①
蒲原東部・西部コ
ミュニティセン
ター管理運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

蒲原東部・西
部コミュニ
ティセンター
管理運営事業

市
（直営）

市民の自治意識の向上、
健康の増進及び生活文化
の振興のために、身近な
地域における交流の場を
提供する。

施設の維持管理を行う。
①各種委託契約締結件数
②施設の小破修繕の実施

①６件
②実施

①６件
②実施

5,782 4,562 利用者数
11,081
人

10,648
人

10,858
人

10,153
人

過去３か年の利用者数平均
値の５％増を目標値として
設定した。

11,703
人

S A

必要な契約・修繕を
遅滞なく実施し、適
正な管理ができたた
め。

引き続き、地元自治会と
連携・調整を図り、適正
な維持管理を継続して行
う。

70 1 (3) ①
野外活動施設管理
事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

野外活動施設
管理事業

市
（直営・
委託）

気軽に自然と触れ合える
環境を整備することによ
り、市民の健康増進とレ
クリエーションの振興を
図る。

キャンプ場、ハイキングコース
の維持管理を行うとともに、活
動の場の安全対策を図る。

①土地賃貸借契約締結件数
②謝金の支払件数
③ｷｬﾝﾌﾟ場、ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽの整備

①41件
②70件
③実施

①41件
②70件
③実施

51,672 48,590 キャンプ場利用者数 5,039人 4,553人 5,171人 4,674人
過去３か年の利用者数平均
値の５％増を目標値として
設定した。

4,796人 C B

利用者の集中する時
期に大雨が降った影
響等により利用者数
は目標値を下回った
が、キャンプ場の整
備を適宜行い、事故
なく適正な管理がで
きたため。

引き続き、地元自治会や
協議会と連携・調整を図
り、適正な維持管理を継
続して行う。

71 1 (3) ①
【再掲】
清水庵原球場管理
事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水庵原球場
管理事業

市
（委託）

野球等のスポーツ振興及
び市民の健康増進を図
る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

88,806 88,546
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①100%
②
85.6%

①
98.7%
②100%

①
    —
②
96.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①100%
②
99.3%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。利用者層
の変化に伴い、ニーズも
変化していることから、
適切な維持管理の実施に
努めていく。

（３）市民の自発的な学習の促進

　①生涯学習施設等の学ぶ場所の提供（貸館・展示等）
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

72 1 (3) ①

【再掲】
清水ナショナルト
レーニングセン
ター管理運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水ナショナ
ルトレーニン
グセンター管
理運営事業

市
（委託）

サッカー等、国内外の
トップアスリートの利用
に供するとともに、ス
ポーツ振興及び市民の健
康増進を図る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

212,975 202,791
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.3%
②
98.6%

①98%
②100%

①
   —
②100%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
94.8%
②
98.7%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外の修繕につい
ては、必要性を判断し、
対応していく。

73 1 (3) ①
【再掲】
スポーツ施設維持
管理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

スポーツ施設
維持管理事業

市
（直営・
委託）

市民がスポーツ、レクリ
エーション等に供するた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
教室等を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①3件
②実施

①3件
②実施

244,521 235,090

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
95.9%
②
96.0%

①
98.8%
②
99.4%

①
96.7%
②
87.5%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.4%
②
94.5%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で修繕が必要
となった場合は、必要性
を判断し、対応してい
く。

74 1 (3) ①
【再掲】
総合運動場管理運
営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

総合運動場管
理運営事業

市
（委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（体育館
含む）
②実施

①２件
（体育館
含む）
②実施

386,462 383,425
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
98.6％
②
93.1％

①
99.3%
②
99.5%

①
98.8%
②
98.6%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
99.0%
②
91.5%

①Ｓ
②Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、陸
上競技場３種公認に係る
協議を踏まえた上での維
持管理を実施していく。

75 1 (3) ①
【再掲】
体育館管理運営事
業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

体育館管理運
営事業

市
（直営・
委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（総合運
動場含
む）
②実施

①２件
（総合運
動場含
む）
②実施

659,360 635,124

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.6%
②100%

①
98.4%
②100%

①
98.5％
②
99.3%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.6%
②
98.6%
③完了

①Ｓ
②Ａ
③Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で老朽化等に
より、修繕が必要となっ
た場合は、優先順位を付
け、対応することで安
全・安心な施設の提供に
努めていく。

76 1 (3) ①
【再掲】
日本平運動公園管
理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

日本平運動公
園管理事業

市
（委託）

プロサッカー等の開催に
よるスポーツ振興及び市
民の健康増進を図る。

施設管理を行うとともに、Ｊ
リーグ及び各種事業を開催す
る。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

138,788 138,695
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
96.1%
②
99.2%

①
98.9%
②
99.0%

①
   —
②
95.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
96.7%
②
99.6%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、新
スタジアムの動向を踏ま
えた上での維持管理を実
施していく。

77 1 (3) ①

【再掲】
ふれあい健康増進
館ゆ・ら・ら管理
運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

ふれあい健康
増進館ゆ・
ら・ら管理運
営事業

市
（委託）

市民が気軽に楽しく心身
のリフレッシュに努める
ことにより、世代間の交
流の促進を図るととも
に、市民の健康増進に寄
与する施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに健康増進に関す
るスポーツ等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②入退館管理システム賃貸借
契約

①2件
②実施

①2件
②実施

229,631 225,532
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.8%
②
99.6%

①
96.0%
②
98.6%

①
　　—
②
97.2％

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
98.1％
②
99.9％

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、コ
ロナ禍が収束し、今後は
利用者の増加が見込まれ
ることから、受付窓口の
混雑緩和のため、オペ
レーションの見直し等を
検討していく。

78 1 (3) ①
藁科都市山村交流
センター管理経費

中
山
間
地
振
興
課

藁科都市山村
交流センター
管理経費

市
（委託）

農業体験等の交流場所と
しての施設及び憩いの場
を提供するとともに、必
要な講座、教室等を開催
すること等により、都市
住民と中山間地域住民の
交流の促進を図る。

管理運営委託（指定管理）
①指定管理件数
②定期報告及び年度報告

①1件
②13回

①1件
②13回

27,039 26,131 利用者満足度 93.8% 95.5% 97.0% 93.6%
直近３か年の平均値を目標
値として設定した。

97.5% Ａ A

適切な施設運営に加
え、講座やイベント
等を工夫しておこ
なったことなどによ
り、目標値を達成す
ることができたた
め、Ａ評価とした。

都市部と中山間地域の交
流を促進させる講座を一
層充実させるため、地域
の歴史や文化、伝統食の
再調査、またはそれらに
精通した人材の発掘に努
める必要がある。

79 1 (3) ①

市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
清水文化会館管理
運営事業

文
化
振
興
課

清水文化会館
管理運営事業

市
（直営・
委託）

市民に文化活動の場と芸
術文化の鑑賞機会を提供
することにより、市民の
芸術文化の向上を図ると
ともに、文化を核とした
清水都心の賑わい創出を
図る。

ＰＦＩ・指定管理者制度（利用
料金制）による館の維持管理・
運営（設備の維持管理、利用受
付・貸出・案内・自主事業等）

①通知書送付件数
②委託業務契約の締結件数
（モニタリング支援）
③モニタリング実施回数
④指定管理業務報告書、財務
に関する報告書・検査件数

①１件
②１件
③３回
④15回
（維持管
理・運
営）１回
（財務）

①１件
②１件
③３回
④15回
（維持管
理・運
営）１回
（財務）

262,358 290,367

①年間来館者数
②ホール・ギャラリー
利用率

①
500,00
0人
②
70.0%

①
245,96
1人
②
75.1％

①
181,11
6人
②68.2%

①
73,954
人
②
44.0%

「清水駅東地区文化施設整
備及び維持管理・運営事業
運営業務仕様書」における
事業期間第３ターム（令和
４年度～令和８年度）で設
定した目標値。

①
412,65
9人
②
73.6％

Ａ A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したものの、利用者
数が伸びず、目標値
に届かなかったが、
その影響を除けば、
多彩な芸術文化の鑑
賞機会の提供や施
設・設備の適切な維
持管理等、業務は適
正に実施できた。

多彩な芸術文化の鑑賞機
会を提供するとともに、
引き続き広報等により集
客を図り、施設の利用率
向上に努めていく。

80 1 (3) ①

市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡市民文化会館
管理運営事業

文
化
振
興
課

静岡市民文化
会館管理運営
事業

市
（直営・
委託）

市民に文化活動の場と多
彩な芸術文化の鑑賞機会
を提供することにより、
市民の芸術文化の向上を
図る。

指定管理者制度による館の運営
（受付・案内・利用料徴収・設
備の管理・事業等）
修繕、大規模改修など。

①指定管理業務協定締結件数
②指定管理業務のモニタリン
グ回数
③指定管理業務報確認・検査
件数（年報1件、月報12件）

①1件
②3回
③13件

①１件
②３回
③13件

234,772 245,030
①年間利用者数
②年間施設利用率

①50万
人
②70％

①
388,97
4人
62.1%

①
234,94
8人
②
58.9％

①
111,40
0人
②
44.6％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書で設定した目標
値

①
375,94
4人
②
62.9％

①Ｂ
②Ｂ

B

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
し行動制限が解除さ
れたものの、目標値
を下回ったが、過去
２年と比べると利用
者数、利用率は改善
されており、多彩な
芸術文化の鑑賞機会
の提供や施設・設備
の適切な維持管理等
を適正に実施するこ
とができた。

今後も多彩な事業を展開
し、施設利用も含めた広
報活動に努めるなどし、
利用者増加及び利用率向
上を図っていく。
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施
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大
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81 1 (3) ① 児童館運営事業

子
ど
も
未
来
課

児童館運営事
業

市
（委託）

地域における児童健全育
成の拠点として、子ども
の健康を増進し、情操を
豊かにするため、各種教
室や読み聞かせ、クラブ
活動など児童に健全な遊
びを提供する。

市内13館の児童館の運営 適切な運営施設数 13館 13館 245,757 225,230
①利用者満足度
②利用者数

①90%
②
240,00
0人

①
90.7％
②
197,22
9人

①
87.3％
②
182,94
7人

①
84.8％
②
135,98
1人
（4，5
月閉所）

①指定管理協定により定め
ている目標値を設定した。
②ウィズコロナの状況にお
いて、地域の児童健全育成
の拠点となる児童館は重要
な役割を担う施設であり、
多くの子育て家庭や児童に
利用していただくことを目
的に、前年度と同程度の利
用者数を目標値とした。

①
97.2％
②
247,29
7人

①Ｓ
②Ａ

A

利用者数、満足度と
もに前年度を上回り
目標を達成し、地域
の児童の健全育成の
拠点として、利用者
に対し実施可能な事
業・適切な遊びの提
供をすることができ
た。一方で人員配置
の課題もあったこと
から、評価はAとし
た。

実施可能なイベントや講
座等を今後も検討し、計
画的に子育て支援事業の
提供を実施していく。

82 1 (3) ①

女性をとりまく諸
問題に関する学
習・活動の推進
（女性会館事業）

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
課

女性会館運営
管理

市
（直営・
委託）

男女共同参画社会実現の
ための拠点施設である女
性会館を管理運営し、男
女共同参画に係る各種事
業を通して市民に広く啓
発するとともに、女性を
とりまく諸問題の解決に
取組む市民グループの活
動を支援する。

①指定管理者との協定の締結、
男女共同参画に関する講座の開
催、団体活動の支援、女性を取
り巻く諸問題や男女共同参画に
関する情報収集発信のための図
書コーナーの運営、施設管理
②女性会館相談室の開設：女性
のための総合相談・法律相談、
ＬＧＢＴQ相談の実施
③指定管理事業の年度評価の実
施

①指定管理業務のモニタリン
グ実施回数
②指定管理業務報告確認・検
査回数（年報１件、月報12
件）
③年度評価の実施

①１回
②13件
③完了

①１回
②13件
③完了

109,994 107,641

①新規利用者数（講
座、相談、図書）
②講座受講者の理解度
③図書コーナーの図書
貸出冊数
④女性相談の適切な実
施

①1,100
人
②
80.0％
③
16,500
冊
④実施

①1,284
人
②
97.3％
③
17,384
冊
④実施
（1,889
件）

①
884人
②-
③
16,396
冊
④実施
(1,922
件）

①
957人
②-
③
16,583
冊
④実施
（1,938
件）

①、②協定書の数値を目標
値とした。
③図書コーナーの本の貸出
しにより男女共同参画の意
識向上が図られることか
ら、過去３年間の平均値を
参考に目標値に設定した。
④相談の適切な実施を指標
として設定した（相談の適
切な実施がなされているか
については、拡大ケースカ
ンファレンスに出席し確認
する）。

①1,570
人
②
96.9％
③
17,503
冊
④実施
（1,706
件）

①S
②S
③S
④A

A

・事業全般的に、若
年層（高校生、親子
等）に向けた事業を
重点的に取り組んだ
ことで、新規利用者
数が増加した。
・図書の予約のPRに
努めることにより、
図書貸出冊数も例年
を大きく上回った。
・相談対応件数は若
干減少したが、相談
員の配置人数を増や
し、支援体制とスキ
ルアップに努めた。

・引き続きSNS等を積極
的に活用し、講座・相談
等を実施することによ
り、これまで女性会館を
利用したことがない潜在
利用者層（若年層）を掘
り起こすこと及び新しい
課題やより専門的な講座
を実施することで男女共
同参画の拠点施設として
の機能をさらに充実させ
ていくよう、指定管理者
と協議等を行っていく。

83 1 (3) ①

東静岡地区「アー
ト＆スポーツ／ヒ
ロバ」開設・運営
事業

企
画
課

東静岡地区
「アート＆ス
ポーツ／ヒロ
バ」開設・運
営事業

市・補助
等

（直営・
交付先）

「文化・スポーツ等の拠
点」として位置付けた東
静岡市有地を、本格的な
整備方針が決定するま
で、「賑わいづくりの実
験場」として利活用す
る。

「まちは劇場プロジェクト」及
び「2020年東京オリパラ」を
見据えた取組として、大道芸・
ダンス・音楽等の様々なジャン
ルとともに、ローラースポーツ
やホビー等のイベントを実施す
る「アート&スポーツ/ヒロバ」
を運営する。

①実行委員会の開催
②各作業部会の開催

①２回
②７回

①２回
②11回

31,340 31,340

①東静岡アート＆ス
ポーツ／ヒロバのロー
ラースポーツパーク利
用者人数
②芝生広場でのイベン
ト開催数

①
29,947
人
②10回

①
27,225
人
②12回

①
28,004
人

①
24,790
人

①前年度実績の110％を
目標とする。
②例年開催する８回に加
え、イベント誘致等によ
る、２回を加えた10回と
した。

①
26,189
人
②13回

A A

ローラースポーツ
パークの利用者数は
目標に達しなかった
ものの、芝生広場で
のイベントが目標を
上回ったため。

パーク利用者数が前年と
比較し約４％減少した。
2024年にはパリ五輪を
控えることから、無料体
験会、各種大会等を実施
し、新規利用者獲得に向
けてた取組を講じていく

84 1 (3) ①

文化・クリエイ
ティブ産業振興セ
ンター管理運営事
業

産
業
政
策
課

文化・クリエ
イティブ産業
振興センター
管理運営事業

市
（直営・
委託）

文化・クリエイティブ産
業の活性化を通じ、新産
業の創出や地域の賑わい
づくりを行う

①大道芸、劇団などのパフォー
ミングアーツを支援する取組
②クリエーターの集積と育成を
図る取組
③文化・クリエイティブ産業を
振興するための啓蒙・啓発を進
める取組
（展示会・セミナー等）
④企業とクリエーターとのマッ
チングを促進する取組

①指定管理関係業務（協定締
結、年度評価、指定管理料支
払業務等）
②管理運営に係る指導、助言

①事務処
理の円滑
な実施
②月例会
議（PD
（プログ
ラムディ
レク
ター）会
議）への
参加

①事務処
理の円滑
な実施
②12回

90,645 89,594

①利用者数
②利用者満足度
③クリエーターと企業
のマッチング件数
④クリエーターの集積
数

①
40,000
人
②90％
③６件
④３者

①
43,820
名
②90%
③16件
④0者

①
38,191
人
②86％
③10件
④５者

①
33,864
人
②86％
③８件
④４者

指定管理業務仕様書【R5
～R9】で定める指標を目
標値に設定した。（過去の
実績等を踏まえて各指標を
設定。）

①
58,251
名
②
85.6％
③12件
④４者

A A

①コロナが５類とな
り、イベントの参加
者数が回復し、目標
値を達成することが
できた。
②は、85.6％と目標
値を下回ったが、セ
ミナーやイベントに
関しては、目標値の
90％を上回った。
③コロナが５類とな
り、講演やワーク
ショップに関連する
内容のマッチングが
増加したため、目標
値を大きく上回る結
果となった。
④コロナが５類とな
り、補助金利用者数
が戻ったことや施設
の積極的な周知もあ
り、当該年度の実績
は4となった。

・今後もクリエーター向
けのスキルアップと一般
市民への啓蒙・啓発の双
方を軸に事業の実施を推
進する。
 クリエーターの集積につ
いては、他の家賃補助制
度との整合性を図りつ
つ、利用者に適した補助
制度を紹介できるよう周
知を行っていく。

85 1 (3) ①
老人憩の家におけ
る高齢者の社会参
加促進事業

高
齢
者
福
祉
課

老人憩の家運
営事業

市
（直営・
委託）

老人に対し、教養の向
上、レクリエーション等
の為の場を提供し、老人
の心身の健康増進を図
る。

①各種相談事業、健康増進、教
養の向上、レクリエーションに
関する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

22,956 22,556 利用者満足度 90.0% 98.3% 99.1% 95.2%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

99.2% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

86 1 (3) ①

世代間交流セン
ターにおける高齢
者の社会参加促進
事業

高
齢
者
福
祉
課

世代間交流セ
ンター管理運
営事業

市
（直営・
委託）

世代間の交流活動を通じ
て、豊かな地域社会の形
成に資する。

①高齢者と地域住民等が相互に
交流することを促進し、地域の
伝統文化を承継する事業及び世
代間の交流に係る教養の向上、
レクリエーション等の場を提供
する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

58,917 58,710 利用者満足度 90.0% 99.1% 98.4% 90.0%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

98.6% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

87 1 (3) ①

老人福祉センター
等における高齢者
の社会参加促進事
業

高
齢
者
福
祉
課

老人福祉セン
ター運営事業

市
（直営・
委託）

老人に対し、各種相談に
応ずるとともに、健康増
進、教養の向上及びレク
リエーションのための便
宜を総合的に供与し活動
の指導及び推進を図る。

①各種相談事業及び健康増進、
教養向上及びレクリエーション
に関する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

251,371 247,433 利用者満足度 90.0% 96.7% 97.1% 90.4%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

97.7% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

88 1 (3) ②
登呂博物館管理運
営業務

文
化
財
課

登呂博物館管
理運営業務

市
（直営）

登呂遺跡の価値を市民に
発信し、地域の歴史や文
化について関心を深めて
もらう。

○幅広い分野の展示
○講座・講演会等教育普及事業
の実施
○博物館協議会の開催

①特別展・企画展回数
②各種教育普及事業の開催回
数
③協議会開催回数

①4回
②25回
③2回

①４回
②26回
③２回

68,519 64,993 博物館の入館者数
169,00
0人

161,18
1人

118,13
2人

97,168
人

登呂遺跡発見80周年事業
を実施することを鑑み、前
年度実績の５％増を目標値
として設定。

165,82
0人

Ａ A

特別展、企画展、教
育普及事業等を実施
した。
目標値を下回る
（1.9%減）結果と
なったが、昨年度以
上の入館者数を確保
することができた。

弥生時代の生活体験を通
じて遺跡の魅力をより深
く
理解してもらうため、教
育普及事業の実施など情
報発
信を取り組んでいく。

　②展示等による鑑賞・学習機会の提供
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

89 1 (3) ②
三保松原文化創造
センター管理運営

文
化
財
課

三保松原文化
創造センター
管理運営

市
（直営・
委託）

世界文化遺産「三保松
原」の魅力と価値を国内
外へ発信するとともに、
三保松原と他の文化や芸
術と融合させた松原文化
を創造していく。

〇建物の保守、管理
〇展示の保守、管理
〇企画展の開催

①年間を通しての開館
②年間を通しての公開
③企画展の開催回数

①実施
②実施
③４回

①実施
②実施
③４回

32,286 27,829 来館者数
440,00

0人
423,10

0人
253,30
2人

322,64
3人

前年度（40万人）の10%
増を目標値とする。

500,46
2人

S A

年４回の企画展のほ
か、関連イベントな
どを開催した。しか
しながら、コロナ禍
の影響が改善しつつ
ある社会的要因が主
であり、当初の数値
目標に近づけていく
ためには、更なる取
り組みの充実を図る
ことが必要と認識し
ているため。

三保松原と施設への関心
を高めるため、企画展の
開催に加え、幅広い年代
が参加できる関連イベン
トや市民団体等と連携し
た展示を実施し、更なる
集客を目指す。

90 1 (3) ②

科学への関心を高
めるための各種事
業の実施（静岡科
学館事業）

文
化
振
興
課

静岡科学館管
理運営事業

市
（直営・
委託）

市民が自ら体験すること
を通して身近な科学に親
しみ、及び科学への関心
を高める場を提供するこ
とにより、市民の創造力
及び感性の向上に資す
る。

指定管理者制度による施設、展
示物の維持管理を行うとともに
科学の実演会及び講座を実施す
る。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③13回

312,950 311,802

①年間来館者数
②事業満足度※R5から
(R4までは連携事業回
数を指標としていた。)

①
250,00
0人
②
95.0%

①
161,06
3人
②184回

①
110,81
3人
②
185回

①
76,132
人
②
114回

指定管理者と調整の上、協
定締結時の仕様書内で設定
した目標値

①
190,29
0人
②
99.1％

①Ｂ
②Ｓ

A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したことにより、事
業の中止は無かった
ものの、来館者数は
伸び悩み、目標値に
届かなかったが、施
設・展示物の適切な
維持管理等、業務は
適正に実施できた。
また事業者満足度に
ついては目標値を上
回る結果となった。

SNSや展示物を活用した
広報活動等により来館者
の増加に努めていく。

91 1 (3) ②
興津坐漁荘記念館
管理運営事業

観

光

・

M

I

C

E

推

進

課

興津坐漁荘記
念館管理運営
事業

市
（委託）

興津地区および周辺地域
を結びつけ、観光コース
の拠点として地域の活性
化と観光振興を図る。

施設の維持管理運営及び観光情
報を発信し集客対策を行う。

①事務の適正な実施
②東海道まちあるきウェブサ
イトへの情報掲載

①実施
②年４回
以上

①実施
②３回

8,829 8,817

①施設来館者数
②来場者アンケートの
満足度（５段階評価で
４以上の割合）

①5,943
人
②80％

①7,386
人
②

99.9％

①5,463
人
②

89.6％

①4,979
人

②－

①施設改修工事による影響
も考慮し、直近３年の平均
値を目標値とした。
②当課所管の指定管理施設
の業務仕様書に設定してい
る来場者アンケート満足度
と同じ数値を指標として設
定した。

①7,877
人
②
98.4％

①
Ｓ
②
Ｓ

S

ライトアップ、
ウォーキング等のイ
ベント、企画展示や
情報発信の効果もあ
り、来館者数は目標
を上回った。
また、展示内容やス
タッフ対応につい
て、高い満足度が得
られた。

施設リニューアル工事中
も通常通りの開館を継続
し、入館者数はコロナ前
には回復しないものの、
増加傾向にある。ウォー
キングイベントとの連
携、朝鮮通信使、清見寺
等周辺施設との連携によ
る周遊促進、地元の子ど
もたちを中心とした積極
的な教育普及を通じ、東
海道の興津宿の観光拠点
としての魅力発信に取り
組んでいく。

92 1 (3) ②
芹沢銈介美術館管
理運営事業

文
化
振
興
課

芹沢銈介美術
館管理運営事
業

市
（直営）

静岡市名誉市民であり型
絵染の人間国宝・芹沢銈
介の芸術を永く後世に伝
える。美術に関する知識
の向上と文化の発展に寄
与する。

芹沢銈介の型絵染の作品等や芹
沢銈介が収集した世界各国の工
芸品の展示を行うとともに、講
座や講演会等教育普及事業を実
施する。

①企画展の開催件数
②講演会・講座等教育普及事
業の開催件数
③開館日数

①４回
②15回
③257日

①４回
②10回
③257日

83,133 70,383
①年間観覧者数
②観覧者満足度

①
30,000
人
②96.6
%

①
32,363
人
②
95.8%

①
28,013
人
②95.2
%

①
11,994
人
②
98.8%

①コロナ前の実績を考慮し
設定した。
②観覧者アンケートの満足
度の直近３か年の平均を考
慮し設定した。

①
30,925
人
②95.4
%

①Ａ
②Ａ

A

新型コロナウイルス
感染症拡大前の実績
を考慮した目標設定
としたが、期待どお
りの来館者を得るこ
とができた。

来館者のさらなる増加に
向けて、新たな情報発信
に取り組むなど、美術館
の認知度向上に努めてい
く。

93 1 (3) ②
市民ギャラリー事
業の実施

文
化
振
興
課

市民ギャラ
リー管理運営
事業

市
（委託）

市民に文化に触れる機会
と発表の場を提供し、文
化の向上を図る。

ギャラリー利用者の受付管理、
展示会予定表の作成、作業日誌
の作成等の管理運営事務及び
ギャラリー使用料徴収業務

①業務委託契約の締結
②業務委託完了報告書の確認
③業務委託の検収

①1件
②12件
③1件

①１件
②12件
③１件

7,004 6,972 年間利用率 68.36% 50.60% 59.10% 34.55%
令和元年度の実績値
（68.36%）を基に設定。

50.30% Ｂ B

新型コロナウイルス
感染症拡大前と同等
の実績を見込んでい
たものの、利用率が
回復せず目標値に届
かなかった。

利用率の向上を図るた
め、引き続き広報手段の
検討、照明設備等展示室
のリニューアルを順次実
施していく。

94 1 (3) ②

市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡音楽館管理運
営事業

文
化
振
興
課

静岡音楽館管
理運営事業

市
（直営・
委託）

市民の音楽に対する関心
を高め、市民文化の向上
を図る。

指定管理者制度による施設の維
持管理を行うとともに、多くの
市民が音楽文化に触れる機会を
提供するため、各種コンサート
や講座を実施する。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③13回

336,109 322,718

①施設利用率（年間平
均）
②定員に対するコン
サート入場者数の割合
（年間平均）

①
84.0％
②
70.0％

①
76.2%
②
64.7%

①
68.7%
②
54.7%

①
60.1％
②
75.8％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書内で設定した目
標値

①
77.9％
②
67.1％

Ａ A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したことにより、事
業の中止も無く利用
率は毎年上昇傾向に
あるものの、目標値
に届かなかった。

施設利用者の裾野を拡大
するため、市民の鑑賞機
会拡大や地域の音楽家の
支援・育成を図り、事業
内容を充実させていくこ
とで、施設利用率向上と
コンサート入場者数の増
加に努めていく。

95 1 (3) ②

市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡市美術館管理
運営事業

文
化
振
興
課

静岡市美術館
管理運営事業

市
（直営・
委託）

多様な美術表現を広く市
民に公開し、静岡市の特
色ある美術文化の創造と
発信を行い、美術に関す
る市民の知識及び教養の
向上を図る。

指定管理者制度による施設の維
持管理を行うとともに、多くの
市民が芸術文化に触れる機会を
提供するため、企画展示や講座
を実施する。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①1件
②3回
③13回

①１件
②３回
③13回

380,931 354,307

①累計入館者数
（150万人・R2～
R6）
②展覧会事業における
来場者満足度（年間平
均）

①30万
人
（150
万人/５
年）
②85％

①
202,13
6人
②
95.5%

①
191,27
5人
②
94.8%

①
235,24
8人
②
92.8％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書内で設定した目
標値

①
286,12
8人
②
96.0%

Ａ A

成果指標である年間
入館者数は目標を下
回ったものの、新型
コロナ感染症の影響
からは回復傾向にあ
る。また、展覧会満
足度は目標を大きく
上回って達成するこ
とができた。活動指
標も着実に達成して
おり、事業計画に従
い概ね良好に実施で
きたと考える。

効果的な広報手段を検討
することや、事業内容の
充実を図ることにより、
入館者数の増加に努めて
いく。

96 1 (3) ②

市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
中勘助文学記念館
管理運営事業

文
化
振
興
課

中勘助文化学
記念館管理運
営事業

市
（委託）

作家中勘助氏の業績の顕
彰や市民の文化・文芸活
動の場として広く市民の
文化向上に寄与するこ
と。

「中勘助文学記念館」の日常管
理運営及び中勘助顕彰事業の実
施。

①委託契約締結件数
②完了報告書確認・検収件数
（月報12件）

①８件
②12回

①８件
②12回

7,792 7,364 年間来場者数 2,116人 1,886人 1,695人 1,252人
令和元年度の実績値
（2,116人）を基に設
定。

2,178人 Ａ A

活用事業及び顕彰事
業を通して、新規顧
客層の取り込みに一
定の成果を上げるこ
とができ、新型コロ
ナウイルス感染症拡
大前の来場者数を上
回った。

顕彰事業及び記念館活用
事業の実施により、新規
顧客層の獲得を含め、引
き続き来館者の増加に努
めていく。

97 1 (3) ② 駿府匠宿運営事業

産
業
振
興
課

駿府匠宿運営
経費

市
（直営・
委託）

今川、徳川時代から受け
継がれてきた伝統工芸と
その後興った近代産業を
テーマにした体験型施設
「駿府匠宿」を運営し、
創作体験や各種展示を通
じて、来場者が工芸に親
しみ、歴史に触れる機会
を提供して、本市地場産
業の振興を図る。

①「駿府匠宿」の管理・運営を
指定管理者制度のもとに実施
②本市伝統工芸や地場産業を体
験できる場を提供

①協定締結事務件数
②年度評価回数
③定例会実施回数

①１回
②１回
③12回

①１回
②１回
③12回

235,013 234,857
①創作体験者数
②利用者満足度

①
22,400
人
②90％
以上

①
29,513
人
②
97.8%

①
22,512
人
②
95.0%

①
14,093

人
②

99.5％

①②指定管理業務仕様書に
規定する創作体験者
22,400人、利用者アン
ケートによる満足度90％
以上を目標値として設定し
た。

①
29,863
人
②
96.4%

S S

指定管理者の創意工
夫により創作体験者
数が目標値を大きく
上回り達成したた
め。

創作体験者数の減少がな
いように創作体験の内容
の更新を今後も行ってい
く。
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施

策
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大

施
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成
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根拠

98 1 (3) ②
図書館管理運営事
業

中
央
図
書
館

図書館管理運
営事業

市
（直営）

12館の図書館施設及び
移動図書館の安全で安心
できる維持管理を行う。

施設の適切な維持管理を行う。
①委託事業件数
②設備点検/維持管理作業件数

①67件
②11件

①61件
②30件

373,638 354,831

①図書館施設の瑕疵に
よる事故件数
②図書館施設の瑕疵に
よる閉館日数

①0件②
0日

①0件②
0日

①0件②
0日

①0件②
0日

①直近３か年の実績は０件
である。図書館施設は全体
的に老朽化が進んでいる
が、今後も計画的な設備点
検や委託事業等を実施し、
利用者が安全で安心できる
施設の維持管理を確実に実
現する必要があることか
ら、図書館施設の瑕疵によ
る事故件数０件を目標値と
して設定した。
②直近３か年の実績は０日
である。今後も計画的な設
備点検や委託事業等を実施
し、図書館施設の瑕疵によ
る閉館という事態で利用者
の不利益になることを防ぐ
必要があることから、図書
館施設の瑕疵による閉館日
数０日を目標値として設定
した。

①0件
②0日

A A

利用者にとって安心
安全な施設の維持管
理ができ、図書館施
設の瑕疵による事故
や、閉館という事態
で利用者の不利益に
なることを防ぐこと
ができた。

図書館施設は各館とも全
体的に老朽化が進んでい
るため、今後も計画的な
設備点検や施設保全のた
めの委託業務を確実に実
施していく必要がある。
また、アセットマネジメ
ント計画に基づき、各館
の施設改修について関係
課と連携し、新たな計画
の着実な推進を図る。

99 1 (3) ②
清水港船宿記念館
管理運営事業

観

光

・

M

I

C

E

推

進

課

清水港船宿記
念館管理運営

市
（委託）

次郎長翁の功績と清水地
区の歴史、文化を紹介す
ることで、清水港エリア
のまち歩き観光の拠点と
して活用する。

施設の維持管理運営を行う。ま
た、指定管理者の行う事業によ
り、施設の高度利用と魅力づく
りを図ると共に、情報を発信し
集客を図る。

①指定管理事務の実施
②連絡会議の開催
③東海道まちあるきウェブサ
イトへの情報掲載

①実施
②年４回
以上
③年４回
以上

①実施
②４回
③３回

8,399 8,198

①施設来館者数
②来場者アンケートの
満足度（５段階評価で
４以上の割合）

①
10,000
人
②
80.0%

①7,350
人
②
92.4%

①4,330
人
②
84.2%

①4,783
人
②
83.7%

①指定管理者が事業計画書
で設定している当該年度の
目標値を指標として設定し
た。
②指定管理業務仕様書に設
定している来場者アンケー
ト満足度の目標値を指標と
して設定した。

①7,739
人
②
88.8%

①Ｃ
②Ａ

B

来館者数は前年度比
で約5％増加したも
のの、約5か月間の
改修工事の影響で期
間中の来館者が前年
度比減となり大きな
回復に至らず、目標
来館者数を達成でき
なかった。
一方、施設改修工事
中も来館者に丁寧な
案内をしたり、リ
ニューアルに合わせ
展示構成を見直すな
どの対応に努めたこ
とで、来場者から高
い満足度を得られ
た。

クルーズ船客の来館増な
ど好影響が出ているが、
引き続き施設の認知度向
上や改修工事を活かした
施設の魅力の発信に努め
るとともに、展示内容の
工夫、インバウンド対応
や季節に合わせたイベン
トの実施等、来館者数の
増加に向けた取組を積極
的に進める。

100 1 (3) ②
静岡市東海道広重
美術館管理運営事
業

観

光

・

M

I

C

E

推

進

課

東海道広重美
術館管理運営
事業

市
（委託）

東海道五十三次を代表作
とする歌川広重の浮世絵
を所蔵し、市民・観光客
に広く閲覧することで、
文化の振興と、街道観光
に寄与する。

施設の維持管理運営を行う。ま
た、指定管理者の事業により、
施設の高度利用と魅力づくりを
図る。また、広重美術館及び由
比本陣施設指定管理者とともに
集客対策を進める。

①指定管理業務の実施
②連絡会議の開催
③東海道まちあるきウェブサ
イトへの情報掲載

①実施
②年６回
以上
③年４回
以上

①実施
②12回
③６回

37,959 37,139

①施設来館者数
②来場者アンケートの
満足度（５段階評価で
４以上の割合）

①
21,500
人
②
80.0%

①
16,766
人
②
86.4％

①
13,484
人
②
84.2%

①
10,607
人
②
83.7%

①指定管理者が事業計画書
で設定している当該年度の
目標値を指標として設定し
た。
②指定管理業務仕様書に設
定している来場者アンケー
ト満足度の目標値を指標と
して設定した。

①
26,319
人
②
88.4％

①Ｓ
②Ｓ

S

他の施設・団体との
連携を展覧会事業に
活かし、様々な切り
口で幅広い層へ浮世
絵文化の魅力を発信
することで目標の来
館者数を大幅に上
回った。
また、利用者の希望
に合わせた展示解説
を行うことにより来
場者満足度の目標値
を大幅に上回った。

設定した成果指標は目標
値に達しているが、イン
バウンドや小学生への教
育普及事業については、
改善の余地がある。英語
解説による来館対応や市
内外への出前講座を実施
し、さらなる来館者増加
を図っていく。

101 1 (3) ②
埋蔵文化財セン
ター管理運営事業

文
化
財
課

埋蔵文化財セ
ンター管理運
営事業

市
（直営）

埋蔵文化財センターの円
滑な管理運営と共に出土
遺物の調査整理と展示公
開を行い、市内の埋蔵文
化財について顕彰する。

①発掘調査した遺跡の資料整理
作業と出土遺物の保管・管理を
行う。
②整理作業の終了した遺物の展
示や遺跡の紹介を行う。

①出土遺物の実測点数
②企画展の開催回数

①500点
②３回

①426点
②３回

50,164 48,561
①年報、報告書完成２
件以上
②来館者数

①２件
②2,276
人

①2件
②2,168
人

①１件
②1,389
人

①２件
②893人

①施設設置の本来目的であ
る出土資料の整理作業の結
果として作る、年報など報
告書完成件数を目標値とし
た。
②調査成果を公開した企画
展開催等による年間来館者
数を、前年度5％増を目標
値とした。

①３件
②1,800
人

①S
②B

A

来館者が目標よりも
少なかったが、年度
途中に急きょ依頼の
入った発掘調査報告
書を刊行して当初予
定件数以上の報告書
を作成、刊行した。

実施した発掘調査の規模
によって実測する遺物の
特徴が異なるが、安定的
に実測を進めて、報告書
にまとめられるよう、正
確・迅速な実測作業のス
キルを磨き、報告書を作
成する体制を維持、強化
していく。

102 2 (1) ①

地域デザインカ
レッジ2023
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

地域の課題を正確に把握
し、地域住民とともに解
決策に取り組むことがで
きる人材を養成する。

地域の課題を解決するスキル習
得の学習機会と、課題解決に向
けたチャレンジの場を提供する
講座の実施。

講座回数 ５回 5回 4,325 3,378

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②10人

①100%
②10人

①100%
②6人

①100%
②12人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②10人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

103 2 (1) ①

駿河区地域の人材
育成事業　駿援隊
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

地域コミュニティ（自治
会・町内会等）をリー
ダーとともに支える人材
を育成する。

女性目線の防災講座の実施。
（駿河区地域総務課）

講座回数 ４回 4回 650 637

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②22人

①100%
②22人

— —
①②講座中止でR3、R4の
データが無いため、前年度
実績を基に設定した。

①
94.3%
②37人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

104 2 (1) ①

UDOまちづくり
ベース
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

まちづくりに関わる実践
活動や組織づくりができ
る人、さらにはリーダー
を育てていくこと。

理想的なビジョン（住み続けた
いと思うまちの姿）の「活動の
実践」や「既存事業の持続化」
に寄与する学びや交流の場を提
供する講座の実施。
（有度生涯学習交流館）

講座回数 ４回 4回
指定管理料

の一部
指定管理料

の一部

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①80%
②30人

— — —
講座実施初年度となるた
め、①を80%、②を定員
数に設定した。

①100%
②22人

①S
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者25人に対し
修了生22人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

105 2 (1) ①

多文化共生サポー
ター養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

日本人と外国人住民の交
流を増やし、地域の支え
あいを進めることができ
る「多文化共生サポー
ター」を養成する。

多文化共生を進めるために重要
となる、地域の課題の把握や、
やさしい日本語のスキルなどを
学ぶ機会を提供する講座の実
施。
（国際交流課）

講座回数 ５回 5回 186 124

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②20人

①100%
②19人

①100%
②19人

①100%
②21人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②16人

①A
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者19人に対し
修了生16人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

　①シチズンシップに富んだ人材の養成

（１）地域や社会を担う人材の養成

２　学びを地域や社会に活かすための支援の充実
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

106 2 (1) ①

「消費の賢者」
ウェブセミナー
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

人・社会・地域・環境に
配慮した「エシカル消
費」等の知識を得て、地
域・学校・職場などにお
いてその実践ができる消
費者市民を育成する。

消費者として知っておきたい契
約の基礎知識や消費者トラブル
の事例、悪質商法の手口とその
対処法などを学ぶオンライン講
義の実施。
（生活安全安心課）

講座回数 ４回 4回 173 122

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②8人

①100%
②8人

①100%
②7人

①100%
②7人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②3人

①A
②C

B

成果指標①は目標を
9割以上達成した
が、②が受講者10人
に対し修了生３人と
目標の７割を下回
り、課題が残る結果
となった。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

107 2 (1) ①
環境大学
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

環境全般について専門的
な知識を修得し、身の回
りの環境問題の解決に向
かって主体的に取り組む
環境学習リーダー・学習
支援スタッフを育成する
ことにより、よりよい静
岡市の環境を将来の世代
へ継承することを目指
す。

多彩な大学教授・現場を熟知す
る専門家が講師となり、環境問
題を様々な視点から捉え、自ら
が行動するための知識や実践的
な技能を学ぶ講座の実施。
（ごみ減量推進課）

講座回数 10回 13回 678 450

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②25人

①100%
②25人

①100%
②20人

①100%
②15人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②24人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

108 2 (1) ①

市民生きもの調査
員養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

生物多様性保全のために
生きもの調査を実施でき
る人材を養成する。

市内に生息する多種多様な生き
ものの調査を実施できる人材の
養成を行うために、生きものの
見分け方やモニタリング手法を
学び、専門家と共にフィールド
に出て実際に調査を行う講座の
実施。
（環境共生課）

講座回数 ６回 6回 165 115

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
97.2%
②22人

①
94.4%
②21人

①100%
②23人

—

①②R3から新設講座のた
め、直近２か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①
94.1%
②20人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

109 2 (1) ①

観光ボランティア
ガイド養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

観光ガイドによるおもて
なしやガイドを行なうこ
とで、観光地の魅力度を
向上させ、観光による交
流人口の拡大と地域経済
の活性化を図る。

観光ボランティアガイドとして
活動している団体の会員から、
ガイドとしておもてなしをする
うえで必要となる心構えや、市
内の観光地を案内する際のポイ
ント等を学ぶ講座の実施。
（観光・MICE推進課）

講座回数 ６回 6回 200 193

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②24人

①100%
②24人

①100%
②12人

①100%
②4人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②16人

①A
②C

B

成果指標①は目標を
9割以上達成した
が、②が受講者20人
に対し修了生16人と
目標の７割を下回
り、課題が残る結果
となった。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

110 2 (1) ①

英語deおもてなし
サポーター養成講
座養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

クルーズ船乗船客等に対
しておもてなしやガイド
を行なうことで、観光地
の魅力度を向上させ、観
光による交流人口の拡大
と地域経済の活性化を図
る。

主にクルーズ船寄港時に、英語
でのガイドをしている団体の会
員から、海外の方をおもてなし
をするうえで必要となる心構え
や、英語で案内する際のポイン
ト等を学ぶ講座の実施。
（観光・MICE推進課）

講座回数 ６回 6回 350 345

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
96.1%
②20人

①
88.2%
②20人

①100%
②9人

①100%
②4人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①
84.2%
②19人

①B
②A

A

成果指標①が目標の
９割をわずかに下
回ったものの、②は
目標を9割以上達成
し、目的に沿った人
材を養成することが
できた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

111 2 (1) ①
文化財サポーター
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

市内の貴重な歴史資源の
保護や活用、情報の発信
におおきな役割を担っう
人材の養成。

文化財の現地見学や講義を通し
て、文化財の保護・活用につい
て基礎的な知識を学ぶ講座の実
施。
（文化財課）

講座回数 ５回 5回 347 104

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②12人

①100%
②6人

①100%
②16人

①
93.3%
②14人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②14人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

112 2 (1) ①

食育ボランティア
人材養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

身近な食を改めて学び直
すことで、食育活動への
興味を高め、食育活動の
普及啓発及び潜在的な担
い手を掘り起こす。

誰もが向き合う「食」をテーマ
に、医療、栄養、料理だけでな
く、厨房見学や調理実習、参加
者同士のディスカッションなど
「体験価値」通じ、身近な視点
から「楽しく」学ぶ講座の実
施。
（健康づくり推進課）

講座回数 10回 10回 546 277

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①80%
②30人

— — —
講座実施初年度となるた
め、①を80%、②を定員
数に設定した。

①
95.8%
②27人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

113 2 (1) ①

運動でつながる～
スキルを活かそう
～
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

「運動」をテーマに、自
らが持つスキルを地域で
活かす具体的な方策と契
機を提供することで、地
域で活動する人材の発掘
と育成を図る。

「運動」をテーマに自身が伝え
られること・伝えたいこと等を
整理しながら講座として企画
し、シミュレーションと実践を
行う講座の実施。
（駿河生涯学習センター）

講座回数 ５回 5回
指定管理料

の一部
指定管理料

の一部

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②8人

①100%
②8人

— —
①②R4から新設講座のた
め、前年度実績を基に設定
した。

①100%
②5人

①A
②C

B

成果指標①は目標を
9割以上達成した
が、②が受講者６人
に対し修了生５人と
目標の７割を下回
り、課題が残る結果
となった。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

114 2 (1) ①

地域支え合い人材
養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

地域における高齢者の現
状や課題を把握し、高齢
者のための通いの場や居
場所づくりなどの地域支
え合い活動におけるリー
ダーとなる人材を養成す
る。

地域における高齢者の現状や課
題を把握し、高齢者のための通
いの場や居場所づくりのために
必要なことを講義形式で学び、
さらに、実践者からの報告、グ
ループワーク等により具体的な
活動をイメージしていく講座の
実施。
（地域包括ケア・誰もが活躍推
進本部）

講座回数 ５回 5回 594 557

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②9人

①100%
②9人

①100%
②5人

—

①②講座中止でR2のデー
タが無いため、直近２か年
の平均値と前年度実績を比
較して高い値を基に設定し
た。

①100%
②14人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

115 2 (1) ①

市民後見人養成講
座（基礎編）
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）
※隔年実施

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

認知症高齢者等が増加す
る中、成年被後見人を地
域で支える体制を構築す
るために、その新たな担
い手として市民後見人を
養成する。

成年後見制度の概要や対象者理
解などを、実習を交えて学ぶ講
座の実施。
（福祉総務課）

講座回数
隔年開催
のため未
実施

— — —

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

—
①100%
②13人

—
①100%
②16人

①②隔年開催でR５は未実
施。

隔年開催
のため未
実施

— D — —

116 2 (1) ①

再犯防止に関する
支援者養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

再犯防止の推進に理解あ
る市民を増やし、犯罪を
した者等の社会復帰を推
進する。

犯罪等をした者等の処遇につい
てや（保護観察や保護司制度
等）、社会復帰のための就労・
居住支援の制度について学び、
再犯防止の推進について理解を
深める講座の実施。
（福祉総務課）

講座回数 ７回 7回 233 40

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①80%
②20人

— — —
講座実施初年度となるた
め、①を80%、②を定員
数に設定した。

①100%
②15人

①S
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者17人に対し
修了生15人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

117 2 (1) ①

アイボランティア
入門講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

視覚障がいのある人を支
援するボランティアを養
成する。

視覚障がいへの理解を深め、視
覚障がいのある方々との座談会
や、点訳、音訳、ガイドヘルプ
などの体験を行い、必要なサ
ポートを学ぶ講座の実施。
（障害福祉企画課）

講座回数 ７回 7回 171 165

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
96.3%
②11人

①
88.9%
②11人

①100%
②14人

①100%
②5人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②17人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

13
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118 2 (1) ①

移動支援事業従事
者養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

知的障がい及び精神障が
いのある方を対象とした
ガイドヘルパーを担える
人材を養成する。

移動支援の基礎知識や障がいの
ある方への接し方などを、講義
や実際の外出支援への同行を通
じて学ぶ講座の実施。
（障害福祉企画課）

講座回数
６回
(3回×
２)

６回
(3回×２)

807 807

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
94.6%
②60人

①
96.3%
②60人

①
92.9%
②22人

—

①②R3から新設講座のた
め、直近２か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②44人

①A
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者49人に対し
修了生44人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

119 2 (1) ①

こころのバリアフ
リープロモーター
育成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

精神疾患とその障害特性
を理解し、精神障がい者
の社会参加の促進や活動
支援を共に行える人材を
育成する。

精神疾患に関することや障がい
者が抱える生活のしづらさにつ
いて、お互いの理解を深めなが
ら、こころのバリアフリー活動
を実践できるようになる講座の
実施。
（こころの健康センター）

講座回数 ５回 5回 139 162

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②11人

①100%
②9人

—
①100%
②13人

①②講座中止でR3のデー
タが無いため、２か年の平
均値と前年度実績を比較し
て高い値を基に設定した。

①100%
②9人

①A
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者10人に対し
修了生９人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

120 2 (1) ①

女性のための支援
者養成講座＋（プ
ラス）
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

女性特有の困難について
理解し、伴走型支援のス
キルを身につけた人材を
育成する。

様々な分野における女性特有の
困難について、現場の声も取り
入れ、意見交換の場や受講者同
士のネットワークを構築する講
座の実施。
（男女共同参画・人権政策課）

講座回数 ５回 5回 1,600 1,593

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
93.1%
②32人

①
93.1%
②32人

— —
①②R4から新設講座のた
め、前年度実績を基に設定
した。

①100%
②26人

①S
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者34人に対し
修了生26人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

121 2 (1) ①

子育て∞親育ち学
校
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

子育てを楽しめる力を養
うと共に、子育て支援に
関心のある方が、様々な
視点で子育て家庭との関
わり方を学ぶことで、地
域で活躍できる人材を育
成する。

子どもの発達、心の成長、おも
ちゃ遊び、外遊び、親のメンタ
ルヘルスなど、専門家から子育
ての楽しめる力を養う講座の実
施。
（子ども未来課）

講座回数 ６回 6回 609 513

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
92.2%
②24人

①
86.7%
②24人

①100%
②22人

①
90.0%
②20人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①
94.7%
②27人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

122 2 (1) ①

ひきこもりサポー
ター養成講座
（こ・こ・に講
座）

生
涯
学
習
推
進

課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

ひきこもり支援を適切に
行える人材を養成するこ
とにより、ひきこもり支
援の資質向上を図る。

「ひきこもりとは？」という基
礎知識から、講座修了後のサ
ポーター活動を見据えた実際の
支援方法まで取り組む講座の実
施。
（青少年育成課）

講座回数 ６回 6回 106 94

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
97.8%
②15人

①
93.3%
②15人

①100%
②19人

①100%
②11人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②9人

①A
②C

B

成果指標①は目標を
9割以上達成した
が、②が受講者10人
に対し修了生９人と
目標の７割を下回
り、課題が残る結果
となった。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

123 2 (1) ①

”学校・地域 ひと
つなぎ”コーディ
ネーター養成講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

学校と地域をつなぐコー
ディネート役を担い、学
校の教育活動へ参画し、
学校支援・放課後の居場
所づくり等の連携・協働
活動を推進していくこと
ができる人材を育成す
る。

教育や学校と地域の連携のあり
方、コーディネーターの役割、
広報や情報収集、活動プログラ
ム立案等のスキルを学ぶ講座の
実施。
（教育総務課）

講座回数 ６回 6回 990 962

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②30人

①100%
②30人

①100%
②21人

①100%
②18人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②26人

①A
②B

A

成果指標①は目標を
9割以上達成し、②
が受講者29人に対し
修了生26人と目標の
９割をし下回ったも
のの、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

124 2 (1) ①

学習支援人材養成
講座
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

地域で学習支援活動に意
欲的に参加し、自らが課
題解決に取り組む中核と
なる人材を育成する。ま
た、仲間づくりによる更
なる地域人材の発掘・育
成を目指す。

生活が苦しい、学校に馴染めな
い、日本語が不自由などの様々
な困難を抱えている子どもへの
支援を始めたいと考えている方
に、必要な知識や活動の実例を
紹介し、活動への参加のきっか
けとする講座の実施。
（葵生涯学習センター）

講座回数 ５回 5回
指定管理料

の一部
指定管理料

の一部

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②6人

①100%
②6人

①100%
②4人

①
85.7%
②7人

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②8人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

125 2 (1) ①

ものづくりプラモ
デル大学
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

行政やプラモデル業界と
ともにプラモデルを活用
したまちづくりに参画す
る人財を育成する。

プラモデル産業が抱える課題を
捉え、プラモデルに関する知
見、技術を学習すると共に、プ
ラモデルを活用したまちづくり
に関する手法を習得する。
（産業振興課）

講座回数 10回 10回 1,700 1,568

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②23人

①100%
②23人

①
94.1%
②20人

—

①②R3から新設講座のた
め、直近２か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①100%
②31人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

126 2 (1) ①
静岡市お茶の学校
（こ・こ・に地域
チャレンジ学部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

「静岡市のお茶」「お茶
のまち静岡市」に関心・
愛着を持った「お茶のま
ち静岡市」のサポーター
やコーディネーター役を
担う人づくりを推進す
る。

茶業者から茶業の現状などにつ
いて直接話を聞く機会を提供
し、「静岡市のお茶」について
様々な分野から総合的に学ぶ講
座の実施。
（農業政策課）

講座回数 ７回 7回 357 200

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
94.5%
②15人

①
88.9%
②14人

①100%
②16人

—

①②講座中止でR2のデー
タが無いため、直近２か年
の平均値と前年度実績を比
較して高い値を基に設定し
た。

①100%
②17人

①S
②S

S

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

127 2 (1) ①

高校生まちづくり
スクール（プロ
ジェクト編）
（こ・こ・に高校
生チャレンジコー
ス）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

若者の地域定着を図るた
め、若者の社会参画を促
すことで、自己有用感及
び地域への愛着を高め
る。

参加者が自身の興味関心から発
見された地域課題を解決するた
めのプロジェクトを考案し実行
する講座の実施。
（青少年育成課）

講座回数 ６回 6回 699 689

①受講した人のうち、
シチズンシップが身に
ついた人の割合
②修了生数

①
100%
②20人

①100%
②12人

①
94.4%
②22人

①96%
②29人

①直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した。
②講座定員を基に設定し
た。

①100%
②10人

①A
②C

B

成果指標①は目標を
9割以上達成した
が、②が受講者10人
に対し修了生10人と
目標の７割を下回
り、課題が残る結果
となった。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

128 2 (1) ① 生涯学習事業

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

郷土理解、地域産業、市民主体
のまちづくりを推進する人材育
成等を扱った講座の実施（l,m）

講座回数
各２回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
全ての施
設で達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 93.7% 92.7% 92.1% 96.4%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

93.1% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

129 2 (1) ①
ゲートキーパー養
成研修

精
神
保
健
福
祉
課

ゲートキー
パー養成研修
（一般市民向
け）

市
（直営）

自殺のリスクを抱える方
の早期発見・早期対応を
図るため、自殺の危険を
示すサインに気づき、適
切な対応を行うことので
きる人材を養成する。

自殺の危険を示すサインに気づ
き、適切な対応（悩んでいる人
に気づき、声をかけ、話を聞い
て、必要な支援につなげ、見守
る）を行うことのできる「ゲー
トキーパー」を養成する。

ゲートキーパー養成研修（一
般市民向け）の動画作成

動画の作
成１件

１件
作成済

0 0
ゲートキーパー養成研
修（一般市民向け）動
画へのビュアー数

60件 ー ー ー

令和６年３月１日に動画を
公開する予定であるため、
他の研修動画の令和５年３
月の１か月分の閲覧者数を
参考とした。

３ A A

ゲートキーパー養成
研修（一般市民向
け）動画を作成し、
年度末に専用HPにて
公開に至ったばかり
である。今後、計画
的に周知する予定。

次年度以降は、ゲート
キーパーの講師を養成す
るための研修を促進し、
研修受講者による周知に
より、適切な対応を行う
ことのできる市民を育成
する。
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指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

130 2 (1) ① 要約筆記者養成講座

障
害
福
祉
企
画
課

要約筆記者養
成研修事業

市
（委託）

聴覚に障がいのある人の
交流活動の促進及びコ
ミュニケーションを支援
する人材を養成する。

聴覚に障がいのある人のコミュ
ニケーション支援の一つとし
て、要約筆記を行う人材を養成
する講座の開催

①②ともに講座開催数 ①23回
②２回

①23回
②２回

873 872
①②ともに受講者数 ①20人

②30人
19人 1人 ３人

①受講生の減少により事業
の見直しを行い、令和４年
度より県との共催事業と
なったため、R4～県講座
の定員数を目標値とした。
②R5年度からの新規事業
のため定員数を目標値とし
た。

①22人
（県内）
②33人

Ｓ S

目標どおり講座を開
催し、受講者は目標
人数を上回ったた
め。

R4年度から県との共同実
施とし、受講希望者への
訴求力を高めるととも
に、事業実施の効率性を
高める。

131 2 (1) ①
静岡市型人材養成
事業

障
害
福
祉
企
画
課

静岡市型人材
養成事業

市
（委託）

本市に在住する重症心身
障がい児（者）の方への
支援体制を充実させるた
め、事業所職員、看護師
の他、当事者の保護者に
も講師に加わってもら
い、利用者目線を重視し
た「静岡市型人材養成事
業」を実施する。

重症心身障がい児（者）対応の
既存施設、親の会等との連携に
より、利用者目線の実践的な支
援技術を身に着けるための研修
等を実施

人材養成講座の開催 実施 実施 387 384 講座実施回数 10回 11回 ８回 ０回

過去３年間の実績値より目
標値を設定した。（コロナ
禍により実施できなかった
令和２年度を除く）

14回 Ｓ S

講座の周知が各学校
に広がり、講座実施
回数が増え、より多
くの学生が講座を受
講することができた
ため。

引き続き講座を実施し、
周知を行い、講座を実施
する学校の新規開拓をし
ていく。

132 2 (1) ①
手話奉仕員養成講
座

障
害
福
祉
企
画
課

手話奉仕員養
成研修事業

市
（直営・
委託）

聴覚障がい、または言語
機能に障がいがある人
（聴覚障がい者等）のコ
ミュニケーションを支援
する手話通訳者を育成す
るための人材（手話奉仕
員）を養成する。

手話通訳者を養成するため、そ
の基礎となる手話奉仕員養成講
座を開催

手話奉仕員養成講座の開催

92回
（昼の部
46回夜
の部46
回）

92回
（昼の部
46回、夜
の部46
回）

1,876 1,876 受講者数 53人 51人 51人 57人

安定した受講者数の確保を
目指すため、過去３年の受
講者数の平均値を目標値と
して設定した。コロナウイ
ルスの影響によりR3年度
は中断となったため、R4
年度はR3年度受講生がそ
のまま受講した。

63人
（昼の部
30人、
夜の部
33人）

Ｓ S
目標値を上回ったた
め。

今後も受講生確保のため
の周知と、修了生に向け
た県講座への受講に繋げ
るべく働きかける。

133 2 (1) ①
地域学校協働活動
推進事業

教
育
総
務
課

地域学校協働
活動推進事業

市
（直営・
委託）

学校と地域が連携・協働
することにより、地域全
体で子どもたちの健やか
な育成を図る。

①全小中学校で学校応援団活動
を実施
②地域との連携・協働による円
滑な放課後子ども教室の運営
③統括・地域学校協働活動推進
員の配置

①学校応援団実施校数
②放課後子ども教室実施校数

①126校
②81校

①126校
②81校

106,422 89,196

①地域の子どもは、学
校だけでなく、地域住
民も主体的に関わり育
てていくものと考える
地域住民の割合
②放課後子ども教室参
加児童の満足度「楽し
い、どちらかというと
楽しい」

①85%
②
100%

①－
②91％

①－
②94%

①－
②96%

①地域へのアンケート調査
により、算出。全ての小中
学校で地域との連携が実現
することを目指し設定し
た。
②児童へのアンケート調査
により、算出。全ての児童
に安全安心な場の提供がで
きているか判断するため、
満足度を指標とした。

①
98.9％
②
92.1％

①A
②A

A

統括的な推進員と地
域学校協働活動推進
員による支援活動
や、おたより・リー
フレット等による事
例紹介・情報提供に
より、各学校、地域
の実情に応じた学校
支援活動の推進や放
課後子ども教室を実
施することができた
ため。

放課後子ども教室での活
動内容がパターン化する
傾向があることから、今
後も研修会で推進員同士
が意見交換する場を設
け、児童がより楽しめる
内容を企画できるように
支援する。

134 2 (1) ①
認知症サポーター
養成講座

地
域
包
括
ケ

ア
・
誰
も
が
活

躍
推
進
本
部

認知症施策等
総合支援事業
（経常）

市
（直営）

認知症の発症初期から地
域における認知症の人へ
の支援体制の構築を図
る。

認知症サポーターの養成
認知症サポーター養成講座の
開催数

110回 97回 1,964 1,059 サポーター養成数 3,800人
２,404
人

2,226人 ②802人

新型コロナウイルス感染症
の影響を受けていない令和
元年度以前の養成数を考慮
し、目標値を設定した。

2,744人 B B

養成者数は増加して
いるものの、目標よ
り不足した数となっ
たため。

近年増加している若年層
を対象とした開催をさら
に活性化させるための周
知を行うとともに、企業
等大規模な実施が可能な
団体への周知を強化す
る。

135 2 (1) ②

アイセル女性カ
レッジ
（こ・こ・にキャ
リアチャレンジ学
部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

地域や職場でリーダーと
して活躍できる女性の人
材育成を目的とする。

防災分野に女性の視点、男女共
同参画の視点が必要であること
を理解し、自治会、自主防災会
などの場で、主体的に活動する
きかっけや情報が得られる講座
の実施。
（男女共同参画・人権政策課）

講座回数 ７回 7回
指定管理料

の一部
指定管理料

の一部

①受講した人のうち、
仕事や就活活動に活か
せると思った人の割合
②修了生数

①80%
②17人

—
②17人

—
②15人

—
②19人

①新たな指標となるため、
80%に設定した。
②直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した。

①100%
②21人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

136 2 (1) ②

しずおか教師塾
（こ・こ・にキャ
リアチャレンジ学
部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

教育に対する情熱や使命
感をもち、公教育が抱え
る現在の多様な教育的
ニーズに正面から取り組
むことができ、人を敬
い、子どもを愛し、次代
を担う人づくりへの職責
を果たし、市民から信頼
される人材を育成する。

人間力を磨くための「人学（ひ
とまなび）講座」「及び教師力
を高めるための「教育講座」を
中心に、宿泊体験講座や未来講
座等の講座の実施。
（教職員課）

講座回数 15回 15回 2,109 1,989

①受講した人のうち、
仕事や就活活動に活か
せると思った人の割合
②修了生数

①80%
②24人

—
②24人

—
②23人

—
②23人

①新たな指標となるため、
80%に設定した。
②直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した。

①100%
②30人

①A
②S

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

137 2 (1) ②

ヘルシー食deブラ
ンディング飲食関
係者向け専門講座
（こ・こ・にキャ
リアチャレンジ学
部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

ヘルシーメニュー提供の
意義や技術的指導を実
施。また、提供だけでな
く手段として社会課題解
決に生かせる人材を養成

ヘルシーメニュー提供に向けた
技術的指導やマーケティング、
ブランディングを学びながら取
り組み、食を社会課題解決に生
かす手法を学ぶ講座の実施。
（健康づくり推進課）

講座回数 ５回 8回 1,060 990

①受講した人のうち、
仕事や就活活動に活か
せると思った人の割合
②修了生数

①80%
②5人

— — —

①新たな指標となるため、
80%に設定した。
②講座実施初年度となるた
め定員数に設定した。

①100%
②5人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

138 2 (1) ②

ライフデザイン・
ワークショップ
ファシリテーター
養成講座
（こ・こ・にキャ
リアチャレンジ学
部）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営・
委託）

就職氷河期世代をはじめ
とする、働くことに課題
や困難を抱える方の再
チャレンジを応援するこ
とができる人材を育成
し、地域で人を支える体
制を構築する。

ライフデザイン・ワークショッ
プやライフデザイン・ダイア
ローグ等の各種プログラムに
ファシリテーターとして参加す
る人材を育成するため、ライフ
デザインの考え方を学び、ファ
シリテーターに必要な知識の習
得を目指す講座の実施。
（地域包括ケア・誰もが活躍推
進本部）

講座回数 ８回
16回
（8回×
2）

3,680 3,680

①受講した人のうち、
仕事や就活活動に活か
せると思った人の割合
②修了生数

①80%
②30人

—
②30人

— —

①新たな指標となるため、
80%に設定した。
②R4から新設講座のた
め、前年度実績を基に設定
した。

①
96.8％
②36人

①S
②S

S

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

139 2 (1) ②

高校生まちづくり
スクール（ビジネ
ス編）
（高校生チャレン
ジコース）

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

高校生の地域社会へのさ
んかを促し、まちづくり
の担い手となる人材を育
成する。

地域の課題をビジネスの手法に
よって解決する提案について、
マーケティングやブランディン
グを学びながら取り組む講座の
実施。

講座回数 ５回 5回 1,358 1,285

①受講した人のうち、
仕事や就活活動に活か
せると思った人の割合
②修了生数

①80%
②25人

—
②16人

—
②42人

—
②24人

①新たな指標となるため、
80%に設定した。
②講座定員を基に設定し
た。

①100%
②24人

①A
②A

A

成果指標①、②とも
に目標を9割以上達
成し、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

　②地域経済を担う人材の養成
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140 2 (1) ② 生涯学習事業

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（直営・
委託）

各生涯施設における現代
的課題及び地域課題を
扱った講座等の実施

多様性の尊重、社会的包摂、消
費者問題、金融、税金等を扱っ
た講座の実施（a,k）

講座回数
各２回以
上

センター
11施設
中、全て
の施設で
達成

交流館21
施設中、
20施設で
達成

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

受講生満足度 91.6% 91.6% 87.8% 91.8%
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

88.8% A A

実施施設数、満足度
ともに目標の９割を
超え、目的に沿った
人材を養成すること
ができた。

社会情勢の変化に伴い、
地域や社会に求められる
人材も変化するため、求
められる人材に合わせた
講座実施に取り組んでい
く。

141 2 (1) ②
地場産業後継者育
成事業

産
業
振
興
課

地場産業後継
者育成事業

市
（直営）

地場産業界の後継者確保
と後継者育成及び新規就
業者の支援を行う。

①地域産業団体での最長３カ月
の現場実習を支援（短期支援事
業）
②伝統産業で最長２年間の技術
習得を支援（長期支援事業）
③物作りで生計を立てようとす
る者の独立を支援（独立支援事
業）
④長期支援修了者を雇用した事
業主を支援（雇用奨励金）

実習生への訪問 １人２回 １人２回 11,796 11,949
新規制度利用者数
①長期支援
②独立支援

①３人
②-

①４人
②-

①３人
②２人

①２人
②１人

①②毎年度予算の範囲内で
新規を募集しているため。
（同水準を維持していくこ
とにより、伝統工芸の後継
者が着実に増えていくた
め。）

①３人
②-

A A

長期支援事業の新規
制度利用者数が目標
を達成し、独立支援
事業の新規利用者は
なかったものの、長
期支援事業修了者は
実習先事業所での雇
用が継続しており、
地場産業界への従事
は定着しているた
め。

後継者不足の深刻化に併
せ、制度内容を時代に適
したものへと見直しを
行っていく。

142 2 (1) ②
アグリチャレンジ
パーク蒲原の運営

農
業
政
策
課

蒲原畑総区域
内公共用地活
用事業

市
（直営・
委託）

新規就農者の育成及び市
民に対する農業の啓発を
実施し、農業に対する理
解を深める。

新規就農者育成のための研修実
施及び市民対象の農業体験イベ
ントの実施。

①研修ほ場を利用した農業研
修生の確保
②農業体験イベント参加組数

①６区画
②300人
/または
100組/
年

①６区画
②391人
/130組/
年

5,180 3,841
新規就農者の養成研修
（年間）

30回 30回 30回 30回

新規就農者育成のための栽
培講習・経営講習等につい
て、各講習会受講後の実践
期間等を考慮し、月２回程
度のペースで実施すること
を目標値とした。

30回 Ａ A

研修は、栽培講習、
経営講習を中心に年
30回を計画的に実施
することができた。

研修ほ場がすべて利用さ
れるよう、研修生が参加
しやすいカリキュラム
（就農に向けた研修項目
の追加など）を検討する
ほか、研修生募集の広
報・ＰＲ強化に努める。

143 2 (1) ②
再就職支援技能講
座（介護職員初任
者研修講座）

商
業
労
政
課

再就職支援技
能講座の開催

市
（委託）

離職者の再就職を支援す
る。

介護職員初任者研修講座の開催
介護職員初任者研修講座の開
催

２回 2回 1,784 994

①申込者数
②修了者数
③修了者アンケートに
おいて「就職活動に際
し、資格が役に立っ
た」との回答率

①53人
②34人
③83％

①61人
②36人
③87%

①47人
②29人
③75％

①52人
②38人
③65％

①②③前年度並みの申込
者・修了者・就職率の確保
を目指し、目標値を設定し
た。

①50人
②33人
③86％

①Ａ
②Ａ
③Ａ

A
概ね目標値どおりの
実績であったため。

介護職への就職を目指す
人の応募を増やすため、
周知活動の徹底に努めて
いく。

144 2 (1) ②
清水産業・情報プ
ラザ管理運営事業

産
業
振
興
課

清水産業・情
報プラザ管理
運営事業

市
（直営・
委託）

創業者の育成、産学連携
を通じた産業振興を図る
とともに、情報通信網を
活用した市民生活の利便
向上を図る。

①施設の維持管理
②創業者育成室の運営
③産学官講演会、情報化講演会
等の実施。
④製造現場改善支援事業

①創業者育成室に入居した新
規創業者数
②製造現場改善支援事業参加
企業数

①７者
②８者

①５者
②14者

210,517 166,527

産学交流センター・清
水産業・情報プラザの
支援による新規創業者
数、新商品開発、新分
野進出等件数

30件 36件 — —
指定管理業務仕様書に定め
る指標を目標値に設定し
た。

30件 Ａ A

目標値である30件を
達成し、新規創業
者、新分野進出を推
進したため。

創業者やセミナー参加者
からの要望に適切に応え
られている一方で、創業
者育成室の稼働率と会議
室の利用者を増やすため
の広報活動が今度の課題
である。また、創業者育
成室の稼働率が低下して
いるため、利用者増加の
ための広報活動の強化を
行っていく。

145 2 (2) ① ここにわ交流会

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

「こ・こ・に」における
各人材養成講座の受講生
及び修了生を対象とした
交流会を実施し、受講生
同士のヨコの関係だけで
なく、修了生とのタテの
関係、行政などとのナナ
メの関係も創出、強化す
ることで、仲間づくりや
学んだ成果を地域や社会
での活動に活かせる場を
提供する。

交流会の開催 交流会の実施 1回 1回
2,877千円

の一部
267 参加者満足度 87.0% 86.0% ＿ ＿

新型コロナウイルス感染症
の影響により、R1～R３
は中止したため、H30と
R4の実績を比較して高い
値を基に設定した。

81.3% A A

成果指標の目標を9
割以上達成し、目的
に沿った人材を養成
することができた。

令和５年度はポスター
セッションの形式で行っ
たが、リピーター参加も
考えられるので、形式を
変えて実施していく。

146 2 (2) ①
おしゃべりサロン
事業

子
ど
も
未
来
課

おしゃべりサ
ロン事業

市
（直営）

身近な場所で子育て支援
事業を実施することによ
り、子育て家庭の不安を
軽減するなど、安心して
子ども産み育てることが
できる環境を形成する。

子育てに関するノウハウを有す
る市内56ヵ所の公立認定こども
園で親子のふれ合いや育児相
談・育児講座を実施

事業実施箇所数（実施こども
園数）

56ヵ所 49ヵ所 3,091 2,441
あそび・子育ておしゃ
べりサロン参加者（公
立こども園）

5,500人 3,713人 2,905人 3,397人

コロナの５類移行に伴う利
用者増加を見込み、コロナ
禍（R1～4年）比２割増
の利用者数を目標値とし
た。

4,425人 B A

子育て支援センター
併設園、休園週の園
を除くすべてのこど
も園での子育て支援
サービスの提供を実
施することができ
た。
成果指標は目標値を
下回ったものの、対
前年比１９％以上増
加していることか
ら、評価はAとし
た。

利用者が安心できるイベ
ントや講座、その広報等
の実施方法を検討・実施
していく必要がある。

147 2 (2) ②
生涯学習セン
ター・交流館まつ
りの開催

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

生涯学習交流
館運営事業(清
水区)

市
（委託）

学習の成果発表の場や、
地域における市民の交流
の機会を設け、生涯学習
施設を地域の中核施設と
するため、センター・交
流館まつり等を開催す
る。

各施設においてセンターまたは
交流館まつりを開催

実施回数
全施設で
各1回以
上

全施設で
各１回以
上

指定管理料
の一部

指定管理料
の一部

①参加団体数
②参加人数

①1,057
団体
②

54,450
人

① 479
団体
②

17,383
人

①258団
体

②7,886
人

①100団
体

②1,880
人

新型コロナウイルス感染症
の影響により、R２～R４
は中止した施設が多くあっ
たため、コロナ禍以前のR
１の実績を基に設定した。

①971
団体
②
29,039
人

①A
②C

B

参加人数は目標値を
下回ったものの、参
加した団体数は概ね
目標値に達した。ま
つり等の開催が生涯
学習団体の成果発表
の場となり、学びを
契機に地域とのつな
がりを持つことにつ
ながった。

新型コロナウイルス感染
症で落ち込んだ参加人数
を、徐々にでも回復させ
ることが今後の課題とな
る。

（２）対話や地域交流の促進

　①対話を通じた学びや地域・社会活動の促進

　②学びをきっかけにした地域交流の活性化
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148 2 (2) ②
静岡市民文化祭の
開催

文
化
振
興
課

静岡市民文化
祭企画運営業
務

市
（委託）

広く市民に創作発表およ
び鑑賞の機会を提供する
ことにより、芸術文化を
一般に普及し市民文化向
上を図る。

「静岡市民文化祭」の実施、委
託契約

①委託契約締結件数
②完了報告書確認件数
③事務処理の円滑な実施

①１件
②１件
③実施

①１件
②１件
③実施

3,522 3,520
静岡市民文化祭来場者
数

14,000
人

11,758
人

10,658
人

747人

令和元年以前の直近３か年
における来場者数は約
20,000人である。令和４
年度は中止する事業はかな
り少ないと想定されるた
め、この水準の７割程度ま
で来場者が回復すると見込
み、20,000×
0.7=14,000人を目標値と
して設定する。

12,524
人

Ｂ A

来場者は順調に回復
しており、おおむね
目標値を達成するこ
とができている。コ
ロナ禍が明け、市民
の文化活動の再開が
進む中、日頃の成果
を発表する場とし
て、また、市民が多
彩な文化に触れる機
会を創出する事業と
して役割を果たすこ
とができた。

類似事業である「静岡市
芸術祭」との棲み分けを
関係団体と協議しながら
進めていく。

149 2 (3) ①
民間教育力活用事
業の実施

学
校
教
育
課

次世代育成プ
ロジェクト事
業（民間教育
力活用事業）

市
（直営）

学校教育活動全般に民間
教育力を活用すること
で、児童・生徒の体験
的、問題解決的な学習の
充実を図る。

①外部講師登録リストの管理
②外部人材の活用支援

①人材リストの作成・周知
②講師謝金の配当（各校）及
び支出事務

①実施
②実施

①実施
②実施

3,012 2,412
外部人材を活用した授
業の有効性があると回
答した学校の割合

100% 100% 100% 100.0%

学校が希望する分野につい
て、教員だけではできない
発展的・体験的な授業を実
施することができたかどう
かを図るため、この目標値
を設定した。

100% Ａ A

感染症等の影響で民
間教育力活用事業を
実施できなかった学
校を除く114校が全
て有効性があったと
回答するなど、多様
な外部人材の活用に
より、各教科・領域
における学習の充実
が図られたため
「Ａ」とした。

学校側が求める外部人材
を紹介できるよう、需要
のある分野について対応
可能なスペシャリストの
登録を今後も継続して推
進していく必要がある。

150 2 (3) ①
【再掲】
環境学習会の開催
支援、実施

環
境
共
生
課

環境教育推進
事業

市
（直営・
委託）

環境保全のために自ら行
動する人を育み、持続可
能な社会の実現に向けて
地域、学校、団体、行政
などが相互に連携し、協
働による環境学習の推進
を図る。

①環境学習推進のための指導員
の活用
②自然観察会等への参加機会の
創出

①環境学習指導員の派遣
②各種環境学習会の開催

①220人
②80回

①198人
②73回

6,254 4,754
環境学習会等への参加
者数

3,500人 2,830人 1,970人 1,741人
コロナウイルス感染症拡大
前の参加者数を設定した。

3,229人 A A

新型コロナウイルス
感染症が５類感染症
に移行し、計画どお
り事業を実施したた
め、参加者が増加し
た。

関係機関と協議し、事業
内容の見直しや新規事業
を実施するなど参加者の
増加を図っていく。

151 2 (3) ②
まちづくり推進事
業補助金交付事業

生
涯
学
習
推
進
課

まちづくり推
進事業補助金

市
（直営）

コミュニティの醸成と地
域主体の住民参画による
個性あるまちづくりを推
進するため、年間を通し
て、計画的・継続的に
様々な地域活動を支援す
る。

地域が主体的に行う「ふれあい
事業」、「環境美化事業」、
「子ども健全育成事業」、「教
育文化事業」、「安全対策事
業」、「福祉・健康事業」、
「生活環境事業」、「文化伝承
事業」の８事業に対して補助金
を交付する。

まちづくり推進事業補助金交
付事務の円滑な実施

19件 19件 15,510 14,790

実施事業数
※19交付団体が、まち
づくりの事業に幅広く
取組んだ成果

153事
業

153事業 130事業 127事業

新型コロナウイルス感染症
の5類移行を踏まえ、昨年
度並みの事業数を目標値と
して設定した。

157事
業

Ａ A

新型コロナが５類に
移行したこともあっ
たが、事業実施にか
かる助言等により、
目標以上の事業数を
達成することができ
た。

交付団体の申請担当者が
変更すると関係書類の不
備が多くなるため、説明
会等で丁寧な指導・助言
を行い適正な交付事務を
実施する。

152 2 (3) ②
ふるさと応援寄附
金等によるNPO等
指定寄附事業

市
民
自
治
推
進
課

ふるさと応援
寄附金等によ
るNPO等指定
寄附事業

補助等
（交付
先）

社会的課題に取り組む市
民活動団体等と寄附者の
応援したい気持ちを繋ぐ
架け橋に本市がなること
で、活力ある地域づくり
の促進を図る。

ふるさと応援寄附金等によるＮ
ＰＯ等を指定した寄附制度を活
用し、市民活動団体等に補助金
を交付する。

①団体の募集及び審査
②個別相談会の実施

①実施
②実施

①実施
②実施

7,267 3,301

①寄附募集を行ったプ
ロジェクト数
②前年度にふるさと応
援寄附金の募集を行っ
たプロジェクトの実現
率

①８件
②

100%

①６件
②

87.5%

①８件
②—

①16件
②—

①過年度実績を参照し設定
した。
②ふるさと応援寄附金によ
る支援が一助となり団体が
プロジェクトを実現できて
いることを指標として設定
した（R４から設定）。

①４件
②100%

①Ｃ
②Ａ

B

①は成果指標を下
回ったが、②は対象
となる全団体がプロ
ジェクトを実施で
き、目標値を達成し
たことから総合的に
Ｂと判断した。

集められた寄附金を補助
金として交付すること
で、事業目的である市民
活動団体の資金調達の支
援に成果があった一方
で、応募団体数は減少し
ている。
今後は募集期間を見直す
ことで年間を通じた相
談、申請受付を可能と
し、団体が応募しやすい
環境を整える。

153 2 (3) ②
協働パイロット事
業

市
民
自
治
推
進
課

協働事業促進
事業

市
（委託）

市と市民活動団体の協働
を促進することによっ
て、社会的課題のより効
果的な解決を図る。

①協働パイロット事業の実施
②職員への啓発

①NPO向け説明会開催回数
②職員研修会開催回数

①２回
②１回

①２回
②１回

2,530 2,003

①パイロット事業応募
数
②市と市民活動団体の
協働事業数

①13件
②266
件

①11件
②277件

①12件
②237件

①15件
②222件

①過去３年間の平均の実績
値と前年度の実績値のうち
高い値を目標値として設定
した。
②市民活動促進基本計画の
目標:275事業（R8）に向
けて着実に数値を増加させ
ていくための指標として設
定した。

①12件
②282
件

①Ａ
②Ｓ

A

②は成果指標を達成
し、①は成果指標を
下回るものの目標に
対して9割以上の数
値となっていること
から、総合的にAと
判断した。

市民協働の推進にあたっ
ては市職員が協働の重要
性を理解し、積極的に取
り入れていく必要がある
ことから、過去の事例の
紹介や研修等を通じた職
員の協働意識の醸成に取
り組む。

154 2 (3) ③
【再掲】
生涯学習センター
における貸館実施

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①11箇
所
②13件
③完了

①11箇所
②13件
③完了

484,429 468,132
①平均稼働率
②延べ利用者数

①
40.0%
②
410,30
3人

①
40.0%
②
410,30
3人

①
36.5%
②
352,32
8人

①
34.8%
②
254,50
2人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①
43.7％
②
423，
461人

①A
②A

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

155 2 (3) ③

【再掲】
清水区生涯学習交
流館における貸館
実施

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（清水区）

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①20箇
所
②13件
③完了

①20箇所
②13件
③完了

567,380 552,781
①平均稼働率
②延べ利用者数

①
27.4%
②
497,24
3人

①
27.4%
②
497,24
3人

①
24.2%
②
442,38
7人

①
21.8%
②
322,36
3人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①
29.1％
②
539,45
8人

①A
②A

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

156 2 (3) ③
【再掲】
葵区生涯学習施設
における貸館実施

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（葵区）

市
（直営・
委託）

市民の生涯学習活動の場
を提供し、生涯学習への
支援・協力を行うととも
に推進を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営（直営館の維持管理業
務）

①講座回数
②施設維持点検等業務の完了

①110回
②８業務

①120回
②８業務

14,585 11,528
①平均稼働率
②延べ利用者数

①4.0％
②9,122
人

①4.0％
②9,122
人

①3.6％
②
10,925
人

①3.1％
②6,228
人

新型コロナウイルス感染症
により令和２年度に大幅に
稼働率及び利用者数が減少
した。令和３年度以降は
徐々に回復傾向のため、前
年度以上前年度の実績値を
目標値として設定

①4.8％
②8,803
人

①S
②A

S

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、各施設との連携を密
にして取り組んでいく。

（３）市民の自発的な地域・社会活動の促進

　①人材活用の場の提供

　②自発的な地域・社会活動の支援

　③学びを活かして活動する場所の提供
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

157 2 (3) ③
青少年研修セン
ターの運営

青
少
年
育
成

課 青少年研修セ
ンター運営費

市
（直営）

青少年団体に施設を提供
し、青少年団体の健全な
育成並びに青少年の教養
の向上及び心身の健全な
育成を図る。

①施設の利用許可事務
②施設の維持管理

施設の維持管理 実施 実施 149 110 延利用者数 665人 605人 884人 931人

登録団体数、利用者数は減
少傾向にあるが、各団体の
活動場所提供の維持のた
め、Ｒ４年実績の10%増
を目標値として設定した。

779人 Ｓ S
目標を超える利用者
へ活動場所の提供が
できたため。

青少年団体や学習サーク
ルの利活用を促進するた
め、施設の周知・広報を
行い、利用者数増加への
取組に努める。

158 2 (3) ③
市民活動センター
の運営

市
民
自
治
推
進
課

市民活動促進
事業

市
（直営・
委託）

市民活動を促進すること
によって、市民自治によ
るまちづくりに寄与す
る。

①市民活動センターの運営
②市民活動促進協議会の開催

①モニタリング調査の実施回
数
②センター連絡会議開催数
③市民活動促進協議会開催数

①１回
②６回
③４回

①１回
②６回
③４回

68,824 64,670

①市民活動センター利
用者数
②市民活動センター新
規登録団体数
③市民活動センター利
用者満足度調査で「満
足」等と回答した人の
割合

①
50,318
人
②33団
体/年
③93％

①
44,569
人
②42団
体/年
③89％

①
39,451
人
②33団
体/年
③95％

①
34,848
人
②32団
体/年
③95％

①R3とR4の実績値の増加
率（12.9％）をR4実績値
に乗じて目標値を設定し
た。
②市民活動促進基本計画の
目標:R5～R8平均33団体
/年に向けて着実に数値を
維持させていくための指標
として設定した。
③過去３年間の平均の実績
値と前年度の実績値のうち
高い値を目標値として設定
した。

①
46,571
人
②52団
体/年
③92％

①Ａ
②Ｓ
③Ａ

A

②は成果指標を達成
し、①③は成果指標
を下回るものの目標
に対して9割以上の
数値となっているこ
とから、総合的にA
と判断した。

市民活動センター登録団
体の構成員の高齢化等に
よって活動の継続が難し
くなり、解散の相談を受
けるケースも増えてい
る。
新規利用者の獲得に向
け、講座やイベントを地
域の関係団体や商店街等
と連携しながら行い、市
民が市民活動を身近に感
じられる機会の創出に取
り組む。

159 2 (3) ③

【再掲】
女性をとりまく諸
問題に関する学
習・活動の推進
（女性会館事業）

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
課

女性会館運営
管理

市
（直営・
委託）

男女共同参画社会実現の
ための拠点施設である女
性会館を管理運営し、男
女共同参画に係る各種事
業を通して市民に広く啓
発するとともに、女性を
とりまく諸問題の解決に
取組む市民グループの活
動を支援する。

①指定管理者との協定の締結、
男女共同参画に関する講座の開
催、団体活動の支援、女性を取
り巻く諸問題や男女共同参画に
関する情報収集発信のための図
書コーナーの運営、施設管理
②女性会館相談室の開設：女性
のための総合相談・法律相談、
ＬＧＢＴQ相談の実施
③指定管理事業の年度評価の実
施

①指定管理業務のモニタリン
グ実施回数
②指定管理業務報告確認・検
査回数（年報１件、月報12
件）
③年度評価の実施

①１回
②13件
③完了

①１回
②13件
③完了

109,994 107,641

①新規利用者数（講
座、相談、図書）
②講座受講者の理解度
③図書コーナーの図書
貸出冊数
④女性相談の適切な実
施

①1,100
人
②
80.0％
③
16,500
冊
④実施

①1,284
人
②
97.3％
③
17,384
冊
④実施
（1,889
件）

①
884人
②-
③
16,396
冊
④実施
(1,922
件）

①
957人
②-
③
16,583
冊
④実施
（1,938
件）

①、②協定書の数値を目標
値とした。
③図書コーナーの本の貸出
しにより男女共同参画の意
識向上が図られることか
ら、過去３年間の平均値を
参考に目標値に設定した。
④相談の適切な実施を指標
として設定した（相談の適
切な実施がなされているか
については、拡大ケースカ
ンファレンスに出席し確認
する）。

①1,570
人
②
96.9％
③
17,503
冊
④実施
（1,706
件）

①S
②S
③S
④A

A

・事業全般的に、若
年層（高校生、親子
等）に向けた事業を
重点的に取り組んだ
ことで、新規利用者
数が増加した。
・図書の予約のPRに
努めることにより、
図書貸出冊数も例年
を大きく上回った。
・相談対応件数は若
干減少したが、相談
員の配置人数を増や
し、支援体制とスキ
ルアップに努めた。

・引き続きSNS等を積極
的に活用し、講座・相談
等を実施することによ
り、これまで女性会館を
利用したことがない潜在
利用者層（若年層）を掘
り起こすこと及び新しい
課題やより専門的な講座
を実施することで男女共
同参画の拠点施設として
の機能をさらに充実させ
ていくよう、指定管理者
と協議等を行っていく。

160 3 (1) ①
【再掲】
生涯学習センター
運営事業

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①11箇
所
②13件
③完了

①11箇所
②13件
③完了

484,429 468,132

①利用者満足度（職員
の応対）
②受講生満足度
③管理瑕疵による事故

①
97.4％
②
92.3%
③０件

①
97.4%
②
92.3%
③０件

①
97.7%
②
91.7%
③０件

①
96.9%
②
92.3%
③１件

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を踏まえて設定
した。
※①については令和元年度
からアンケート実施方法を
変更
③適正な施設の管理運営を
目標とするため瑕疵による
事故０件を目標として設定
した。

①
97.0%
②
92.0%
③０件

①Ａ
②Ａ
③Ａ

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

161 3 (1) ①
【再掲】
生涯学習交流館運
営事業（清水区）

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（清水区）

市
（直営・
委託）

指定管理者のノウハウを
活用しながら、市民の生
涯学習活動の場を提供
し、生涯学習への支援・
協力を行うとともに推進
を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営

①モニタリング実施箇所数
②月例業務、年度報告書確認
件数
③翌年度協定締結準備

①2０箇
所
②13件
③完了

①20箇所
②13件
③完了

567,380 552,781

①利用者満足度（職員
の応対）
②受講生満足度
③管理瑕疵による事故

①
93.0％
②
94.3%
③０件

①
99.3%
②
94.3%
③０件

①
89.3%
②
95.3%
③０件

①
89.2%
②
93.3%
③０件

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を踏まえて設定
した。
③適正な施設の管理運営を
目標とするため瑕疵による
事故０件を目標として設定
した。

①
99.3%
②
94.3%
③０件

①Ｓ
②Ａ
③Ａ

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、指定管理者との連携
を密にして取り組んでい
く。

162 3 (1) ①
【再掲】
生涯学習交流館運
営事業（葵区）

生
涯
学
習
推
進

課
生涯学習交流
館運営事業
（葵区）

市
（直営・
委託）

市民の生涯学習活動の場
を提供し、生涯学習への
支援・協力を行うととも
に推進を図る。

①各種講座等の開催
②市民が安心して利用できる施
設運営（直営館の維持管理業
務）

①講座回数
②施設維持点検等業務の完了

①110回
②9業務

①120回
②８業務

14,585 11,528
①受講生満足度
②管理瑕疵による事故

①
96.0%
②０件

①
96.0%
②０件

①
96.0%
②０件

①
94.3%
②０件

①直近３か年の平均値と前
年度実績を踏まえて設定し
た。
②適正な施設の管理運営を
目標とするため瑕疵による
事故０件を目標として設定

①
94.0%
②０件

①Ａ
②Ａ

A

職員が利用者に丁寧
に応対し、施設管理
を適切に行うこと
で、目標を概ね達成
することができた。

社会情勢の変化に合わせ
た生涯学習施設の運営を
していく必要があるた
め、各施設との連携を密
にして取り組んでいく。

163 3 (1) ①
【再掲】
学校等体育施設利
用事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興

課
学校等体育施
設利用事業

市・補助
等

（直営・
交付先）

学校施設を利用すること
で、地域住民のスポーツ
活動への参加機会を創出
し、地域のスポーツ活動
を推進する。

学校ごとに、学校等体育施設利
用運営協議会を置き、利用団体
の登録や利用調整を行う。

①事務担当者説明会の円滑な
開催
②夜間照明施設の保守点検

①実施
②１回

①実施
②１回

68,965 66,266 延べ利用者数
170万
人

1,849,5
63人

1,687,5
68人

1,569,0
32人

過去3年間（R2～R4）の
平均値を目標値として設定
した。

1,932,7
98人

Ｓ A
利用者数の目標値を
上回り、多くの市民
が利用できたため。

中心部の学校の利用は飽
和状態にあるため、近隣
や山間部の協議会との連
携を促し、多くの市民が
利用できるように対応す
る。

164 3 (1) ①

【再掲】
こどもクリエイ
ティブタウン管理
運営事業

商
業
労
政
課

こどもクリエ
イティブタウ
ン管理運営事
業

市
（直営・
委託）

こどもたちを対象にした
仕事体験やものづくり体
験を通じて、自主性や創
造性を育み、社会・経済
の仕組みや地域産業を学
ぶ。

①講座形式のものづくり体験等
②模擬店舗形式での仕事体験等
③商店街、企業との連携による
仕事体験等

①指定管理料支払事務

②定例会（12回）を通じた管
理運営に係る指導・助言

①事務処
理の円滑
な実施
②定例会
への参加

①円滑な
実施
②定例会
へ参加

114,949 117,342
①利用者数
②利用者満足度

①
100,00
0人
②
98.1％

①
13,012
人
②
99.7%

①6,605
人
②
98.2％

①
106,37
0人
②
96.6％

①指定管理業務仕様書で定
める指標を目標値に設定し
た。（施設の受入可能人数
を考慮し設定。）
②過去３か年の平均値を目
標値に設定した

①
75,746
人
②
99.3％

①B
②A

A

年間利用者数に関し
てはコロナ感染症５
類への移行に伴い、
昨年よりは大幅に増
加したが、目標達成
に至らなかった。し
かし、利用者満足度
調査では例年同様高
水準を維持している
ため。

平日の利用者数を増加さ
せるためにも、学校・団
体利用の促進にも努めて
いく。

165 3 (1) ①
【再掲】
賤機都市山村交流
センター管理経費

中
山
間
地
振
興
課

賤機都市山村
交流センター
管理経費

市
（委託）

農業体験等の交流場所と
しての施設及び憩いの場
を提供するとともに、必
要な講座、教室等を開催
すること等により、都市
住民と中山間地域住民の
交流の促進を図る。

管理運営委託（指定管理）
①指定管理件数
②定期報告及び年度報告

①1件
②13回

①1件
②13回

24,987 23,670 利用者満足度 95.0% 100.0% 98.8% 94.8%
直近３か年の平均値を目標
値として設定した。

97.2% Ａ A

適切な施設運営に加
え、講座やイベント
等を工夫しておこ
なったことなどによ
り、目標値を達成す
ることができたた
め、Ａ評価とした。

利用者が安心で快適に過
ごせるよう引き続き各施
設の維持管理を徹底し、
利用者の満足度を維持し
ていく。

166 3 (1) ①
【再掲】
自然の家における
施設運営の実施

教
育
総
務
課

南アルプスユ
ネスコエコ
パーク井川自
然の家管理事
業

市
（直営）

計画的に施設の修繕や点
検を行い、安全で利用し
やすい管理運営をする。

南アルプスユネスコエコパーク
井川自然の家の維持管理・施設
運営

施設修繕等の実施回数 ４回 １３回 42,558 38,008
管理瑕疵による事故件
数０件

０件 ０件 ０件 ０件
直近３ヵ年の平均値である
０件を予想値として算出し
目標値として設定した。

０件 A A

施設を適正に維持管
理し、管理瑕疵によ
る事故がなかったた
め。

施設の経年劣化に対応す
るため、不具合を未然に
防止する計画的な修繕を
行い、コスト縮減につな
げる。

　①生涯学習施設等の整備・維持・管理

３　「学ぶ」「活かす」の循環を支える基盤の充実

（１）学びやすい生涯学習施設等の整備
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

167 3 (1) ① 児童館改修事業

子
ど
も
未
来
課

児童館改修事
業

市
（直営）

老朽化した児童館に必要
な施設改修等を行い、長
寿命化・耐震化を図る。

市内13館の児童館の改修工事等
の実施

改修工事等の実施箇所数 ２館 2館 20,722 15,240
施設や整備に起因する
重大な事故件数

０件 ０件 ０件 ０件
安心・安全な児童館として
維持・管理し、事故発生を
防ぐため

0件 A A

適切な修繕工事など
の実施により、施設
や整備に起因する重
大な事故を０件に抑
えることができたた
め

改修計画に基づき、各館
の現状を踏まえて必要な
修繕工事を実施する。

168 3 (1) ①
【再掲】
清水庵原球場管理
事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水庵原球場
管理事業

市
（委託）

野球等のスポーツ振興及
び市民の健康増進を図
る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

88,806 88,546
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①100%
②
85.6%

①
98.7%
②100%

①
    —
②
96.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①100%
②
99.3%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。利用者層
の変化に伴い、ニーズも
変化していることから、
適切な維持管理の実施に
努めていく。

169 3 (1) ①

【再掲】
清水ナショナルト
レーニングセン
ター管理運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

清水ナショナ
ルトレーニン
グセンター管
理運営事業

市
（委託）

サッカー等、国内外の
トップアスリートの利用
に供するとともに、ス
ポーツ振興及び市民の健
康増進を図る。

施設管理を行うとともに、各種
事業を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

212,975 202,791
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.3%
②
98.6%

①98%
②100%

①
   —
②100%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
94.8%
②
98.7%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外の修繕につい
ては、必要性を判断し、
対応していく。

170 3 (1) ①
【再掲】
スポーツ施設維持
管理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

スポーツ施設
維持管理事業

市
（直営・
委託）

市民がスポーツ、レクリ
エーション等に供するた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
教室等を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①3件
②実施

①3件
②実施

244,521 235,090

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
95.9%
②
96.0%

①
98.8%
②
99.4%

①
96.7%
②
87.5%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.4%
②
94.5%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で修繕が必要
となった場合は、必要性
を判断し、対応してい
く。

171 3 (1) ①
【再掲】
青少年研修セン
ターの運営

青
少
年
育
成
課

青少年研修セ
ンター運営費

市
（直営）

青少年団体に施設を提供
し、青少年団体の健全な
育成並びに青少年の教養
の向上及び心身の健全な
育成を図る。

①施設の利用許可事務
②施設の維持管理

施設の維持管理 実施 実施 149 110 延利用者数 665人 605人 884人 931人

登録団体数、利用者数は減
少傾向にあるが、各団体の
活動場所提供の維持のた
め、Ｒ４年実績の10%増
を目標値として設定した。

779人 Ｓ S
目標を超える利用者
へ活動場所の提供が
できたため。

青少年団体や学習サーク
ルの利活用を促進するた
め、施設の周知・広報を
行い、利用者数増加への
取組に努める。

172 3 (1) ①
【再掲】
総合運動場管理運
営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

総合運動場管
理運営事業

市
（委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（体育館
含む）
②実施

①２件
（体育館
含む）
②実施

386,462 383,425
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
98.6％
②
93.1％

①
99.3%
②
99.5%

①
98.8%
②
98.6%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
99.0%
②
91.5%

①Ｓ
②Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、陸
上競技場３種公認に係る
協議を踏まえた上での維
持管理を実施していく。

173 3 (1) ①
【再掲】
体育館管理運営事
業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

体育館管理運
営事業

市
（直営・
委託）

スポーツ、レクリエー
ション、文化活動等のた
めの施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに様々なスポーツ
等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
（総合運
動場含
む）
②実施

①２件
（総合運
動場含
む）
②実施

659,360 635,124

①指定管理施設におけ
る利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.6%
②100%

①
98.4%
②100%

①
98.5％
②
99.3%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
97.6%
②
98.6%
③完了

①Ｓ
②Ａ
③Ａ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、計
画修繕以外で老朽化等に
より、修繕が必要となっ
た場合は、優先順位を付
け、対応することで安
全・安心な施設の提供に
努めていく。

174 3 (1) ①
【再掲】
登呂博物館管理運
営業務

文
化
財
課

登呂博物館管
理運営業務

市
（直営）

登呂遺跡の価値を市民に
発信し、地域の歴史や文
化について関心を深めて
もらう。

○幅広い分野の展示
○講座・講演会等教育普及事業
の実施
○博物館協議会の開催

①特別展・企画展回数
②各種教育普及事業の開催回
数
③協議会開催回数

①4回
②25回
③2回

①４回
②26回
③２回

68,519 64,993 博物館の入館者数
169,00
0人

161,18
1人

118,13
2人

97,168
人

登呂遺跡発見80周年事業
を実施することを鑑み、前
年度実績の５％増を目標値
として設定。

165,82
0人

Ａ A

特別展、企画展、教
育普及事業等を実施
した。
目標値を下回る
（1.9%減）結果と
なったが、昨年度以
上の入館者数を確保
することができた。

弥生時代の生活体験を通
じて遺跡の魅力をより深
く
理解してもらうため、教
育普及事業の実施など情
報発
信を取り組んでいく。

175 3 (1) ①
【再掲】
日本平運動公園管
理事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

日本平運動公
園管理事業

市
（委託）

プロサッカー等の開催に
よるスポーツ振興及び市
民の健康増進を図る。

施設管理を行うとともに、Ｊ
リーグ及び各種事業を開催す
る。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②計画修繕の実施

①2件
②実施

①2件
②実施

138,788 138,695
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
96.1%
②
99.2%

①
98.9%
②
99.0%

①
   —
②
95.9%

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
96.7%
②
99.6%

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、新
スタジアムの動向を踏ま
えた上での維持管理を実
施していく。
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

176 3 (1) ①

【再掲】
ふれあい健康増進
館ゆ・ら・ら管理
運営事業

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

ふれあい健康
増進館ゆ・
ら・ら管理運
営事業

市
（委託）

市民が気軽に楽しく心身
のリフレッシュに努める
ことにより、世代間の交
流の促進を図るととも
に、市民の健康増進に寄
与する施設を提供する。

施設の維持管理を行うととも
に、市民向けに健康増進に関す
るスポーツ等教室を開催する。

①施設管理者である指定管理
者との協定締結件数、年度評
価件数
②入退館管理システム賃貸借
契約

①2件
②実施

①2件
②実施

229,631 225,532
①利用者満足度
②計画修繕に係る予算
執行率

①
90.0％
②
90.0％

①
97.8%
②
99.6%

①
96.0%
②
98.6%

①
　　—
②
97.2％

①協定締結時の仕様書上の
目標値90％を目標値とし
て設定した。
②安全安心な利用ができる
よう計画修繕に係る予算執
行率を目標値として設定し
た。（契約差金等考慮）

①
98.1％
②
99.9％

①Ｓ
②Ｓ

A

利用者満足度及び予
算執行率とも目標値
を達成し、必要な協
定及び修繕について
計画通り実施できた
ため。

引き続き、指定管理者と
の連携による計画修繕を
実施するとともに、適切
に管理された施設におい
て各種事業を開催し、利
用者満足度の高い数値を
維持していく。また、コ
ロナ禍が収束し、今後は
利用者の増加が見込まれ
ることから、受付窓口の
混雑緩和のため、オペ
レーションの見直し等を
検討していく。

177 3 (1) ①
【再掲】
まちは劇場コン
サート事業

文
化
振
興
課

まちは劇場コ
ンサート事業

市
（委託）

市内で活動しているオー
ケストラ等と連携し、学
校訪問コンサートや親子
コンサートを行い、音楽
文化を通じてまちを活性
化させることにより、
「まちは劇場」を推進す
る。

①学校訪問コンサート
②こども園訪問コンサート
③親子コンサートの実施

①委託契約締結件数
②完了報告書確認件数
③検収件数

①１件
②１件
③１件

①２件
②13件
③13件

21,033 20,959

①学校訪問コンサート
実施校数
②こども園訪問コン
サートの実施園数
③親子コンサート応募
人数

①８校
②14園
③3,700
人

①８校
②18園
③5,969
人

①８校
②18園
③6,964
人

①６校
②24園

③6,734
人

①予算積算上の実施分を完
全実施するため、８校を目
標値として設定した。
②上に同じく、14園を目
標値として設定した。
③実施するホールの定員数
（静文：1,968人、マリ
ナート：1,513人、AOI：
618人×2回）4,717人の
80％である3,773人を予
想値として算出し、
3,700人を目標値とし
た。

①８校
②19園
③8,520
人

①Ａ
②Ｓ
③Ｓ

A

訪問コンサートでは
多くの学校・こども
園に応募いただき実
施することが出来
た。本格的なオーケ
ストラの曲目から子
供たちに馴染みのあ
る曲まで迫力ある生
演奏を子供たちに届
けることができた。

親子コンサートの応募人
数は、目標値は大きく上
回っているものの、年々
応募人数は減少している
ことから、広報活動に努
めるなどし、集客を図っ
ていく。訪問コンサート
については、毎年多くの
学校、こども園から応募
があるため、未実施校・
園を優先に早期の実施を
図っていく。

178 3 (1) ①
【再掲】三保松原
文化創造センター
管理運営

文
化
財
課

三保松原文化
創造センター
管理運営

市
（直営・
委託）

世界文化遺産「三保松
原」の魅力と価値を国内
外へ発信するとともに、
三保松原と他の文化や芸
術と融合させた松原文化
を創造していく。

〇建物の保守、管理
〇展示の保守、管理
〇企画展の開催

①年間を通しての開館
②年間を通しての公開
③企画展の開催回数

①実施
②実施
③４回

①実施
②実施
③４回

32,286 27,829 来館者数
440,00

0人
423,10

0人
253,30
2人

322,64
3人

前年度（40万人）の10%
増を目標値とする。

500,46
2人

S A

年４回の企画展のほ
か、関連イベントな
どを開催した。しか
しながら、コロナ禍
の影響が改善しつつ
ある社会的要因が主
であり、当初の数値
目標に近づけていく
ためには、更なる取
り組みの充実を図る
ことが必要と認識し
ているため。

三保松原と施設への関心
を高めるため、企画展の
開催に加え、幅広い年代
が参加できる関連イベン
トや市民団体等と連携し
た展示を実施し、更なる
集客を目指す。

179 3 (1) ①
【再掲】
藁科都市山村交流
センター管理経費

中
山
間
地
振
興
課

藁科都市山村
交流センター
管理経費

市
（委託）

農業体験等の交流場所と
しての施設及び憩いの場
を提供するとともに、必
要な講座、教室等を開催
すること等により、都市
住民と中山間地域住民の
交流の促進を図る。

管理運営委託（指定管理）
①指定管理件数
②定期報告及び年度報告

①1件
②13回

①1件
②13回

27,039 26,131 利用者満足度 93.8% 95.5% 97.0% 93.6%
直近３か年の平均値を目標
値として設定した。

97.5% Ａ A

適切な施設運営に加
え、講座やイベント
等を工夫しておこ
なったことなどによ
り、目標値を達成す
ることができたた
め、Ａ評価とした。

都市部と中山間地域の交
流を促進させる講座を一
層充実させるため、地域
の歴史や文化、伝統食の
再調査、またはそれらに
精通した人材の発掘に努
める必要がある。

180 3 (1) ①

【再掲】
科学への関心を高
めるための各種事
業の実施（静岡科
学館事業）

文
化
振
興
課

静岡科学館管
理運営事業

市
（直営・
委託）

市民が自ら体験すること
を通して身近な科学に親
しみ、及び科学への関心
を高める場を提供するこ
とにより、市民の創造力
及び感性の向上に資す
る。

指定管理者制度による施設、展
示物の維持管理を行うとともに
科学の実演会及び講座を実施す
る。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③13回

312,950 311,802

①年間来館者数
②事業満足度※R5から
(R4までは連携事業回
数を指標としていた。)

①
250,00
0人
②
95.0%

①
161,06
3人
②184回

①
110,81
3人
②
185回

①
76,132
人
②
114回

指定管理者と調整の上、協
定締結時の仕様書内で設定
した目標値

①
190,29
0人
②
99.1％

①Ｂ
②Ｓ

A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したことにより、事
業の中止は無かった
ものの、来館者数は
伸び悩み、目標値に
届かなかったが、施
設・展示物の適切な
維持管理等、業務は
適正に実施できた。
また事業者満足度に
ついては目標値を上
回る結果となった。

SNSや展示物を活用した
広報活動等により来館者
の増加に努めていく。

181 3 (1) ①
【再掲】
芹沢銈介美術館管
理運営事業

文
化
振
興
課

芹沢銈介美術
館管理運営事
業

市
（直営）

静岡市名誉市民であり型
絵染の人間国宝・芹沢銈
介の芸術を永く後世に伝
える。美術に関する知識
の向上と文化の発展に寄
与する。

芹沢銈介の型絵染の作品等や芹
沢銈介が収集した世界各国の工
芸品の展示を行うとともに、講
座や講演会等教育普及事業を実
施する。

①企画展の開催件数
②講演会・講座等教育普及事
業の開催件数
③開館日数

①４回
②15回
③257日

①４回
②10回
③257日

83,133 70,383
①年間観覧者数
②観覧者満足度

①
30,000
人
②96.6
%

①
32,363
人
②
95.8%

①
28,013
人
②95.2
%

①
11,994
人
②
98.8%

①コロナ前の実績を考慮し
設定した。
②観覧者アンケートの満足
度の直近３か年の平均を考
慮し設定した。

①
30,925
人
②95.4
%

①Ａ
②Ａ

A

新型コロナウイルス
感染症拡大前の実績
を考慮した目標設定
としたが、期待どお
りの来館者を得るこ
とができた。

来館者のさらなる増加に
向けて、新たな情報発信
に取り組むなど、美術館
の認知度向上に努めてい
く。

182 3 (1) ①
【再掲】
市民ギャラリー事
業の実施

文
化
振
興
課

市民ギャラ
リー管理運営
事業

市
（委託）

市民に文化に触れる機会
と発表の場を提供し、文
化の向上を図る。

ギャラリー利用者の受付管理、
展示会予定表の作成、作業日誌
の作成等の管理運営事務及び
ギャラリー使用料徴収業務

①業務委託契約の締結
②業務委託完了報告書の確認
③業務委託の検収

①1件
②12件
③1件

①１件
②12件
③１件

7,004 6,972 年間利用率 68.36% 50.60% 59.10% 34.55%
令和元年度の実績値
（68.36%）を基に設定。

50.30% Ｂ B

新型コロナウイルス
感染症拡大前と同等
の実績を見込んでい
たものの、利用率が
回復せず目標値に届
かなかった。

利用率の向上を図るた
め、引き続き広報手段の
検討、照明設備等展示室
のリニューアルを順次実
施していく。

183 3 (1) ①

【再掲】
市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
清水文化会館管理
運営事業

文
化
振
興
課

清水文化会館
管理運営事業

市
（直営・
委託）

市民に文化活動の場と芸
術文化の鑑賞機会を提供
することにより、市民の
芸術文化の向上を図ると
ともに、文化を核とした
清水都心の賑わい創出を
図る。

ＰＦＩ・指定管理者制度（利用
料金制）による館の維持管理・
運営（設備の維持管理、利用受
付・貸出・案内・自主事業等）

①通知書送付件数
②委託業務契約の締結件数
（モニタリング支援）
③モニタリング実施回数
④指定管理業務報告書、財務
に関する報告書・検査件数

①１件
②１件
③３回
④15回
（維持管
理・運
営）１回
（財務）

①１件
②１件
③３回
④15回
（維持管
理・運
営）１回
（財務）

262,358 290,367
①年間来館者数
②ホール・ギャラリー
利用率

①
500,00
0人
②
70.0%

①
245,96
1人
②
75.1％

①
181,11
6人
②
68.2%

①
73,954
人
②
44.0%

「清水駅東地区文化施設整
備及び維持管理・運営事業
運営業務仕様書」における
事業期間第３ターム（令和
４年度～令和８年度）で設
定した目標値。

①
412,65
9人
②
73.6％

Ａ A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したものの、利用者
数が伸びず、目標値
に届かなかったが、
その影響を除けば、
多彩な芸術文化の鑑
賞機会の提供や施
設・設備の適切な維
持管理等、業務は適
正に実施できた。

多彩な芸術文化の鑑賞機
会を提供するとともに、
引き続き広報等により集
客を図り、施設の利用率
向上に努めていく。

184 3 (1) ①

【再掲】
市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡音楽館管理運
営事業

文
化
振
興
課

静岡音楽館管
理運営事業

市
（直営・
委託）

市民の音楽に対する関心
を高め、市民文化の向上
を図る。

指定管理者制度による施設の維
持管理を行うとともに、多くの
市民が音楽文化に触れる機会を
提供するため、各種コンサート
や講座を実施する。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①１件
②３回
③13回

①１件
②３回
③13回

336,109 322,718

①施設利用率（年間平
均）
②定員に対するコン
サート入場者数の割合
（年間平均）

①
84.0％
②
70.0％

①
76.2%
②
64.7%

①
68.7%
②
54.7%

①
60.1％
②
75.8％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書内で設定した目
標値

①
77.9％
②
67.1％

Ａ A

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
したことにより、事
業の中止も無く利用
率は毎年上昇傾向に
あるものの、目標値
に届かなかった。

施設利用者の裾野を拡大
するため、市民の鑑賞機
会拡大や地域の音楽家の
支援・育成を図り、事業
内容を充実させていくこ
とで、施設利用率向上と
コンサート入場者数の増
加に努めていく。
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185 3 (1) ①

【再掲】
市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡市美術館管理
運営事業

文
化
振
興
課

静岡市美術館
管理運営事業

市
（直営・
委託）

多様な美術表現を広く市
民に公開し、静岡市の特
色ある美術文化の創造と
発信を行い、美術に関す
る市民の知識及び教養の
向上を図る。

指定管理者制度による施設の維
持管理を行うとともに、多くの
市民が芸術文化に触れる機会を
提供するため、企画展示や講座
を実施する。

①協定書締結件数
②モニタリング実施回数
③指定管理業務報告書・検査
件数

①1件
②3回
③13回

①１件
②３回
③13回

380,931 354,307

①累計入館者数
（150万人・R2～
R6）
②展覧会事業における
来場者満足度（年間平
均）

①30万
人
（150
万人/５
年）
②85％

①
202,13
6人
②
95.5%

①
191,27
5人
②
94.8%

①
235,24
8人
②
92.8％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書内で設定した目
標値

①
286,12
8人
②
96.0%

Ａ A

成果指標である年間
入館者数は目標を下
回ったものの、新型
コロナ感染症の影響
からは回復傾向にあ
る。また、展覧会満
足度は目標を大きく
上回って達成するこ
とができた。活動指
標も着実に達成して
おり、事業計画に従
い概ね良好に実施で
きたと考える。

効果的な広報手段を検討
することや、事業内容の
充実を図ることにより、
入館者数の増加に努めて
いく。

186 3 (1) ①

【再掲】
市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
静岡市民文化会館
管理運営事業

文
化
振
興
課

静岡市民文化
会館管理運営
事業

市
（直営・
委託）

市民に文化活動の場と多
彩な芸術文化の鑑賞機会
を提供することにより、
市民の芸術文化の向上を
図る。

指定管理者制度による館の運営
（受付・案内・利用料徴収・設
備の管理・事業等）
修繕、大規模改修など。

①指定管理業務協定締結件数
②指定管理業務のモニタリン
グ回数
③指定管理業務報確認・検査
件数（年報1件、月報12件）

①1件
②3回
③13件

①１件
②３回
③13件

234,772 245,030
①年間利用者数
②年間施設利用率

①50万
人
②70％

①
388,97
4人
62.1%

①
234,94
8人
②
58.9％

①
111,40
0人
②
44.6％

過去の実績をもとに指定管
理者と調整の上、協定締結
時の仕様書で設定した目標
値

①
375,94
4人
②
62.9％

①Ｂ
②Ｂ

B

新型コロナウイルス
感染症が５類に移行
し行動制限が解除さ
れたものの、目標値
を下回ったが、過去
２年と比べると利用
者数、利用率は改善
されており、多彩な
芸術文化の鑑賞機会
の提供や施設・設備
の適切な維持管理等
を適正に実施するこ
とができた。

今後も多彩な事業を展開
し、施設利用も含めた広
報活動に努めるなどし、
利用者増加及び利用率向
上を図っていく。

187 3 (1) ①

【再掲】
市民の芸術文化の
振興を図る各種事
業の実施
中勘助文学記念館
管理運営事業

文
化
振
興
課

中勘助文化学
記念館管理運
営事業

市
（委託）

作家中勘助氏の業績の顕
彰や市民の文化・文芸活
動の場として広く市民の
文化向上に寄与するこ
と。

「中勘助文学記念館」の日常管
理運営及び中勘助顕彰事業の実
施。

①委託契約締結件数
②完了報告書確認・検収件数
（月報12件）

①８件
②12回

①８件
②12回

7,792 7,364 年間来場者数 2,116人 1,886人 1,695人 1,252人
令和元年度の実績値
（2,116人）を基に設
定。

2,178人 Ａ A

活用事業及び顕彰事
業を通して、新規顧
客層の取り込みに一
定の成果を上げるこ
とができ、新型コロ
ナウイルス感染症拡
大前の来場者数を上
回った。

顕彰事業及び記念館活用
事業の実施により、新規
顧客層の獲得を含め、引
き続き来館者の増加に努
めていく。

188 3 (1) ①
【再掲】
市民活動センター
の運営

市
民
自
治
推
進
課

市民活動促進
事業

市
（直営・
委託）

市民活動を促進すること
によって、市民自治によ
るまちづくりに寄与す
る。

①市民活動センターの運営
②市民活動促進協議会の開催

①モニタリング調査の実施回
数
②センター連絡会議開催数
③市民活動促進協議会開催数

①１回
②６回
③４回

①１回
②６回
③４回

68,824 64,670

①市民活動センター利
用者数
②市民活動センター新
規登録団体数
③市民活動センター利
用者満足度調査で「満
足」等と回答した人の
割合

①
50,318
人
②33団
体/年
③93％

①
44,569
人
②42団
体/年
③89％

①
39,451
人
②33団
体/年
③95％

①
34,848
人
②32団
体/年
③95％

①R3とR4の実績値の増加
率（12.9％）をR4実績値
に乗じて目標値を設定し
た。
②市民活動促進基本計画の
目標:R5～R8平均33団体
/年に向けて着実に数値を
維持させていくための指標
として設定した。
③過去３年間の平均の実績
値と前年度の実績値のうち
高い値を目標値として設定
した。

①
46,571
人
②52団
体/年
③92％

①Ａ
②Ｓ
③Ａ

A

②は成果指標を達成
し、①③は成果指標
を下回るものの目標
に対して9割以上の
数値となっているこ
とから、総合的にA
と判断した。

市民活動センター登録団
体の構成員の高齢化等に
よって活動の継続が難し
くなり、解散の相談を受
けるケースも増えてい
る。
新規利用者の獲得に向
け、講座やイベントを地
域の関係団体や商店街等
と連携しながら行い、市
民が市民活動を身近に感
じられる機会の創出に取
り組む。

189 3 (1) ①
【再掲】
児童館運営事業

子
ど
も
未
来
課

児童館運営事
業

市
（委託）

地域における児童健全育
成の拠点として、子ども
の健康を増進し、情操を
豊かにするため、各種教
室や読み聞かせ、クラブ
活動など児童に健全な遊
びを提供する。

市内13館の児童館の運営 適切な運営施設数 13館 13館 245,757 225,230
①利用者満足度
②利用者数

①90%
②
240,00
0人

①
90.7％
②
197,22
9人

①
87.3％
②
182,94
7人

①
84.8％
②
135,98
1人
（4，5
月閉所）

①指定管理協定により定め
ている目標値を設定した。
②ウィズコロナの状況にお
いて、地域の児童健全育成
の拠点となる児童館は重要
な役割を担う施設であり、
多くの子育て家庭や児童に
利用していただくことを目
的に、前年度と同程度の利
用者数を目標値とした。

①
97.2％
②
247,29
7人

①Ｓ
②Ａ

A

利用者数、満足度と
もに前年度を上回り
目標を達成し、地域
の児童の健全育成の
拠点として、利用者
に対し実施可能な事
業・適切な遊びの提
供をすることができ
た。一方で人員配置
の課題もあったこと
から、評価はAとし
た。

実施可能なイベントや講
座等を今後も検討し、計
画的に子育て支援事業の
提供を実施していく。

190 3 (1) ①
【再掲】
駿府匠宿運営事業

産
業
振
興
課

駿府匠宿運営
経費

市
（直営・
委託）

今川、徳川時代から受け
継がれてきた伝統工芸と
その後興った近代産業を
テーマにした体験型施設
「駿府匠宿」を運営し、
創作体験や各種展示を通
じて、来場者が工芸に親
しみ、歴史に触れる機会
を提供して、本市地場産
業の振興を図る。

①「駿府匠宿」の管理・運営を
指定管理者制度のもとに実施
②本市伝統工芸や地場産業を体
験できる場を提供

①協定締結事務件数
②年度評価回数
③定例会実施回数

①１回
②１回
③12回

①１回
②１回
③12回

235,013 234,857
①創作体験者数
②利用者満足度

①
22,400
人
②90％
以上

①
29,513
人
②
97.8%

①
22,512
人
②
95.0%

①
14,093

人
②

99.5％

①②指定管理業務仕様書に
規定する創作体験者
22,400人、利用者アン
ケートによる満足度90％
以上を目標値として設定し
た。

①
29,863
人
②
96.4%

S S

指定管理者の創意工
夫により創作体験者
数が目標値を大きく
上回り達成したた
め。

創作体験者数の減少がな
いように創作体験の内容
の更新を今後も行ってい
く。

191 3 (1) ①

【再掲】
女性をとりまく諸
問題に関する学
習・活動の推進
（女性会館事業）

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
課

女性会館運営
管理

市
（直営・
委託）

男女共同参画社会実現の
ための拠点施設である女
性会館を管理運営し、男
女共同参画に係る各種事
業を通して市民に広く啓
発するとともに、女性を
とりまく諸問題の解決に
取組む市民グループの活
動を支援する。

①指定管理者との協定の締結、
男女共同参画に関する講座の開
催、団体活動の支援、女性を取
り巻く諸問題や男女共同参画に
関する情報収集発信のための図
書コーナーの運営、施設管理
②女性会館相談室の開設：女性
のための総合相談・法律相談、
ＬＧＢＴQ相談の実施
③指定管理事業の年度評価の実
施

①指定管理業務のモニタリン
グ実施回数
②指定管理業務報告確認・検
査回数（年報１件、月報12
件）
③年度評価の実施

①１回
②13件
③完了

①１回
②13件
③完了

109,994 107,641

①新規利用者数（講
座、相談、図書）
②講座受講者の理解度
③図書コーナーの図書
貸出冊数
④女性相談の適切な実
施

①1,100
人
②
80.0％
③
16,500
冊
④実施

①1,284
人
②
97.3％
③
17,384
冊
④実施
（1,889
件）

①
884人
②-
③
16,396
冊
④実施
(1,922
件）

①
957人
②-
③
16,583
冊
④実施
（1,938
件）

①、②協定書の数値を目標
値とした。
③図書コーナーの本の貸出
しにより男女共同参画の意
識向上が図られることか
ら、過去３年間の平均値を
参考に目標値に設定した。
④相談の適切な実施を指標
として設定した（相談の適
切な実施がなされているか
については、拡大ケースカ
ンファレンスに出席し確認
する）。

①1,570
人
②
96.9％
③
17,503
冊
④実施
（1,706
件）

①S
②S
③S
④A

A

・事業全般的に、若
年層（高校生、親子
等）に向けた事業を
重点的に取り組んだ
ことで、新規利用者
数が増加した。
・図書の予約のPRに
努めることにより、
図書貸出冊数も例年
を大きく上回った。
・相談対応件数は若
干減少したが、相談
員の配置人数を増や
し、支援体制とスキ
ルアップに努めた。

・引き続きSNS等を積極
的に活用し、講座・相談
等を実施することによ
り、これまで女性会館を
利用したことがない潜在
利用者層（若年層）を掘
り起こすこと及び新しい
課題やより専門的な講座
を実施することで男女共
同参画の拠点施設として
の機能をさらに充実させ
ていくよう、指定管理者
と協議等を行っていく。

192 3 (1) ①

【再掲】
東静岡地区「アー
ト＆スポーツ／ヒ
ロバ」開設・運営
事業

企
画
課

東静岡地区
「アート＆ス
ポーツ／ヒロ
バ」開設・運
営事業

市・補助
等

（直営・
交付先）

「文化・スポーツ等の拠
点」として位置付けた東
静岡市有地を、本格的な
整備方針が決定するま
で、「賑わいづくりの実
験場」として利活用す
る。

「まちは劇場プロジェクト」及
び「2020年東京オリパラ」を
見据えた取組として、大道芸・
ダンス・音楽等の様々なジャン
ルとともに、ローラースポーツ
やホビー等のイベントを実施す
る「アート&スポーツ/ヒロバ」
を運営する。

①実行委員会の開催
②各作業部会の開催

①２回
②７回

①２回
②11回

31,340 31,340

①東静岡アート＆ス
ポーツ／ヒロバのロー
ラースポーツパーク利
用者人数
②芝生広場でのイベン
ト開催数

①
29,947
人
②10回

①
27,225
人
②12回

①
28,004
人

①
24,790
人

①前年度実績の110％を
目標とする。
②例年開催する８回に加
え、イベント誘致等によ
る、２回を加えた10回と
した。

①
26,189
人
②13回

A A

ローラースポーツ
パークの利用者数は
目標に達しなかった
ものの、芝生広場で
のイベントが目標を
上回ったため。

パーク利用者数が前年と
比較し約４％減少した。
2024年にはパリ五輪を
控えることから、無料体
験会、各種大会等を実施
し、新規利用者獲得に向
けてた取組を講じていく
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193 3 (1) ①

【再掲】
文化・クリエイ
ティブ産業振興セ
ンター管理運営事
業

産
業
政
策
課

文化・クリエ
イティブ産業
振興センター
管理運営事業

市
（直営・
委託）

文化・クリエイティブ産
業の活性化を通じ、新産
業の創出や地域の賑わい
づくりを行う

①大道芸、劇団などのパフォー
ミングアーツを支援する取組
②クリエーターの集積と育成を
図る取組
③文化・クリエイティブ産業を
振興するための啓蒙・啓発を進
める取組
（展示会・セミナー等）
④企業とクリエーターとのマッ
チングを促進する取組

①指定管理関係業務（協定締
結、年度評価、指定管理料支
払業務等）
②管理運営に係る指導、助言

①事務処
理の円滑
な実施
②月例会
議（PD
（プログ
ラムディ
レク
ター）会
議）への
参加

①事務処
理の円滑
な実施
②12回

90,645 89,594

①利用者数
②利用者満足度
③クリエーターと企業
のマッチング件数
④クリエーターの集積
数

①
40,000
人
②90％
③６件
④３者

①
43,820
名
②90%
③16件
④0者

①
38,191
人
②86％
③10件
④５者

①
33,864
人
②86％
③８件
④４者

指定管理業務仕様書【R5
～R9】で定める指標を目
標値に設定した。（過去の
実績等を踏まえて各指標を
設定。）

①
58,251
名
②
85.6％
③12件
④４者

A A

①コロナが５類とな
り、イベントの参加者
数が回復し、目標値を
達成することができ
た。
②は、85.6％と目標
値を下回ったが、セミ
ナーやイベントに関し
ては、目標値の90％
を上回った。
③コロナが５類とな
り、講演やワーク
ショップに関連する内
容のマッチングが増加
したため、目標値を大
きく上回る結果となっ
た。
④コロナが５類とな
り、補助金利用者数が
戻ったことや施設の積
極的な周知もあり、当
該年度の実績は4と
なった。

・今後もクリエーター向
けのスキルアップと一般
市民への啓蒙・啓発の双
方を軸に事業の実施を推
進する。
 クリエーターの集積につ
いては、他の家賃補助制
度との整合性を図りつ
つ、利用者に適した補助
制度を紹介できるよう周
知を行っていく。

194 3 (1) ①
【再掲】
埋蔵文化財セン
ター管理運営事業

文
化
財
課

埋蔵文化財セ
ンター管理運
営事業

市
（直営）

埋蔵文化財センターの円
滑な管理運営と共に出土
遺物の調査整理と展示公
開を行い、市内の埋蔵文
化財について顕彰する。

①発掘調査した遺跡の資料整理
作業と出土遺物の保管・管理を
行う。
②整理作業の終了した遺物の展
示や遺跡の紹介を行う。

①出土遺物の実測点数
②企画展の開催回数

①500点
②３回

①426点
②３回

50,164 48,561
①年報、報告書完成２
件以上
②来館者数

①２件
②2,276
人

①2件
②2,168
人

①１件
②1,389
人

①２件
②893人

①施設設置の本来目的であ
る出土資料の整理作業の結
果として作る、年報など報
告書完成件数を目標値とし
た。
②調査成果を公開した企画
展開催等による年間来館者
数を、前年度5％増を目標
値とした。

①３件
②1,800
人

①S
②B

A

来館者が目標よりも
少なかったが、年度
途中に急きょ依頼の
入った発掘調査報告
書を刊行して当初予
定件数以上の報告書
を作成、刊行した。

実施した発掘調査の規模
によって実測する遺物の
特徴が異なるが、安定的
に実測を進めて、報告書
にまとめられるよう、正
確・迅速な実測作業のス
キルを磨き、報告書を作
成する体制を維持、強化
していく。

195 3 (1) ①

【再掲】
老人憩の家におけ
る高齢者の社会参
加促進事業

高
齢
者
福
祉
課

老人憩の家運
営事業

市
（直営・
委託）

老人に対し、教養の向
上、レクリエーション等
の為の場を提供し、老人
の心身の健康増進を図
る。

①各種相談事業、健康増進、教
養の向上、レクリエーションに
関する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

22,956 22,556 利用者満足度 90.0% 98.3% 99.1% 95.2%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

99.2% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

196 3 (1) ①

【再掲】
世代間交流セン
ターにおける高齢
者の社会参加促進
事業

高
齢
者
福
祉
課

世代間交流セ
ンター管理運
営事業

市
（直営・
委託）

世代間の交流活動を通じ
て、豊かな地域社会の形
成に資する。

①高齢者と地域住民等が相互に
交流することを促進し、地域の
伝統文化を承継する事業及び世
代間の交流に係る教養の向上、
レクリエーション等の場を提供
する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

58,917 58,710 利用者満足度 90.0% 99.1% 98.4% 90.0%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

98.6% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

197 3 (1) ①

【再掲】
老人福祉センター
等における高齢者
の社会参加促進事
業

高
齢
者
福
祉
課

老人福祉セン
ター運営事業

市
（直営・
委託）

老人に対し、各種相談に
応ずるとともに、健康増
進、教養の向上及びレク
リエーションのための便
宜を総合的に供与し活動
の指導及び推進を図る。

①各種相談事業及び健康増進、
教養向上及びレクリエーション
に関する事業の実施
②施設の維持管理

①モニタリング、指定管理者
との協議
②施設修繕実施

①随時
②随時

①随時
②随時

251,371 247,433 利用者満足度 90.0% 96.7% 97.1% 90.4%

すでに一定の評価を得てい
る利用者満足度を今後も維
持するため、静岡市健康長
寿・誰もが活躍のまちづく
り計画と合わせ、利用者満
足度90.0％を目標値とし
た。

97.7% S S

指定管理業務が適正
に実施されたことに
より、利用者満足度
が目標値を大きく上
回ったため。

利用者満足度を維持する
ため、指定管理者と連携
し、適切な管理運営を
行っていく。

198 3 (1) ②
生涯学習施設の運
用改善事業

生
涯
学
習
推
進
課

事務事業総点
検上の業務の
一部

市
（直営・
委託）

生涯学習施設の利用者の
視点に立ち、団体登録制
度や予約制度の見直し、
自由利用スペースの設置
など、施設利用における
利便性向上のための運用
改善を指定管理者ととも
に行う。

①施設の利用に係る制度の見直
し
②施設利用の利便性向上

ワーキンググループの開催 ３回 １回 0 0

①生涯学習センター利
用者満足度（管理運営
全体）
②清水区生涯学習交流
館利用者満足度（管理
運営全体）
③実施した運用改善案

①
95.7%
②
92.0%
③１件

①
94.8%
②
99.1%
③１件

①
96.5%
②
89.1%
③１件

①
95.9%
②
87.8%
③１件

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を踏まえて設定
した。
③複数ある案件のうち、必
ず１件は実施を目指すもの
として、目標に設定した。

①
97.0%
②
99.3%
③２件

①A
②A
③A

A

藁科生涯学習セン
ターに自由利用ス
ペースを設置し、利
便性向上に務めた。
また、利用に係る制
度の見直しを実施
し、早期優先利用制
度を本格施行した。

生涯学習施設の利便性向
上のため、指定管理者と
連携を密にして利用者視
点に立った運用改善に取
り組んでいく。

199 3 (2) ①
生涯学習施設のデ
ジタル化の推進

生
涯
学
習
推
進
課

事務事業総点
検上の業務の
一部

市
（直営・
委託）

リモートやオンデマンド
などのデジタル技術を活
用した学習機会の提供の
ために、生涯学習施設の
デジタル学習環境を整備
する。

施設のオンライン環境整備
モバイルＷｉ-Ｆｉルーターの
設置台数

８台 ８台 118 118 延べ利用回数 150回 128回 － －

令和４年度６月から実施し
ており、10か月分の実績
から12か月換算した数値
を参考に目標として設定し
た。

183回 S S

主催講座、貸館利用
者への貸出し共に、
利用頻度が高まって
おり、目標を大きく
上回る利用回数と
なったため。

地域ＢＷＡの電波が入ら
ない施設があるため、他
の電波帯のモバイルＷｉ
-Ｆｉルーターを検討し
ていく。

200 3 (2) ②
生涯学習施設予約
システムのDX化
の推進

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習情報
システム運営

市
（直営）

施設予約のシステム化に
より、事務の効率化、迅
速化とともに、利用者の
利便性向上を図る。

①予約システム及び機器の賃借
業務
②新予約システムへの更新

①システム稼働状況の報告確
認回数
②新予約システム開発事務の
進捗管理

①12回
②完了

①12回
②完了

6,779 6,730

①計画的な停止等を除
く年間のシステム稼働
率
②新予約システム開発
業者との契約

①
100%
②契約完
了

①100%
②－

①100%
②－

①100%
②－

①直近３か年の実績を基に
設定した。
②令和５年度に契約し、令
和６年10月までに新シス
テムを稼働させる予定

①100%
②契約完
了

①Ａ
②Ａ

A

施設予約システムは
適正な点検・運用に
より目標を達成する
ことができた。

現システムはキャッシュ
レスに対応しておらず、
利用者は使用料を窓口現
金払いする必要があるた
め、システム更改に向け
て、キャッシュレス化を
含む利用者・管理者とも
に使いやすいシステムの
導入を目指し協議を進め
ていく。

201 3 (2) ②
スポーツ施設予約
システムの管理

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

スポーツ施設
予約システム
管理事業

市
（直営・
委託）

インターネットを活用し
たサービスを提供するこ
とにより、各種スポーツ
施設予約の利便性向上を
図る。

①利用者登録
②抽選申込み
③空き施設検索、予約申込
④利用許可書発行

①利用者登録
②システム運用の円滑な実施

①実施
②実施

①実施
②実施

15,726 14,554 アクセス件数
2,037,9
20件

1,948,6
84件

1,933,0
70件

1,632,7
01件

R2は災害や新型コロナウ
イルス感染症の影響による
施設の休館等により、アク
セス件数が少なかったた
め、R4.R3のアクセス件
数平均値の５％増を目標値
として設定した。

2,336,7
67件

S A

必要な契約等の処理
を遅滞なく実施し、
円滑な運用を実施す
ることができ、アク
セス数においても目
標値を上回ったた
め。

総合評価落札方式を採用
して令和５年度に決定し
た事業者との調整を引き
続き遂行することで、新
システムへの移行を円滑
に実施し、利用者の利便
に資するシステム運用を
行う。

　②生涯学習施設等の使いやすさの向上

（２）生涯学習施設等のデジタル環境の整備

　①生涯学習施設等のデジタル環境の整備

　②生涯学習施設等の予約システムの管理・運用
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照会時の提案事業

R4 R3 R2

小

施

策

事業概要（全体） 活動の状況（アウトプット）

事業内容

活動指標（アウトプット指標）

指標名
当該年度
の目標値

投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

実績値
予算額

（千円）
決算額

（千円）

今後の課題と課題解決に
向けた取組内容

事業名称
所
属
名

事務事業名
事業の

実施主体
事業目的

No.

施

策

の

柱

大

施

策

事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価 評価理由
指標名

当該年度
の目標値

実績値
達
成
度

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出

根拠

202 ３ (3) ①
Reまなびシンポジ
ウム＆ポスターエ
キシビション

生
涯
学
習
推
進
課

Reまなびプロ
ジェクト推進
事業

市
（直営・
委託）

人生100年時代に必要な
知識やスキルを習得する
「大人の学び直し」（リ
カレント教育やリスキリ
ング等）について、市民
に意識の醸成を図るとと
もに、学習機会を提供す
る。

①市民へ周知・啓発し、意識を
醸成
②学習機会の提供

①Ｒｅまなびシンポジウムの
開催及び月間の実施
②生涯学習施設でのＲｅまな
び講座の実施

①１回及
び１箇月
間
②32施
設で実施

①１回及
び１箇月
間の実施
②32施設
で実施

836 736

①Ｒｅまなびシンポジ
ウムの参加者のうち、
学んだことを仕事や就
職活動に活かせると
思った人の割合
②受講生満足度

①
80.0%
②
90.0%

— — —
①②新規事業のため、当課
類似の指標を参考に設定し
た。

①
98.0%
②
90.7%

①S
②A

A

シンポジウム及び月
間を実施することが
でき、成果指標①、
②ともに達成し、総
合的に見て大人の学
び直しの重要性への
理解促進と学習機会
を提供することがで
きた。

周知、啓発事業の効果測
定に課題があるため、実
施手法の見直しをしてい
く。

203 3 (3) ②
ここからネットの
運用

市
民
自
治
推
進
課

市民活動支援
システム運用
等業務

市
（委託）

市民が自分の住む地域で
行われている、まちづく
り活動に参加を促すため
の情報を提供する。

静岡市市民活動ポータルサイト
「ここからネット」の運用

①定期報告によるアクセスレ
ポートの報告確認回数
②特集記事の掲載

①12回
②２回

①12回
②２回

2,985 2,929

静岡市市民活動ポータ
ルサイト「ここから
ネット」の
①年間総アクセス件数
②情報を公開している
団体数

①
176,00
0件
②761
団体

①
167,62
0件
②761団
体

①
152,69
1件
②728団
体

①
172,80
5件
②702団
体

①前年度比５％増を指標と
して設定した。
②過去３年間の平均の実績
値と前年度の実績値のうち
高い値を目標値として設定
した。

①
197,11
1件
②747
団体

①Ｓ
②Ａ

A

①は成果指標を達成
し、②は成果指標を
下回るものの目標に
対して9割以上の数
値となっていること
から、総合的にAと
判断した。

市民活動団体の利用頻度
を高めるとともにサイト
の認知度向上を図るた
め、操作手順を示した動
画の公開や市民活動セン
ターを通じたサイトの利
用周知等によって情報更
新を促していく。

204 3 (4) ①
生涯学習施設にお
ける学習相談の実
施

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習セン
ター運営事業

市
（委託）

生涯学習施設において、
学習機会や、サークル、
講師の紹介など、生涯学
習活動を行ううえでの
様々な相談を受ける。

各生涯学習センターの窓口にお
ける相談実施

相談を実施している生涯学習
施設数

11施設 11施設
指定管理料

の一部
指定管理料

の一部
相談件数 7,700件 6,088件 7,340件 9,672件

直近３か年の平均値を目標
値として設定した。

5,127件 B B
全館で行われている
が、目標件数には達
しなかった。

相談件数を伸ばすために
は、学習相談の制度を今
以上に周知する必要があ
る。

205 3 (5) ①
【再掲】
大学連携事業の実
施

生
涯
学
習
推
進
課

大学連携事業
市

（直営）

大学との連携による学習
機会の提供により、市民
の専門化、高度化した学
習要求に応える

①市民大学リレー講座の開催
②生涯学習施設・大学共催公開
講座の開催
③大学連携生涯学習会議の開催

①市民大学リレー講座の開催
②生涯学習施設・大学共催公
開講座の開催
③大学連携生涯学習会議の開
催

①６回
②20回
③２回

①６回
②24回
③２回

310 296

①市民大学リレー講座
受講生満足度
②生涯学習施設・大学
共催公開講座受講生満
足度

①
82.3%
②
91.3%

①
82.3%

②
91.3%

①
81.3%

②
84.1%

①
82.0%

②
90.2%

①②直近３か年の平均値と
前年度実績を比較して高い
値を基に設定した。

①
80.5%
②
89.2%

①Ａ
②Ａ

A

成果指標の目標に見
合った十分な成果が
出ており、市民に高
度で専門的な学習機
会や情報を提供する
ことができた。

社会情勢の変化に合わせ
た市民への高度で専門的
な学びの機会が求められ
ているため、高等教育機
関である大学との連携を
強化し、市民への高度で
専門的な学習機会や情報
の提供に取り組んでい
く。

206 3 (5) ②
静岡シチズンカ
レッジ こ・こ・に
推進事業

生
涯
学
習
推
進
課

静岡シチズン
カレッジ こ・
こ・に推進事
業

市
（直営）

庁内各課で実施する人材
養成事業を束ね、共通の
方針や仕組みを整備する
ことで、一体的に市民と
行政との協働によるまち
づくりを担うシチズン
シップに富んだ人材を養
成する。

①市民向けの事業周知
②全市一体的に人材養成事業を
進めるため、こ・こ・に関係課
で構成するシチズンシップ部会
で連携を強化
③修了生の活動支援

①市民向けの事業周知に利用
した手法数
②シチズンシップ部会の開催
回数
③修了生への活動支援の手法
数

①10手
法
②３回
③３手法

①10手法
②2回
③３手法

2,877 2,219

①静岡シチズンカレッ
ジ こ・こ・にを受講し
た人のうち、シチズン
シップが身についた人
の割合
②修了者数

①
98.0%
②540
人

①
97.0%

②508人

①
98.5%

②357人

①
98.5%

②262人

①直近３か年の平均値と前
年度実績を比較して高い値
を基に設定した。
②令和５年度の講座定員
に、修了率（修了者数／定
員）の直近３か年の平均値
78.5%を乗じた数値とし
た。

①
98.2%
②582
人

①Ａ
②Ｓ

A

31講座すべて開催す
ることができ、成果
指標①、②ともに目
標を達成し、総合的
にみて地域や社会の
ために行動したいと
いう高い意識を持っ
た人材を養成するこ
とができた。

社会情勢の変化に合わせ
た人材養成が必要である
ことから、登載講座や講
座内容を見直していく。

207 3 (5) ②
生涯学習推進事業
(生涯学習推進審議
会)

生
涯
学
習
推
進
課

生涯学習推進
事業(生涯学習
推進審議会)

市
（直営）

第３次生涯学習推進大綱
に基づき、市の生涯学習
に関する施策について、
調査審議し、総合的かつ
計画的に生涯学習の推進
を図る

①第３次生涯学習推進大綱の進
捗管理
②生涯学習審議会を開催し、生
涯学習推進事業等の意見聴取

①第３次生涯学習推進大綱後
期計画登載事業の進捗確認事
業数
②生涯学習推進審議会の開催
回数

①148事
業
②３回

①208事
業
②３回

683 451
生涯学習施設の利用者
数（貸館）

85万人 81万人 58万人 114万人
直近３か年の平均値と前年
度実績を比較して高い値を
基に設定した。

97万人 Ｓ A

成果指標は目標を大
幅に上回り達成した
が、生涯学習審議会
でより充実した意見
聴取ができるよう工
夫が必要なため。

生涯学習審議会では、報
告事項が多く、十分な意
見聴取ができていないた
め、運営方法等を見直
し、充実した意見聴取が
できるよう取り組んでい
く。

208 3 (5) ②
市政出前講座の実
施

広
報
課

市政出前講座
市

（直営）

市民参画による活力ある
行政を展開するため、職
員自らが地域へ出向き、
対話を通して市民の考え
や期待に触れる機会を設
け、市民との信頼関係を
築き、市民の市政に対す
る理解を深めるととも
に、市政運営をより身近
に感じてもらうための事
業を行う。

（１）対象者：静岡市民、市内
への通勤・通学者のグループ
（10人以上）
（２）開催日：平日の10時～
21時
（３）内容：各課が提示した講
座メニューから選択
（４）費用等：講師料、資料代
は無料（その他は申込者が負
担）

市政出前講座の開催回数 337件 624件 0 0

講座終了後のアンケー
トで講座の理解度を尋
ねる設問に「理解でき
た」、「ある程度理解
できた」と回答した人
の割合

100% 100% 100% 100%
過去３ヶ年の実績値を参考
にした。

100% A A

開催回数は前年度
(475回)から大幅に
増加した。参加者か
らも「大変勉強に
なった」など好評の
コメントを得てい
る。

例年６月までに当該年度
の実施講座を公開してい
るが、市民からは公開ま
でに講座の実施予定等に
ついて多数の問い合わせ
が寄せられている。
そのため、公開までの手
順を改めることで、講座
の公開時期を早める（５
月中を予定）。

　②市における推進体制の充実

（３）生涯学習に関する啓発や情報発信

　①学ぶことの大切さの啓発

　②学習情報などの効果的な発信

（４）学習・活動相談体制の整備

　①学習相談・活動相談の充実

（５）生涯学習推進体制の充実

　①行政・企業・高等教育機関・NPO等との連携
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